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  プロローグ　夕焼け、教室、告白

  

  「留る亜あちゃん、君を見込んで頼みがあるんだ――」

  　放課後の教室。

  　冬ともなれば日が傾くのも早く、柔らかな西日が教室を金色に染めあげる。

  　登と聖せい高校二年、神かん田だ英えい慈じは、いつものへらへらとした表情とは違う、真剣なまなざしを正面にいる少女に向けていた。

  　少女――河合かわい留亜は、バッグを肩にかけようとした手を止めた。長い黒髪を後ろでまとめ、とっつきにくいような、きつい目つき。しかしその凛りんとした立ち姿には、見る者をはっとさせるような美しさがある。

  「留亜ちゃん、俺おれを！」

  　英慈は身を乗りだし、胸に手を当てた。

  「オトコにしてくれええええええ！　それはショウネンからオトナの男へ脱皮のとき！　今こそ留亜ちゃん、さあ、さあ！　さ――ぶほっ」

  　英慈の後頭部が、凶きよう悪あくな蹴けりで強打される。

  「この衆しゆう人じん環かん視しの教室で、いきなりなに言いだしてんのよっ！」

  　机に飛びのった少女は、そのまま英慈の頭をぐりぐりと踏みつけ、

  「ケダモノがっ！　言うに事こと欠かいてなに!?」

  「だー！　なにするんだよ！」

  　英慈がはね起きると、背後の少女がぴょんと床に降りる。

  　ふり向いた英慈の前には、腕組みをしてにらみつけてくる日ひ野の恵めぐ美みがいた。女の子にしてはかなり短い髪に、広い額、そしてメガネの奥に潜ひそむ大きな瞳ひとみ。背の順に並べば必ずクラスで一番前という背の低さ。

  　恵美は小さい手をぐいと出すと、英慈の鼻先に人差し指を突きつける。

  「四し六ろく時じ中ちゆう発情男が！」

  「うるさい、チビ女、邪じや魔まするな！」

  「チビ!?　あんただってチビじゃないの！」

  「ここ、この、俺に、言ってはいけない言葉をおおおお」

  　ムキになって言いかえす英慈にはしかし、恵美を見下ろせるような背がない。

  　帰り支度をしていたほかのクラスメイトたちも、なにごとかと一度は視線を向けたのだが、すぐに、

  「なんだ、英慈と恵美か……」

  「あのふたりってさ、毎日やっててよく飽きないわよね」

  「部活行くぞー」

  　興味を失って、ぞろぞろと教室をあとにするのだった。

  　そして英えい慈じと恵めぐ美みの言いあいを、無表情に眺めている留る亜あ。

  　――あらら……河合かわいさん、置いてけぼりだよ。

  　さらにその留亜を、眺めている男子――鶴つる見み圭けい悟ごがいた。

  　巻きこまれないようにさっさと帰ろう――と考えた圭悟の襟えり首くびを、

  「圭悟！」

  「圭悟！」

  　つかむ、ふたつの手。

  「な……なに」

  　そっとふり返ると、視線で火花を散らす英慈と恵美。

  「お前の意見を問う！　俺おれが留亜ちゃんに『オトコにしてくれ』と迫るのは過あやまちであるか!?」

  　なんで語尾だけ文語調なんだ。

  「言葉遣づかいの問題じゃないわ！　みんなが残ってる教室のど真ん中で性欲をさらけ出すことがダメなのよ！　さにあらん！」

  　だからなんで語尾だけ文語調なんだ――と、ため息をついて圭悟は言う。

  「っていうか恵美、お前ってさ、英慈とのケンカを楽しんでないか？　……いや、そんな、俺の首締めながら親の敵かたきとでも言わんばかりに、にらみつけられても」

  「あんたがウジ虫以下のこと言うからでしょ」

  　――もはや恵美の怒りは全ぜん方ほう位い対象であるか。

  　しまった、文語調が伝う染つった。

  「いいんだぜ圭悟、遠慮なく言ってやれ。修学旅行で男つくったようなやつは消えろ、消えちまえ、ってよ」

  　恵美はたしかに、二週間前の修学旅行中に、競争率が高いと評判だった陸上部の男子を射止めていた。

  　しかし恵美は、モチでも喉のどに詰まらせたように「うげっ」とうなった。

  「……なんだよその反応。もしや、いや、もしやもしやもしや、日ひ野の恵美様ともあろう方が、すでに――破局、ですか？」

  「ぐ」

  　英慈が一歩詰めよる。

  「破局、ですな!?」

  「ぐぐ」

  「そんな召しよう喚かん魔ま獣じゆうのようなうめき声では、この不ふ肖しよう、神かん田だ英慈、だまされませぬぞ！」

  　にじり寄る英えい慈じ。

  　圭けい悟ごはふと、英慈のことを見守っている男子生徒がいるのに気づいた。

  　あれは――水泳部の男子生徒たちだ。そして留る亜あも水泳部である。

  「……なあ英慈。お前、ひょっとして河合かわいさんに声をかけることで、あいつらとなにか約束でも――って恵めぐ美み、そこまでにしてやれ」

  　すこし目を離していた隙すきに、先ほどにじり寄っていた英慈が逆に恵美に組みしかれ、マウントポジションでぶん殴なぐられているところだった。

  「こいつの脳みそ、とことん腐ってるから！　こうやってシェイクしてやってるのよ！」

  「腐ったものはシェイクしたところで腐ったままだ」

  「け、圭悟……それは、フォローとは言わない……」

  　恵美を引きはがすと、英慈がフラフラと頬ほおを押さえながら立ちあがる。

  「……猫みたい」

  　圭悟が恵美の襟えり首くびをつかんでいる状態を見て、留亜がぽつりとつぶやく。ここにいたるまで一言も発せず、ようやく言った言葉がそれか。

  　すると恵美も冷静になったのか――自分の暴走に気づき、恥ずかしくなったのだろう、ばつの悪そうな顔をして、

  「……ニャア」

  　と一ひと声こえ鳴いた。

  　しおらしくしていれば可愛かわいいところもある。

  「それで英慈――お前、河合さんにコンパの誘いでもしにきたのか？」

  　圭悟がたずねると、英慈は、したりとばかりにうなずいて、

  「おうとも！　ね、留亜ちゃん留亜ちゃん、俺おれといっしょに新しい出会いを探そうよ！　きっと楽しいよぉ～！」

  「ちょっと英慈――」

  「待て待て」

  　圭悟は恵美の口を塞ふさぐ。

  「まあ、そのぐらい別にいいんじゃないの？　個人の問題だし、高校生が酒でも飲みにいこうぜ、っていうんならさすがに問題が――」

  　すると、いたずらを見とがめられた少年のように、英慈が視線を背そむける。

  「英慈」

  「な、ないよ」

  「英慈」

  「……そんなこと、ないよ」

  「飲み会？」

  　横から留る亜あがつぶやくと、

  「違う！　そういうんじゃないって！　健全！　健全だよ！　教育委員会も真まっ青さおなほどに健全！　ほかの高校の連中とかとカラオケ行ってそのあとメシ食うぐらいだから！」

  　大声でごまかす英えい慈じを見て、恵めぐ美みと圭けい悟ごがため息。

  「必死ね……」

  「うむ……河合かわいさんを誘う見返りに、英慈がよその高校の女子とコンパをセッティングしてもらえるとかそういう取引か」

  「哀あわれみしか感じないわ……」

  「うむ……」

  「お前たちは黙っておれ！」

  　蛇へびの威い嚇かくのように英慈がシャーと牙きばを剥むく。そして一転、留亜には猫なで声で懇こん願がんした。

  「ね、留亜ちゃんお願い！　いいでしょ～？」

  　そして、教室の後方で神に祈りだす男子数人。

  　しばらく留亜は考えるようにし、人差し指をつきだした。

  「……鶴つる見み」

  　それは、圭悟のほうを向いていた。

  「へ？」

  「鶴見もいっしょなら、いい」

  　――俺おれ？

  　と圭悟が思う間もなく、留亜にくるりと背を向けた英慈が鬼き神しんのごとき表情で――こんな英慈の顔は、便所を我慢している通学途中ぐらいしか見たことがない――圭悟の両肩を鷲わしづかみ。

  「ケイゴクン」

  　パソコンの音声リーダーが発するような声で英慈は言うと、

  「どういうことかね、これは？　いや――言い訳は無用、君には木き瀬せ愛あい香かという相方がすでにいるわけであり、彼女を裏切ることはないとよくわかっている」

  　愛香は、圭悟の彼女だ。

  「だ、か、ら、君には特別にたったひとつの選択肢をあげよう」

  「ひとつは選択肢と言わないだろ……」

  「ケイゴクン！」

  　圭悟の肩をつかむ手に力が込められる。

  「……はい」

  「協力、してくれるね？」

  「…………」

  「そろそろ十二月ですよ、クリスマス近いんですよ、独ひとり身でいるわけにはいかないでしょうがああああ！　協力しろ、いいな！」

  「お、おい、英えい慈じ！」

  「というわけで留る亜あちゃん！」

  　英慈は留亜にふり返る。

  「じゃ、圭けい悟ごも来るってことでオッケー出たから、あとは日程調整するね！」

  　留亜は英慈の顔を見て、それから圭悟の顔を見て、

  「鶴つる見み」

  「……なに」

  「教室の入り口から、ものすごい殺気を感じる」

  　はっ、として圭悟がふり返ると、愛あい香かが、片目だけをのぞかせてこちらを凝ぎよう視ししていた。

  「たまに思うんだけど、あの子、虫も殺さないような顔をして、いざとなったら好きな男を殺しかねない気がするのよね」

  　恵めぐ美みがさらりととんでもないことを言う。

  「じゃ、圭悟も、留亜ちゃんもよろしくー！　俺おれ、用事あるから！」

  　英慈は嬉き々きとして、水泳部の男子たちのほうへ走っていく。

  「ま、がんばって」

  　なにをどうがんばるのかわからないが、恵美はそう言い、圭悟の肩を叩たたいて去っていった。

  「……行ったら？」

  　迷っている圭悟に、留亜が言う。

  「う、うん……。誤解を解とかないとな……」

  　圭悟はとぼとぼと教室の入り口へと歩いていく。

  　これから、廊下にいるであろうもうひとりの鬼き神しん――愛香の誤解を解かなければならない。

  　圭悟はぶつぶつと謝罪の言葉を口にしながら、留亜に背を向ける。

  「……ふふ」

  　それを見送って留亜が、誰だれにもわからないぐらいの小さな笑みをこぼした。

  　視線を外に向けると、もう太陽が落ちようとしている。

  　窓の下には、コートを引っかけた登と聖せい高校の生徒たちが、家路を急いでいる。テニスコートやグラウンドからは、部活に励む声。そして隣の棟とうにある音楽室から、弦楽の調べがかすかに聞こえていた。

  　留亜は、バッグのなかの携帯電話が震えているのに気づいた。とりだしてみると、発信者の名前がディスプレイに表示されている。

  「四よつ谷や玲れい子こ」

  　久しく見なかった名前が、そこには表示されていた。
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  第一章　不明の音信

  



  
    １
  


  

  　奈良県、三重県、和歌山県にまたがる紀き伊い山地。晩秋から初冬にかけては、日を追って寒さが増していく毎日。その変化は目にもはっきりとわかる。

  　紅葉だ。

  　色づきはじめた紅葉は、今がまさに見ごろだった。

  　仲なか根ねまどかは、長い長い板敷きの渡り廊下を歩いていた。右手には、紅葉の赤を混じらせた森林が広がる。

  　宗教法人『劫ごう光こうの道みち』の総本山。その本ほん殿でん背後に設置されている、教祖が住まう住居――「神しん地ち」と呼ばれるエリアだった。

  　時刻は夕暮れ時。吹きぬける風は冷たく、まどかの吐く息も白く流れていく。黒のパンツスーツに、足下はストッキングだけ。足の裏は痺しびれるように冷たい。

  　しかしそんな寒さも気にならなかった。

  　先ほどの会議の様子が、まどかの思考の中心に居座っている。

  　――一いつ色しき先生は落ちつきましたかな？　どうも、私は避けられているようだ。

  　にこやかな笑顔を一ミリも崩さずに、教団幹部「五人組」のひとりである三さえ枝ぐさ清せい三ぞうは言った。三枝は五十歳を過ぎたばかりという年の男で、金をかけた仕立てのよいスーツを着ていた。しかし派手派手しさはまるでなく、言葉を交わす相手には常に微笑ほほえみかけ、けっして怒ったりはしなかった。

  　――避けてなどおりません。一色先生は「五人組」にとって、もっとも強いカードであり、一方で弱点ですわ。一色先生自身の安全はもちろん、教団との関わりも知られてはなりませんので……慎重に慎重を期しただけです。

  　答えた四よつ谷や玲れい子こは、年齢不ふ詳しようの女性だった。緩ゆるやかな髪が目元にかかり、どこか感情をうかがわせないところがある。

  　部屋にはもうひとり、二ふた見みがいた。畳敷きの八畳間。座ざ布ぶ団とんと座卓しかないこの部屋で、「五人組」はよく会議を行う。

  　――そうつれないことをおっしゃらないでください。私は……そうですね、寂さびしかっただけかもしれませんな。一色先生に、くらら様の「ご託たく宣せん」を伝えるのは私の仕事であると考えておりましたのに、どうもそのお株かぶも四谷先生にとられてしまったようで。

  　――くらら様が「早く」とおっしゃったから、私が一色先生に連絡をしただけですわ。

  　――そう、そう。それはすこしも悪いことではありません。

  　――一色先生の保護、サポートは私の仕事です。

  　――そう、そう。四よつ谷や先生はよく働いておいでだ。

  　――では、なにをおっしゃりたいのです。

  　にこやかに、三さえ枝ぐさが答え、どこか冷たい声こわ音ねで四谷が切りかえす。これもいつもの光景だった。そして丹たん前ぜんを引っかけた二ふた見みはなにも言わず、座っている。

  「ご託たく宣せん」とは、『劫ごう光こうの道みち』の教祖である真しん劫ごう院いんくららが発するものであり、教団内では「神のお告げ」として絶対的な命令となっていた。

  　くららが発した「ご託宣」を知らせるのは三枝の仕事なのだが、三枝がいないときにも、くららが「ご託宣」を発することがあった。そして今回――一いつ色しきが間ま宮みやむつきと鶴つる見み圭けい悟ごを襲ったとき――三枝が海外に出ていた。

  　一色は、「五人組」のなかでも「武闘派」を名乗る。

  『劫光の道』の信者数、規模が大きくなるにつれ敵も増えてくると、金を持っていそうだからと、教団に因いん縁ねんをつけてくる悪党などもいた。

  　なかでも面倒なのは組織的な暴力集団であり――そういった連中には「目には目を」の考えで、一色が出向いて戦闘に及ぶことがあった。

  　一色は、自ら進んで手を汚し、何人もの人間を闇やみに葬ほうむってきた。

  　――なにを言いたい、とおっしゃっても、私は、なにも……そう、なにもございませんよ。では、今日のところはくらら様のお顔を拝見して、退散するとしましょう。

  　三枝はのっそりと立ちあがると、部屋を辞した――。

  「四谷先生は……三枝先生のことがお嫌いなのかしら……」

  　まどかは立ち止まり、ふと考える。

  　三枝の担当している役割にマスメディアコントロールがあり、それは教団のスポークスマンであるまどかの仕事と関係がある。そのため、まどかは三枝と接触することが多い。

  　表おもて舞台には立たない「五人組」だが、役割柄、三枝は信者の前で説せつ法ぽうをすることが多い。そのスピーチは聴衆の心を開かせ、活力を吹きこむ。間宮むつきは三枝を「洗脳者」などと呼んでいたが、大きな間違いだとまどかは思う。

  　一色の殺人については疑いようもなく犯罪だ。だが、これまで一色が手にかけた人間は教団に害をなす人間か、教団を裏切った人間ばかりだ。一色は、くららが「悪」と認めた相手のみを倒している。その証拠に、くららが「ご託宣」を発しなければ一色は動かない。

  「一色先生は、必要悪……」

  　むつきを殺そうと行動した一色を、まどかは思いだす。あの行動だけは、まどかにとっても理解不能だった。

  　まどかはしんと静まりかえっている「神しん地ち」を見渡す。

  　かすかに風があるのか、ひらりと舞う紅葉の葉が、流れる。

  「でも、誰だれも死ななくてよかった。一色先生も逮たい捕ほされなかった」

  　二に上じよう山さんの麓ふもとでのことを思いだす。

  　あれから――彼とは連絡をとっていない。

  「圭けい悟ごくん、なにしてるかな」

  　茜あかね色の夕日が、まどかの頬ほおを染める。

  

  　その圭悟は、夕ゆう闇やみの迫る道を駅に向かって歩いていた。

  　圭悟は制服の上に、ウール生地のＰコートを着ていた。圭悟の前を行く愛あい香かは、チャコールグレーのコート。そして襟えり元もとにあごを埋うずめながら言う。

  「まったく、圭悟くんは私のことをぞんざいに扱いすぎるんです。英えい慈じくんに言われたからってホイホイついていったらゴキブリといっしょです。害虫です。せめてミミズのような益えき虫ちゆうを見習ってほしいです」

  　なにか呪じゆ詛そをつぶやいているが、圭悟は聞かなかったふり。

  「それで、話かなにかが、あるんだろ」

  　圭悟は左を歩いている留る亜あに視線を向けた。留亜は薄手のコートにマフラーを巻いていた。圭悟にちらりと視線を向ける。

  　先ほど留亜は、圭悟と愛香が校門を出たところで、背後から走って追いかけてきた。そして、「駅までいっしょに行く」と突然言った。

  「……うん」

  　留亜は、前を行く愛香の、歩くたびに揺れる長い髪を見ていた。そしていつも以上に厳しい顔をして、ささやく。

  「四よつ谷やさんから電話があった。私が高校に入ってから、初めてかも」

  「四谷？」

  　その名前には圭悟にも聞きおぼえがあった。

  　留亜の叔お母ばであるだけでなく、宗教法人『劫ごう光こうの道みち』の幹部でもある人物だ。

  　その教団には、圭悟も因いん縁ねんがある。圭悟の母親は『劫光の道』を深く信仰しており、家を出てしまったのだ。

  　また圭悟の妹である絵え璃りを始めとして、大勢の人間を昏こん睡すい状態に陥おとしいれた事件が二か月近く前に起きたのだが――それを陰で操あやつっていたのも『劫光の道』だった。

  　さらに先日の修学旅行では、圭悟自身が襲われた――。

  「こないだの奈良のことで……河合かわいさんがなにか言われたの？」

  「……違う。二週間後に、とても大事なイベントが教団で――」

  「なーに話してるの？」

  　留亜が言いかけたところへ、愛香がふり返り、ふたりをのぞきこむように聞いた。

  「な、なんでもないよ」

  「奈良がなんとかって今、言ってたよね？」

  「違うよ、奈良じゃなくて……」

  「じゃなくて？」

  「な……納な屋やだよ、納屋！」

  「納屋？」

  　愛あい香かは怪け訝げんな顔をする。

  「イベントがなんとかって言ってたじゃない、河合かわいさん」

  「い、イベント・イン・納屋！　納屋のなかでそれはもうすごい祭りが開かれるんだよ！　北はオホーツク海の守護神、タラバノ神、南は琉りゆう球きゆうの守護神、ゴーヤスパム神が来て、たいそうなお祭りが開かれるんだ！」

  「ふーん……？」

  　愛香は、口元に手を当てて、じとりと圭けい悟ごを見る。

  「……さすがにきつい、それじゃ。どんなセンス」

  　小声で、留る亜あがダメ出しを入れる。

  「すごく……」

  　愛香は言った。
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  「……おいしそうなお祭りだね」

  「そ、そうだよな」

  　どうやらごまかしきったらしい。

  　それから、駅向こうに新しくできたスイーツのお店がどうとか話しつつ――圭けい悟ごたちは駅に着いた。別れ際、留る亜あが圭悟に言った。

  「一度、家で着替えてから、間ま宮みやさんに会いに行こう」

  

  　日も完全に暮れ、「来年は受験生だよ!?　そんなんじゃ圭悟くんダメだよ！」と言って勉強会をやろうと主張した愛あい香かをなんとかはぐらかし、圭悟はひとり家を出た。途中で留亜と合流し、電車で都内へと向かう。

  「……木き瀬せさん、だまされてばかりで可哀かわい想そう」

  　ぽつりと留亜は言ったが、好きでだましているわけではないので圭悟としては理解してもらいたいところである。

  　日が暮れるとさすがに冷えこむ。留亜は紫色のジャンパーに、くるりとマフラーを巻いていた。ダメージドジーンズは切れ目が寒そうだったりする。

  　駅から外に出ると、吐く息が白い。

  　街灯が、冴さえ冴ざえと路上を照らしている。

  　公こう和わ大学の正門を抜けて、圭悟と留亜は敷地内へと入っていく。

  　目の前をゆるやかにスロープが続いていき、両脇わきにはケヤキが生えている。突きあたりにはコの字型に校舎があり、蛍光灯の明かりが漏もれていた。

  　ふたりは研究棟とうに入った。

  　間宮むつきは、公和大学の博士課程に在籍していた。『劫ごう光こうの道みち』を真まっ向こうから批判している人物である。

  　研究棟に入り、「金かな井い」という教授の名前が書かれた研究室の前で立ち止まる。

  「失礼します」

  　圭悟がノックしてドアを開く。縦横一〇メートル程度の室内に、明かりが点ついていた。

  「あの、誰だれかいらっしゃいますか？」

  「……タバコ」

  　くん、と鼻を利きかせて留亜が言う。たしかに、タバコの煙が漂ただよっていた。

  　廊下のあちこちに、そして室内の壁に、

  「禁煙」

  　と書かれた紙が貼はられている。

  　研究室内にあるテーブルには、ビールの空き缶が五つほど。うちひとつは、灰皿代わりに使われていた。

  「やれやれ……」

  　圭けい悟ごは、その脇わきにあるソファを見てため息をついた。

  　毛布にくるまって寝息を立てている女性――間ま宮みやむつきがいた。

  　ゆっくりと上下に動く胸元には、翡ひ翠すいのペンダント。

  「灰皿使うようになっただけ、マシなのかな」

  「……それはあまり進歩していないのでは」

  　冷静に、留る亜あが言った。
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  「鶴つる見み圭けい悟ご、そこに座りなさい」

  「いや、もう座ってますけど」

  「床よ、床！」

  　先ほど、むつきは目を覚ますと、一瞬、自分がどこにいるのかわからないように周囲を見回し、むにゃむにゃと目元をこすって、目の前に圭悟が立っているのを見上げ、はて、こいつは誰だれだったかとでも言いたげに圭悟の顔を見つめ、首をかしげ――その十秒後、くわっと目を見開くと圭悟に目つぶしをくれて部屋を飛びだしていった。

  　目つぶしの痛みに圭悟がもだえること五分ほど、戻ってきたむつきは、そこに座れと言ったのだった。

  「どうしてソファがあるのに床に座るんですか……いてて」

  　圭悟は目元を押さえる。ひりひりするが、ようやく目を開けるようになってきた。

  　むつきは、タートルネックの黒のセーターに、ぴっちりとしたジーンズ、足下はブーツという格好だった。

  　ソファで足を組み、肘ひじ掛かけに肘をついて眉み間けんに皺しわ。とんとんとんとんとブーツで床を踏み、ぎろりと圭悟を見る。

  　寝ぐせを直したのか、細く柔らかな髪はさらりと流れ、若干、充血はしていたが鋭い眼光はむつきが覚かく醒せいしたことを意味している。あごまですっと伸びる輪郭、厚くもなく薄すぎもしない唇は、相変わらず、恐ろしいまでに美しかった。

  　ほんとうに――圭悟は何度も思うのだが、これで目つぶしなどしなければ無条件で褒ほめられるのに。

  「無神経なこと、するからでしょうが」

  「無神経、って……。ここで寝てるほうがよほど無神経だと思いますよ」

  「君ね、き、君ね、こともあろうに私の寝顔を見たのね」

  　寝顔、と言われて圭けい悟ごは思いかえす。

  「そりゃ、間ま宮みやさん寝てたし――でもちょっと幼い感じがして可愛かわいかったですよ。昔はこういうふうに無む邪じや気きに寝ふらはぁっ！」

  　正面から額を思いきりぶん殴なぐられ、圭悟はどさりとソファに転げた。

  「忘れなさい！　忘れなさい！　ああ、最低だ！」

  　むつきは立ちあがってタバコに火を点つけた。圭悟と留る亜あに背を向け、つかつかと窓辺へ歩いていく。

  「……禁煙」

  「健康に気を遣つかってストレス溜ためるなんて、バカバカしくてやってらんないわ」

  　ようやく口を開いた留亜の突っこみを、一いつ刀とう両りよう断だん。

  「それで、なにしに来たのよ。なんの用もなくそっちの子を連れてきたりはしないでしょ」

  　むつきはそう言うと、タバコの煙をふうっと吐いた。暗いガラスに、眉み間けんに皺しわを寄せたむつきの顔が映っている。

  「用、とはちょっと違うんですけど。あの――『神かみの社やしろ』ってご存じですか」

  　むつきの手が、止まった。

  「河合かわいさんにさっき聞きました。教団がなにか大規模な建設事業を行っているとか……。その落成式が、あと二週間後に行われるそうです」

  「……知ってるわ」

  　むつきが答えた。

  「『劫ごう光こうの道みち』の開祖五十周年記念事業だってね。私が聞いたのも昨日よ。教団の本部がある場所から、南におよそ一〇キロ。屋外型の建物で、およそ一万平方メートルの土地をぐるりと壁が囲う。中央に巨大な祭壇、正面奥には舞台がある――わかっているのは、それぐらい」

  　圭悟と留亜は、顔を見合わせる。

  「誰だれがこの計画を進めているのかはわからないけど、今の今まで秘密裏りに建築を進めていたみたいね。外部からの妨害を防ぐためかもしれない」

  「外部からの妨害？」

  　圭悟が聞くと、むつきはふり返り、自分自身を指さした。

  「ああ……そういうことですか。間宮さんみたいな人に知れると、飢うえたハイエナのように飛びかかってきて吠ほえちらしますもんね――って火の点いたタバコを投げないでください！」

  「誰が飢えたハエよ！」

  　ハイエナからハエになるとは、よほどランクが下がったものだ。

  　床に落ちたタバコを拾いあげ、圭悟は空き缶に突っこんだ。

  「間宮さんの妨害はともかく――河合さんが、教団幹部の姪めいだという話はしましたよね」

  「……ええ」

  　うなるような声で、むつきが答える。

  『劫ごう光こうの道みち』の「五人組」――「武闘の一いつ色しき」、「理論の二ふた見み」、「弁論の三さえ枝ぐさ」、そして、「女じよ傑けつの四よつ谷や」。

  　もうひとり、「天才」と呼ばれていた五十嵐いがらしはすでにこの世を去っている。

  「間ま宮みや」はむつきの母方の姓であり、本来は「二見」という。教団にのめりこんで家を出ていってしまったむつきの父、二見を引きもどすべく、むつきと五十嵐は教団へ潜入した。

  　しかし二見を引きもどすどころか、五十嵐が自動車事故で死ぬという事態に陥おちいった。

  「その四谷さんが、久しぶりに河合かわいさんに電話をかけてきたらしくて――河合さんには、落成式に参加してほしいから、その日は空けておくように、って」

  「ふーん……」

  　むつきは頬ほおに手を当ててすこし考えるようにして、

  「ねえ、あなた――ほんとうに大丈夫なの？」

  　と、留る亜あに言った。

  「奈良のときから気にはなっていたんだけど、ほんとうはまだ信者なのに、それを隠して私に接近しようとしてるなんてこと、ない？」

  「――ちょっと間宮さん！」

  　留亜が答える前に、圭けい悟ごが立ちあがっていた。

  「なんでそんなこと言うんですか！　河合さんは――教団から離れて暮らすために、わざわざ関西から関東まで出てきたんですよ。俺おれと会ったのだって偶然だし、それに二に上じよう山さんでは命がけで一色と戦ってくれた」

  　圭悟は今でもはっきりと憶おぼえている。二上山の山中で、留亜は圭悟にこう言った。

  　――入学前に私が望んでいたようなものを、今手にしているかと言われれば――そうではないと思う……。

  　変わりたい、という一心で、たったひとり家を出た留亜。

  　しかし、教団での生活が長すぎて、女子たちのふつうの会話に溶けこめないでいた。

  　それでもただひたすらに、自分を変えようと努力し続けていた。

  「……鶴つる見み、大丈夫。疑われてもしょうがない」

  　留亜が圭悟の服の裾すそを引っぱった。

  　圭悟を見上げるその目は、悲しそうなものではなかった。ただ冷静に、事実を見つめようという留亜の意志。

  「……私は、『神かみの社やしろ』の落成式があるということを伝えに来ただけ。それをどう受けとろうと、間宮さんの自由だと思う」

  「なるほど、圭悟よりはずいぶん頭がいいのね。たしかに言いすぎた。非礼は詫わびるわ」

  　むつきはにやりとして、留亜に言った。

  　一方、圭けい悟ごは、

  　――詫わびる!?

  　と、むつきの発言に驚いていた。

  　右と左を間違えただけでも、謝ることなど生涯しそうにないむつきが、「詫びる」と言った――そのことに、驚いていた。

  「……なにか言いたりないことでもあるわけ？」

  　ぎろりとむつきが圭悟をにらむ。

  「い、いいえ……。ともかく、『神かみの社やしろ』って、なんなんですか？　それの落成式に、河合かわいさんが参加しなくちゃいけない理由って、なんでしょうか」

  「君ね、私に聞けばなんでも答えが出てくると思ってるの？」

  「はい」

  　むつきは眉み間けんに人差し指を当てて、ちょっと考えこむようにし、

  「はあ……こいつを『パートナー』とか呼んでしまった私にも問題があるのか……」

  　ぼそりとつぶやいた。

  「え、なんですか？」

  「なんでもないわよ。とりあえず、わかる範囲で説明する」

  　むつきはタバコをもう一本とりだすと、それに火を点つけた。

  「一応、先に言っておくけど――私がこの、『神の社』とやらの落成式があると聞いたとき、真っ先になにを考えたか、わかる？」

  　圭悟と留る亜あが首を振ると、むつきは答えた。

  「やつらは、マスコミを含む外部に向けて、この落成式をひとつの宣伝材料にしようとしている。だからそれに乗じようじて、教団の不正を暴あばいて、徹底的につぶすチャンスかもしれない、ってことよ。……そっちの、彼女」

  　むつきは留亜に言った。

  「このバカな男がぎゃあぎゃあ騒ぐから、本来は教団側のあなたがいる前でもしかたなく話すけど――もし他言しかねないというなら今すぐこの場から出ていって」

  「……今の私は、中立。他人の信頼を損なったりしない」

  　留亜が言った。

  「間ま宮みやさん、今の『バカな男』ってひょっとして」

  「黙ってなさい、バカ」

  「…………」

  　バカバカ言われると、だんだんなにも感じなくなってくるから不思議だった。これで快感でも覚えるようになると、英えい慈じのような男ができあがるのだろう。

  「さて」

  　気をとり直したようにむつきは言った。

  「私は――これが、最後のチャンスかもしれないと思っている。これ以上、批判し続けても、どれだけの人間がふり返るかわからないから。それに教団は大きくなりすぎた。そろそろ社会に溶けこみ始める時期でもあるのよ。だから私は全力で、教団が起こした罪を暴あばこうと思う。それを念頭に置いて――聞きなさい」

  　最後のチャンス、という言葉に圭けい悟ごは驚いた。

  　むつきの、十年近くに及ぶ、『劫ごう光こうの道みち』との争いに、どんな形であれ終止符が打たれるということなのだろうか。

  　圭悟が疑問を口にする前に、むつきは話しはじめた。

  「まずは、民間信仰から、宗教への発展と、その先にある宗教の組織化まで話を進める」

  　間ま宮みやむつきの民俗史――宗教史、と言うほうが適当だろうか――講義が、始まった。
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  「ええと、つまり……既存の宗教ではない、近代に入って始まった宗教を、『新宗教』と呼ぶことがある、と。それって『新しん興こう宗教』とは違うんですか」

  　むつきの話が一段落したところで、圭けい悟ごがたずねる。

  「『新興宗教』と言うと、否定的なニュアンスを持つことがあるわ。それはマスメディアの影響だけど。カテゴリー分けとしては、日本においては『新宗教』のあと、高度経済成長期に始まった宗教を、『新新宗教』なんて言ったりもする」

  「……そしたら二十一世紀の宗教は、『新新新宗教』ですか」

  「極論を言えば、そう。要はなにをグループ化しているかわかればいいのよ。――それで、『劫ごう光こうの道みち』は、この分類で言うと『新新宗教』に当たる」

  『劫光の道』は五十年前に始まった宗教だ。

  　先代の教祖と、現在の教祖である真しん劫ごう院いんくららは、血縁関係にはないという。

  「くららを先代の教祖に紹介したのは三さえ枝ぐさらしいけど、よくわからない。私や二ふた見みが関係する前のことだから」

  　ぽつりと留る亜あが言葉を挟はさむ。

  「三枝……『お師し匠しようさん』のこと？」

  「教団内ではそう呼ばれているわね。ともかく、こういった新しい宗教が組織として大きくなっていくと、『既成化』と呼ばれる現象が起きる」

  　急速に信者数を拡大し、社会やメディアから注目されるようになった宗教は、一方で抵抗も受けるようになる。「宗教」というデリケートな問題に、新しい概念を持ちこんでいるのだからそれも当然だし、人は、見慣れぬものにたいしては恐怖を抱いだきやすいからだ。

  　そこで、教団と無関係の人間が目にしても、あまり気にならないような組織へと、その宗教は変化していくのだという。

  「『既成化』はつまり、教団が見慣れた存在へ変わろうとすることね。街角の鳥とり居いのように、いちいち気にならない存在にね。具体的に言えば、奇き抜ばつな服装をしないとか、大声で教典を読んだりしないとか、無理な勧誘をしない、とかね」

  「そのことと、『劫ごう光こうの道みち』の巨大建築物と、なんの関係があるんですか？　むしろ逆に目立ちそうなものですけど」

  「『劫光の道』は『既成化』を果たす直前の、成長過程だわ。だから今のうちに、つくりたいんでしょう。『既成化』することには弊へい害がいがあるの。組織が大きくなるということは、会社のように役割を細かく分けて、うまく運営していかなければならなくなる。となると――その宗教発ほつ足そく時にあったような神秘性が薄れる」

  　新宗教には、「病気治療」がその始まりであるものが多い。

  　どんな難病でも、手をかざせば治せる人間がいる――と評判になり、各地から難病に苦しむ人々が集まった。そして実際に治ると、その治療者を信しん奉ぽうするようになる。「病やまいは道の入り口」などと表現した宗教家もいる。

  　しかしこの、病気を治すという力は、治療者と患者の一対一の関係だ。それが、治療者を教祖とした宗教団体に変化し、さらに信者数が増えていくと、直接、教祖に会える信者はすくなくなっていく。

  「『神かみの社やしろ』は、教祖と信者の接点を増やすための施設だと思うわ。多数の信者を一か所に集めて、くららの姿を見せてやる。信者の心を統一する効果ね」

  「なるほど……」

  　圭けい悟ごはうなずいた。

  「『神の社』について、とりあえずは理解できた――つもりです。それで、間ま宮みやさん、教団の犯罪を暴あばくといっても、なにかあてはあるんでしょうか。証拠らしい証拠もないですし」

  　圭悟がたずねると、むつきはタバコを口にくわえて深ふか々ぶかと煙を吸いこむ。

  　そしてゆっくりと吐きだす。

  　と――また、吸いこむ。

  「間宮……さん」

  　――あては、ないんだな……。

  　圭悟は確信した。

  　――そうだよな、あれば自信満々に言うもんな……。

  「な、なによ、その失望したような目は」

  　むつきがじろりと圭悟をにらむ。

  「いえ、それより、机の上のケータイ鳴ってますよ」

  　圭けい悟ごは下へ手たにむつきを刺激するのを避け、ちかちかと明めい滅めつしている携帯電話を指さした。

  　しかめ面つらでむつきは携帯電話をとりあげると、「もしもし」と不機嫌そうな声で出た。

  「え――」

  　直後、むつきの表情が凍りついた。

  「尾お花ばな……秀しゆう五ご朗ろう？」
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  　部屋のなかは十分すぎるほどに明るい。女の子らしい淡いピンクを主体としたベッドと、カーテン。毛足の長い絨じゆう毯たんの上には数冊のファッション誌に――ゲーム雑誌。

  　そして、窓側に設置されたパソコンラックと、ワーキングチェア。

  　絵え璃りは、そのイスに座っていた。

  　ボイスチャット用のヘッドセットをつけ、右手にはマウス。

  　一九インチのディスプレイには、夜の海が映っていた。砂浜に座った、ブルーのローブを着た女性キャラクターが中央にいる。

  　オンラインゲーム『ＱＯ』の画面だ。

  　絵璃は、このゲームをプレイ中に意識を失ってからというもの、しばらくの間はパソコンを起動すらしなかった。しかし、二週間ほどすると、またゲームのことが気になり、今では毎日すこしずつプレイしている。

  　けれども以前ほどは熱中できなくなっていた。

  　ゲーム内に知りあいがいて、その人たちとのコミュニケーションのためにやっているようなもので――今になって気づくと、ほかのプレイヤーも半分ほどは、そのコミュニケーションのためだけにプレイしているようだ。

  　コンシューマーゲームのように、キャラクターを強くするために、シナリオを進めるために、熱心にゲームをしなくてもいい――そんな楽しみ方に絵璃は気づいた。

  　ゲームとはいえ、美しい風景に出会えばその感動を共有し、くだらないジョークにげらげら笑い、現実世界の悩みを相談する。それが、楽しい。

  「う……ん」

  　絵璃は、胸を反そらすようにぐっと伸びをした。

  　そろそろ七時、夕飯の時刻だ。

  『ＱＯ』の仲間も口々に、

  「お疲れさま、またあとで」

  「おつー、俺おれもメシー」

  「この辺、強いモンス多いし、ＰＫギルドも来るらしいからキャラ放置すんなよ」

  「〈ＬＰＤ〉とか？　来るなら逆に会ってみてえなあ」

  　簡単な別れを告げて、ログアウトし、あるいは街に戻っていく。

  　それらを見送ると、絵え璃りは、圭けい悟ごがまだ帰ってきていないことに気づいた。

  「んもー、お兄ちゃんなにやってんのよ！　お腹なか空いたのにー」

  　自分で料理をするという選択は思いつかない絵璃である。

  「あれ……誰だれだろう」

  　絵璃は、ディスプレイ内、離れた場所に立っている白い姿を見つけた。

  　その人物は、絵璃に向かって――絵璃の操あやつるキャラクターに向かって、こちらへ来いと手招きしている。

  　神社の神しん職しよくが着るような着物を身につけている。男かと思ったが、少女のようだ。顔にはヴェールがかかっている。

  「見たことが……ある……」

  　いつだろうか。

  　思いだせない。

  　記憶に薄い靄もやでもかかっているかのようだ。

  「まるで夢で会ったような……最近だ」

  　すごく重要な場面でこの人に会った――そんな実感。

  「重要なのに夢のような……」

  　絵璃はその少女にたいして、「白しろ鳥とり」を連想した。

  「白鳥、白鳥――ダメだな、思いだせない」

  　その少女の前に、立った途端、声が流れこんできた。

  　パーティーも組んでいない、個別の通信を許可していないにもかかわらず。

  　少女はこう言った。

  　鶴つる見み圭悟に連絡をとりたい……。

  　さもないと、恐ろしいことが起きる――と。

  

  

  　その日、午後八時近くになって圭悟は家に戻った。二階から飛ぶように階段を駈かけおりてきた絵璃が、玄関に上がってきた圭悟にドロップキックをかます。

  「ただい――うおっ」

  　と、チェック柄の玄関マットに転げた圭悟は、尻しりを思いきり打った。

  「な、なにすんだよ！」

  　尻をさすりながら見上げると、目の前に仁に王おう立ちの絵璃。

  　ボーダーのロングＴシャツにピンクのジャージ。ショートカットの髪。中学三年の絵璃はただでさえ幼いのに、さらには少年のようにも見えることがある。

  　不機嫌そうに、眉まゆをつって――キックをかますぐらいだから上機嫌のはずはないのだろうけれども――絵え璃りは噛かみつくように言った。

  「お腹なか空いた！」

  「腹が減ったのと、帰宅した兄にケリをくれるのと、どういう因いん果が関係があるんだ」

  「もー、できあいのお弁当なのー？」

  　圭けい悟ごの発言は無視して、横に置かれていたスーパーの袋を絵璃はとりあげる。なかには、たしかに買ってきた弁当が入っている。

  　家事は圭悟の仕事であり、料理ももちろんそれに含まれている。

  　絵璃は、なにもしない。

  　いや、なにもしないわけではない。文句とわがままは言う。

  「たまにはつくったらいいだろ」

  　と言いたいところだが、絵璃は料理がめっぽう下へ手たであり、不必要なことを言って食材を生ゴミに変えるのは避けたい。

  「まあいいや、早く食べよ！」

  　絵璃は立ちあがった圭悟の腕を引いてリビングへと向かう。

  「はいはい……」

  　上着を脱いで、手を洗い、飲み物の用意をし、テーブルへ並べる圭悟。

  　座って待つ絵璃。

  　それぐらい手伝ってもよさそうなものだと思うが、箸はしを握りしめてじっと待っているのは、「待て」を命令されている犬のようでもあって、なかなか可愛かわいらしい。

  「はい、準備完……」

  「いただきます！」

  　言うと、絵璃は弁当を開けて食べはじめた。

  　やれやれ、とため息をついて圭悟も箸をとる。

  　タイムセールで安く買った天てん丼どんに箸を入れる。そう言えば、なにも食べず、お茶すら飲みもせず、公こう和わ大学で話をしていた。そう思うと、急に腹が減ってきた。

  　口のなかに、しなしなのエビを突っこみながら圭悟は考える。

  　突然むつきにかかってきた、尾お花ばな秀しゆう五ご朗ろうからの電話。

  　尾花は、ゲームクリエイターだ。

  　これまで発表し、メガヒットを生んだゲームは数知れず。しかし二か月近く前に起きた事件以来、表舞台から姿を消していた。

  　その事件とは、日本でも有数のプレイヤー数を誇るオンラインゲーム『ＱＯ』で起きた。絵璃が被害に遭あった事件でもある。

  　ゲーム内に「聖しよう徳とく太たい子し」に似た映像が登場し、それを見たプレイヤーのうち、意識を喪そう失しつする人間が出る――というものだった。

  　その映像をつくったのが、尾お花ばなだ。

  　尾花は、『劫ごう光こうの道みち』から、その映像をつくるように誘導されており、事件後には教団から殺害されそうになった。

  　――久しぶりだね。その節は世話になった。さて、単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うと、有効な情報を提供しようと私は考えている。

  　尾花は電話で、そう言った。

  　――一いつ色しきが、今夜、東京都内で行動を起こすらしい。

  　そして、電話を切ってしまった。むつきには聞きかえす猶ゆう予よもなかった。

  　今夜、行動を起こす。

  　しかし、肝心の内容がわからない。

  　さらに、むつきの電話番号をどこで手に入れたのかも定かではない。

  　尾花の情報が信用できるかは不明だ。けれども気をつけるに越したことはないだろう。圭けい悟ごや留る亜あは東京在住ではないが、むつきは都内に住んでいるのだ。

  　この行動とやらも、くららの命令なのだろうか。

  『劫光の道』の教祖である真しん劫ごう院いんくららを、圭悟は三度、目撃している。

  　一度目は『ＱＯ』をつくった会社、『プロジェクトＱＯ』の本社ビル前。

  　二度目は宮城県、蔵ざ王おう山へ向かう車のなかで。

  　三度目は――絵え璃りの眠る病室で、だった。

  　その三度目については圭悟もおぼろげな記憶しか残っていない。ひょっとしたら夢のなかの出来事ではないかと思ってしまう。

  　神秘的な空気を身にまとい、その目を見つめると頭が混乱してくるような、不思議な少女。

  「ねえ、お兄ちゃん」

  　テレビのチャンネルを変えながら、ふと、絵璃が言った。

  「なに」

  「神かん主ぬしみたいな白い服を着た女の子、知ってる？」

  　圭悟は思わず、くわえていたキュウリの浅あさ漬づけをぶっと吐きだした。

  　神主みたいな装しよう束ぞく――水すい干かんを着て、頭には黒の冠かんむり。そこからはヴェールが垂たれている。

  　真劫院くららの、ふだんの服装だ。

  「き、急になに言いだす――」

  「……お兄ちゃん」

  　絵璃の額に、キュウリがへばりついていた。

  「ウェイト、ウェイト絵璃。たまにはそういうこともある、な？」

  「ないわよー！」

  　飛びかかってきた絵え璃りが両手をふり回して殴なぐってくる。

  「痛い、痛い、止やめろって！」

  　圭けい悟ごの胸ほどまでしか背のない絵璃の、おでこに手を当てて遠ざけ、圭悟は謝った。絵璃は今度は圭悟の臑すねを蹴けっとばしたりしている。

  「それで――その女の子、なんだって？　どこで会った？」

  「知らない」

  「え？」

  「教えない！」

  「大事なことかもしれないだろ、教えてくれよ」

  「やだ！」

  　今度はふてくされ、絵璃はそっぽを向いた。

  「あー、お前なあ」

  　我が妹ながら面倒である。

  「よし、覚悟しろ！」

  「え？　ちょっとお兄ちゃ――ひゃっ！」

  　今度は圭悟のほうから飛びかかり、脇わき腹ばらをくすぐってやる。

  「あ、わ、あははは！　やめ、ちょっと、ぶは、はははっ！」

  　涙目になって絵璃が床に転がり、馬乗りで圭悟はくすぐり続ける。

  「よし、言う気になったか？」

  「ひ、は、や、やだ！」

  「無念――」

  「ちょっとなんで無念とか言ってるくせにニヤつきながら手が――あははははは！」

  　両手で床をバンバン叩たたきながらごろごろ転がりそうになるのを圭悟は押さえつける。

  　絵璃にしてはがんばったほうだろう、三分は耐えた。

  「よし、言いなさい」

  「か、は……ひ、ふ……」

  　頭から湯気でも出ているように見えるがそれは置いておいて、床に突っぷしたまま、絵璃が答えた。

  「『ＱＯ』で……いきなり話しかけてきて……お兄ちゃんを呼べって……」

  「俺おれを呼べ？」

  「そうしないと、恐ろしいことが……とかなんとか……」

  　絵璃が懲こりずに『ＱＯ』をやっていたのは問題だが、とりあえずそれは置いておく。

  　――真しん劫ごう院いんくららが、俺を……？

  　もちろん、絵え璃りの言っている『ＱＯ』内のキャラクターが、くららであるという保証はない。

  　だがいずれにしても、ゲーム内で呼びだしをされるような心当たりはまったくない。

  「それに、恐ろしいこと、ってなんだ？」

  　くららと尾お花ばなはなにか関係があるのだろうか。

  　わからないことだらけだった。
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  　翌日未明――圭けい悟ごが不安な思いを抱えて眠っていたころ。

  　東京都世田谷区。

  　雑居ビルやアパートが並んでいる。

  　出歩く人間も、通りがかる車もほとんどない――街が死んでいるかのような静せい寂じやく。

  「一時停止」の標識があった。

  　ビルの隙すき間まの暗がりから、その標識をじっと見つめるひとりの男――。

  　上下を黒のライダースーツで固め、闇やみに溶けこんでいた。白黒二色に染めた髪だけやけに目立っている。

  　デジタル式の腕時計が、午前三時二分を表示している。

  　やがて、遠くから車の走行音が聞こえてきた。低く、響くような排気音は、その自動車が外国車種であることを告げている。

  　――来たか。

  　暗がりで、男――一いつ色しきは、銃をとりだした。がっちりと重い。銃口にとりつけられたサイレンサーは妙に長く間が抜けていて、冷たい印象を緩かん和わしているかのよう。

  　片側一車線、ガードレールと歩道。

  　交差点のはす向かいにはフラワーショップがあるが、もちろんこの時間では閉まっている。最寄りのコンビニは直線距離で二百メートル。一色のいる位置からは見えない。それより近くに交番はあったが、無人交番だ。なんのための交番だ、と一色はせせら笑う。

  　右手から自動車がやってくる――一色がいるのは、ちょうど運転席側だ。外国車であるため、左ハンドルだからだ。

  　乗っているのは――三さえ枝ぐさは、とある組織のフィクサーだと言っていた。教団と地方自治体が起こしたトラブルをかぎつけ、解決するのに力を貸してやるから金を寄こせと言ってきた。

  　この手の連中は、一度金を渡すと味をしめ、何度でも脅おどしをかけてくる。そこで、組織の中核人物であるフィクサーを殺し、組織の崩壊を狙ねらう、ということだ。

  　一色はわずかに目を閉じる。

  　教祖であるくららのことを思いだす。

  　不思議なぬくもりを持った手で、一いつ色しきの病める肝臓を治療してくれた。

  　そのくららが、今からやってくる男は悪であり、殺すべきだ、と言っているのだ。殺すのにためらいなど毛ほども感じない。

  　最近は、直接くららに会えない。「ご託たく宣せん」も、三さえ枝ぐさが伝えてくるばかり――前回は、四よつ谷やからだったが。くららに会えないのは、教団のために罪を犯している一色こそが、教団にとってのアキレス腱けんであるからだ。

  　でも、これだけ働いているのだから――すこしぐらい会わせてもらおう。

  　一色は、くららにたいしてだけは、母を求める子どものように、素直になれる。

  　目を開く。

  　街灯だけが頼りの闇やみ夜よ。

  　自動車が、来た――。

  

  

  　その自動車は、「一時停止」の標識が見えると、緩ゆるやかに速度を落とした。

  　屈くつ強きような体つきの運転手は、後ろに乗せている主人の安全を考え、危険な運転は一切しない。

  　標識の手前で、左へのウインカーを出した――そのとき、

  「お」

  　がくん、と自動車が傾いた。

  　ブレーキを踏む。

  「パンクのようですね……。ちょっと見てきます」

  　運転手は、ギアを落とし、サイドブレーキを入れ、車から降りた。

  

  

  　ドアが、開いた――。

  　運転手が出てきた瞬間、一色は、タイヤに向けていた銃口をそのまま運転手へと向けた。

  　引き金を引く。

  　こもったような破裂音。狭い通路を明るくして、銃口が光る。そして弾丸は、運転手の頭にめり込むと、背後へと突きぬけていった。

  　どう、と倒れるのを待たず、一色はガードレールを飛びこえ、ドアをつかんだ。防弾ガラスを撃っても意味がない。直接なかに入らなければならない。

  　一瞬が勝負。事態を把は握あくされる前に、相手を、殺す――。

  　上半身を突っこんで、一色は銃を向けた。

  「フィクサーさんよ、死――」

  「お前が、だ」

  　ルームランプに照らされた、後部座席の男。

  　その手には、銀色の拳けん銃じゆう。

  　火を噴ふく直前、一いつ色しきは身体を屈かがめていた。発砲の爆音が響く。

  　考える前に一色は身を引く。転げるようにガードレールを乗りこえた。

  「ここだ！」

  　後部座席のドアが開き、男が手を上げる。それに呼応するかのように、進行方向と、背後から、わらわらと男たちが走ってきた。

  　――どうなってやがる！

  　後部座席の男は、事前に調べをつけていたフィクサーの写真と、似ても似つかない。

  　立ちあがった一色に、車の男が再度撃ってきた。飛びこんで路地に逃げたが、一発がふくらはぎに当たった。

  「く」

  　痛みが、脳天を突きあげる。

  「回りこめ！」

  　声が響く。

  　――くらら様、俺おれはこのまま走ればいいですか。

  　痛みに、足先が痺しびれた。

  　背後に数人の男。一色は屈んで銃を構えると、一発、二発、三発、撃った。そのうち二発が男に当たり、上半身を煽あおられたようにし、その場に倒れる。男の騒ぐ声が聞こえる。

  　走れ、走れ、走れ。

  　足を引きずるように、一色は路地を抜けた。先ほどよりも狭い通りに出る。

  　右手から、走ってくる男が三人。

  　牽けん制せいのために一色が撃つと、三人ともばっと身を伏せて、逆に撃ちかえしてきた。

  　慣れている――一色は舌打ちをした。しかも、手元の銃の弾も切れた。一色は手持ちの銃を投げすて、腰に差していた予備の拳銃を引きぬいた。

  　停とめておいたバイクまで、あと百メートルほど。

  　しかし、三人の男をかわして行く必要がある。

  　ケガをしたこの足では、反対側に逃げきることも難しい――やはり、バイクだ。

  　路地から突っこんできた連中に威い嚇かくで撃ってから、一色は郵便ポストを盾たてに三人の男に撃つ。ひとりに着弾したが、銃を落としただけでまだ生きている。

  　一色は飛びだした。

  　三人の男たちは一色に弾丸を浴びせてきた。それを、一色は横に転がって避けつつ、撃つ。足の激痛に、脳の中心がぼうっと白くなる。

  　ひとりの顔に着弾。血をまき散らしながらのたうち回っている。

  　この道は障害物がなく、一色を守るものもないのだが――それは相手にとっても同じ条件だ。立ちあがり、一色は駈かけだしざま、残りのひとりに銃を向け、引き金を、引く、引く、引く、引く。

  　――銃に慣れてるだけでは、ダメだ。修しゆ羅ら場ばを生きるのに必要なのは度ど胸きよう。

  　四発すべて、男にヒットした。男はその場に絶命する。

  　近づく一いつ色しきを恐れるように、生きのびたひとりが頭を抱える。一色は無感動に、その男を撃ち殺し、駈かけぬける。

  　冬の夜にはふさわしくない、濃厚な、血のにおい。

  　――しかし、なんで俺おれの行動がバレてんだ。どこでヘタ打ったんだ、俺は！

  　考えるのはあとだ。

  　今は、バイクにまたがって逃走するのが先――。

  　そう思ってバイクに駈けよった一色は、

  「んだ……こりゃ……」

  　バイクが引きたおされていた。そして、ブレーキとクラッチのワイヤが、ぶつりと切られている――。

  　これでは、乗れない。

  　背後からは、男たちの足音。
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  「クソが……」

  　逃げることは、不可能。

  　相手は十人を優に超える人数。

  　バイクにくくりつけたバッグから、換えの銃弾をとりだし、一いつ色しきはマガジンごと入れ替えた。

  「クソがぁぁぁぁあああああ！」

  　一色は叫び、男たちに向かって銃を構えた。
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  第二章　彼女の行動、彼の判断

  



  
    １
  


  

  　早朝――冷気が漂ただよう部屋で、圭けい悟ごの携帯電話が鳴った。

  　ベッドから出た圭悟の手が冷気に触れ、思わずぶるっと震える。

  「……う、もし、もし……」

  　携帯電話を耳に当てると、こちらも冷えきっていた。

  『おはよう。ニュース見た？』

  「おはようございます……間ま宮みやさん？」

  　ニュースどころか起きてもいないと圭悟が答えると、早くテレビつけなさいよ、とむつきが言う。

  　部屋を出てリビングに降り、薄暗いなかテレビをつける――まだ、六時前だ。

  　ニュース番組をつけると、そのニュースは真っ先に圭悟の目に飛びこんできた。

  「世せ田た谷がやで、未明の銃撃戦？」

  　テロップにはそうあった。

  　死者は八人、重傷者十二人。ニュースキャスターが、無表情に原稿を読みあげる。

  

  『東京都世田谷区で今日未み明めい、銃撃戦があった模様です。付近の住民が銃声を聞いて通報し、駈かけつけた警察官が銃を持った男たちを現行犯逮たい捕ほしました。逮捕者は合計二十三名に上のぼり、ケガ人は病院へ搬はん送そうされました。暴力団同士の抗争ではないかと見られていますが、どのような団体であるかは現在不明であるとのことです。現場は閑かん静せいな住宅街であり――』

  

  　唖あ然ぜんとして報道を見ている圭悟の耳に、むつきの声が聞こえてくる。

  『これが、尾お花ばなの言っていた、「一いつ色しきの行動」とやらかもしれないわね』

  「一色がこの銃撃戦とかいうのに、関わっていると……？」

  　圭悟は蔵ざ王おう山さん中ちゆう、二に上じよう山さんで会った一色のことを思いうかべる。

  　凶きよう暴ぼう――たった一言で表わすならそんな言葉がぴったりくる。

  『一色は、ひとりで行動することがほとんどのようだから、相手は一色をつぶすために八人を犠ぎ牲せいに――いや、七人か』

  「七人？」

  『死者に一色が含まれているから、七人でしょう』

  「一色が……死んだ、ってことですか……」

  『指名手配犯として有名だったから、しばらくしたら名前も公表されるでしょうね。いくらなんでも、三十人近くを相手に戦って生きのびるはずがないわ。そんなことができるのは、マンガや小説の世界に生きる、超人だけよ』

  「尾お花ばなの情報は本当だったってことですね」

  『……一いつ色しきの死が確認されたら――いえ、一色がからみそうな事件の存在を事前に予告できただけでも、十分確実かもしれないわね。尾花は私たちに真実の情報を伝えようとした……それは間違いないわ』

  「なんのために」

  『わからない――これから考えてみる。また、尾花から連絡があるかもしれないし』

  「そう、ですね……」

  『……圭けい悟ご、どうしたの？』

  　わずかに心配そうなむつきの声。

  「いえ、なんか、気が抜けちゃって――不思議な気持ちです。あんな恐ろしいつながりしかなかった人ですけど、死んだ、と言われると――しかもテレビ越しに……」

  　はあ、とため息をつくような音が聞こえる。

  『しっかりしてよ。それでも君は、私の――』

  　パートナーなんだから、と、まわりが静かでなければ聴きのがしそうな声でむつきは言った。

  　ほんのすこし、冷えきった身体が温かくなる。

  「はい、大丈夫です」

  『あとでまた連絡するわ』

  「あ、間ま宮みやさん――」

  　圭悟は昨日の、絵え璃りの話をしようかと迷った。

  『なに？』

  「あ、いや……ありがとうございます」

  『……変なやつ』

  　電話が切れた。

  「『ＱＯ』のことは……本物かどうか、確認してからにしよう」

  　絵璃が言うには、翌日の同じ時間――つまり、今日の午後六時ごろ、『ＱＯ』で会おう、と少女が言ったという。

  　そのときになれば、少女がなにかを伝えようとしているのか、あるいは単に誰だれかのいたずらなのか、わかるはずだ。

  

  

  　結局、それから二度寝をすることもできず、圭悟はぼんやりした頭のままで登と聖せい高校へとやってきた。

  　そしてその圭けい悟ごを教室で待っていたのは、

  「圭悟、一大事だ！」

  　と叫びつつ駈かけよってくる英えい慈じだった。

  　一大事――と聞けば、一いつ色しきのことしか圭悟の頭にはない。

  　まだニュースでは一色の名前が出ていない。留る亜あにはメールで連絡したが、英慈はまだ一色がらみだとは知らないはずだ。

  　それなのに、一大事とは――。

  　英慈が圭悟の前で拳こぶしを握りしめる。

  「コンパの時間、決まったぞ！　感謝しろよ、俺おれすぐに行動したぜ！　お前も来るってのはあっちも難なん色しよく示したが、まあしょうがねー。これからきっちり作戦会議やっぞ！　お前ももっと喜んで――どうした圭悟。頭抱えてうずくまって」

  　……今朝の銃撃戦とはなんの関わりもないらしい。

  「んでな、圭悟まあ聞けよ」

  「はいはい……」

  　圭悟は英慈の横をすり抜けて自分の席へと向かう。

  「とりあえず女子は留亜ちゃんと、あとは水泳部の子で固めようかと」

  「はいはい」

  　机にバッグを下ろす。

  「男子はほかの学校だけど、お前はオマケみたいなもんだからいいよな」

  「はいはい、オマケね……」

  　圭悟は席に座り、バッグから荷物を出す。英慈はその前の席にぐるりと回りこんで、馬乗りにイスに座って圭悟に言う。

  「いいか圭悟、お前の働きも、成功するかどうかに関係あるんだからな」

  「はいはい。……あ、現国のノート、家に忘れてきた」

  「現国がなんだ。今回のコンパが失敗したら俺が原告になってお前を訴えるぞ」

  　ほんとうにやりかねないのが怖いところだ。というかジョークにしても寒い。

  「人数は、四対四になると思う」

  「はいはい、四人ね」

  「それで日程だが、今日だ」

  「はいはい、今日……今日!?」

  「やる気が出たみたいだな、よしよし！　それじゃあ、またあとでな！」

  「おい、おい英慈、いきなり今日なんて――」

  　圭悟が声をかける前に、英慈は机と机の間を縫ぬうように走りさっていく。

  「いきなり今日かよ……」

  　その英えい慈じと入れ違いに、留る亜あが、いつもよりも強こわばった顔で教室に入ってきた。

  「……ニュース、すごいことになってる」

  　圭悟のところにやってくるなり、留亜は言った。

  「ああ。なにか、その――連絡とかほかになかった？」

  「四よつ谷やさんからはない。私の母は、一いつ色しきのことを知らないから」

  「え？」

  「『五人組』の存在は隠された存在だから」

  　そうか――圭悟のそばにはむつきがいて、当たり前のように教団の情報が入ってくるから忘れていた。一般信者にとっては「五人組」というものは存在していないも同じなのだ。

  「一般信者は、一色なんて知らない。鶴つる見みのお母さんだって、知らないと思う」

  「そうか……」

  　圭悟は自分の母のことを思った。今ごろどこでなにをしているのかはわからないが、母が一色のことを知っているかと思えばおそらく知らないのだろう。

  　それだけ、一色の存在は教団にとってもタブーなのだ。

  「ってことは、教団にとっては、一色が死んだとしても騒ぐようなことではない――それどころか、騒ぎたてて指名手配犯との関係がバレてはいけないってことか？」

  　――教団のために犯罪を重ねた一色は、死んだとしても誰だれにも見向きもされないのか……。

  　筋すじ違ちがいかもしれなかったが、彼の最さい期ごを思うと自然とため息が漏もれた。

  「で……河合かわいさん、今日の放課後のこと聞いた？」

  　こっちの境遇も、それなりに不幸ではあるのだけれども――。
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  　昼の二時――カーテンから弱い日が射さしこむ部屋で、間ま宮みやむつきは目を覚ました。

  　アルミでできた、スモールサイズのベッドに身を起こす。毛布をはねのけると、ぶかぶかのシャツをかぶっただけの両腕をこすった。肌寒い。

  　ベッドサイドに置いたタバコに手を伸ばし、オイルライターで火を点つける。煙を深く吸いこむと、暗くよどんだ水の底に一筋の光が入りこんだように、意識が覚かく醒せいする。ベッドから抜けだし、ペンダントを首にかけながらキッチンへと向かう。

  　昨日いれたコーヒーを温めなおす。シンクにも置かれている灰皿に、灰を落としたとき、ふと、胸元に揺れるペンダントを手にとった。

  　翡ひ翠すいを研けん磨ましたものだ。

  　淡いグリーンのそれは、翡翠にしては珍しく透明度が高い。かつて、五十嵐いがらしがむつきにくれたものだった。

  　――二ふた見み先生といっしょに富山へ取材に行ったとき、偶然見つけてね……大きくはないからあまり価値はないのだけど、こういった透明のものは珍しいだろう。

  　翡ひ翠すいは中国などで人気の高い宝石だ。そして日本でも、古代の装身具である勾まが玉たまに使われた石でもある。

  　あのころ――父である二見と五十嵐いがらしが家にいて、『劫ごう光こうの道みち』とはまったく縁のない生活を送っていて、むつきがまだ中学生で――。

  　沸騰したコーヒーの立てる音で、むつきは我に返った。

  　あわてて火を止め、吸いさしのタバコを灰皿に突っこむ。マグカップに注いだ、苦みの混じったコーヒーをすすりながらキッチンを出る。

  「バカバカしい……」

  　むつきはテレビをつけた。ニュース番組を探しながら、昨日の尾お花ばなからの電話のことについて思いをめぐらせる。

  　――尾花の意図はなんだろう？

  　尾花は教団を嫌っている。そして一方で、教団を批判するために表おもて舞台に引っぱりだされることをいやがってもいる――なぜなら、いくら教団にそそのかされたとはいえ、尾花は『ＱＯ』に問題のある動画を仕込んだ。プレイヤーを昏こん睡すい状態に陥おとしいれた犯人だというふうに、世間からは見られているからだ。

  　――もう一度、連絡をとってくるかな？

  　予想でしかないが――おそらく、イエス。

  　昨日は、むつきに情報を渡し、自分を信用させようとしたのだろう。信用させた上で、教団の犯罪を暴あばくために働かせようとしているのではないか。

  　――じゃあ、尾花の情報源はどこ？

  　それだけはさっぱりわからなかった。

  「……一いつ色しきの情報は、まだ出ていないのね」

  　死者は十人に増えていた。そのうち、身元が判明したのは六人。生き残りや、彼らの所属している暴力団体は口を固く閉ざしているようだ。

  　一色のような指名手配犯ならばすぐにわかりそうなものだが、なにを警察は手間取っているのだろうか。確証がとれないのか、本人確認がとれないほどにひどい状態なのか、遺体がどこかに運びさられたのか――。

  　あるいは、もっと別の理由があるのか。

  　皺しわをほぐすように、親指を眉み間けんに当てる。むつきの考えが煮詰まりはじめたとき――。

  　携帯電話が、鳴った。

  「――もしもし」

  　マグカップをテーブルに置いて、むつきは電話をとる。

  『ニュースは見たかね』

  　尾お花ばなの声――むつきの身体に緊張が走る。

  『これで私の情報を信用してもらえるかとは思うが』

  「……あれが一いつ色しきが起こしたことだという証拠がないわ」

  『一色の死体が上がっていないことだろう？　君の気持ちもわからないでもない。だが、そんなことを言っている余裕もないんだ』

  　尾花の背後で、自動車の走行音が聞こえる。尾花は屋外にいるらしい。

  「……どういうこと？」

  『「五人組」にまた動きがある。残りの三人のうち、誰だれが動くのかはわからない――ただ、その人物は今日、東京に来るという』

  「なにをしに」

  『今朝の事件の後始末ではないかと思う。誰かに会うのは間違いない――非常に重要な相手だろう。それが誰か、気にならないか？』

  「誰よ」

  『知らない』

  「知らない？」

  『私がすべて正確な情報を握っているとでも？　今から場所を言う。君にはそっちを当たってほしい』

  「そんな一方的な情報で、私が動くわけないでしょ」

  『いや、君は動く――「神かみの社やしろ」の落成式までに、教団に致ち命めい的てきなダメージを与えられる情報を、君は欲しているからだ……藁わらにもすがるような思いで、ね』

  　尾花は、むつきの考えを見抜くように言った。

  『今から言う場所、時間を忘れるな。いいか――』

  　反論をする余裕もなく、尾花は地名と時間を言った。

  　むつきは手元にメモ紙をたぐり寄せ、ボールペンをひっつかんで尾花の言った言葉を書きつけていた。

  『健闘を祈る』

  「まだ話は終わって――」

  　そして電話は切れた。

  「……あの野郎」

  　むつきは携帯電話を下ろし、メモをつかんで立ちあがった。

  　尾花のもたらした情報。

  　信用するべきか否か。

  　尾花の指定した時間は午後四時半。今から大急ぎで支度すれば、ぎりぎり間にあう。

  「くそっ！」

  　むつきは隣室に走り、着替えを引っぱり出す。

  　とにかく、行動しながら考えるしかない。

  　機会は、逃のがせば永久に手元に戻らないものだから――。

  　それから三十分後、革のジャケットを着たむつきが、部屋を飛びだしていった。

  

  

  　今日の最後の授業が終わったところで圭けい悟ごが教科書を片づけていると、突然、両肩をがっちりとつかまれた。

  「ケイゴクン！」

  「な、なんだね、英えい慈じくん……」

  　鼻息も荒く英慈は、キスでもしそうなほどの距離まで顔を近づけて、

  「行くぞ！」

  「お、おいお……おおおおお!?」

  　英慈は圭悟を引きずり、そのまま留る亜あの腕もつかんで教室から出ていく。

  「なあ、圭悟！　高校三年間って重要な時期だと思うのよ！　あと一歩行きたいけど行けない、欲しいものがいっぱいあるのに買えない！　なにをするにも不自由で、そのくせ元気だけはありあまってさ！」

  　廊下を歩きながら英慈が高らかに叫ぶ。

  「き、急になんだよ……」

  　圭悟の横で、同じく引きずられている留亜も、なんだろうと困ったように英慈を見ていた。

  「そんな大事な時期にだよ。この俺おれ、神かん田だ英慈に女がいないってのはどういうことなのかと、ええ、圭悟くん、答えられるかね」

  「……知らないよ」

  「そんな覇は気きのない態度じゃ困るんでしょうがあああああ！」

  　ふり返り、圭悟の額に人差し指を突きつけ、

  「君の！」

  　ツン、

  「働き次第で！」

  　ツンツン、

  「次のコンパにつながるかどうかの分かれ道なのよおおおお！」

  　ツンツンツン、と突っついて英慈はまた歩きだす。

  「……あいつ、二に上じよう山さんのときは、ちょっとはかっこよかったんだけどな……」

  　圭悟がぽつりと言うと、

  「面おも影かげ、ないね」

  　と留る亜あも賛同した。

  「そこのふたり！　コンパのときには絶対こそこそ話したりするなよ！　圭けい悟ご、とくにお前はトスだけ上げてりゃいいから、アタックしようとすんなよ！」

  「むちゃくちゃな……」

  「ほう、それじゃ圭悟くんは、新たに女が欲しいということかね？　ん？　ん？　これは心しん外がいでござるな？　ん？」

  　ひたすらうざったい口調だ。

  「……わかった、わかったよ」

  　よし、と満足して英えい慈じがふたりを急せかす。

  　三人が校舎から出ると、傾きはじめた西日は弱く、冷ややかな風が吹きぬけた。落ち葉が乾いた音を立てて転がっていく。

  　英慈が先頭に立って進んでいくその姿を、教室の窓から見下ろしている姿があった。

  「……行った、わね」

  　恵めぐ美みは言って、横にいる人物に話しかける。

  「まあ、今回は英慈の顔を立てると思っ……ひいいいい！」

  　横では愛あい香かが、なにごとかをつぶやきながらカッターナイフをとりだしてチキチキチキチキと刃を出し入れしていた。

  「ちょ、ちょっと愛香！　あんたそういうキャラじゃなかったでしょー!?　帰ってきて私の愛香――！」
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  　むつきは、タクシーを降りると寒さに身体を震わせた。

  　わずかながら、潮のにおいが混じっている。工場をぐるりと囲う高い壁が続いており、アスファルトには砂すな埃ぼこりが積もっていた。

  　尾お花ばなの指定した場所は、ここから十分ほど歩いた場所にある。付近を歩く人影はなく、ときおり工場関係者らしい車が通っていくだけだった。

  　こんなところに――いったいなにがあるのか。

  　むつきはやがて、黒の鉄てつ柵さくが続く歩道にやってきた。鉄柵の向こうから、手入れのされていない草がはみ出している。建物が続いていて、工場のようではあるが平日だというのに人の気配がない。

  　高圧電流の送電線が道路をまたいでおり、黒々とした太い線で夕空を切断していた。

  　――本当に、こんなところに「五人組」の誰だれかが……。

  　来るのだろうか？

  　それは、まだわからない。

  　染みこんでくるような寒さに頬ほおが強こわばる。

  　むつきは前方に、敷地への入り口を見つけた。

  　頑丈な鉄製の門は閉じられ、チェーンでロックされている。横の通用門は扉が外れており、その内側にある警備員の詰つめ所しよはもぬけの殻からだった。

  　――廃工場か。

  　むつきはその門がある反対側の歩道へと移った。二車線の道路で、幅は広めにとられている。時刻は四時十五分。尾お花ばなの言った時刻まで、まだ十五分ある。

  　倉庫の並ぶ隙すき間まに空き地があり、工事用に鉄板で囲いがされていた。鉄板の内側に入ると、むつきの身体はうまく隠れた。陰から、斜めに工場の門をうかがうと、ちょうど三〇メートルほどの距離だ。これならば問題ない。

  　今のうちに――と、むつきは携帯電話をとりだした。

  　ある番号をコールし、電話口に出た相手に向かって、

  「もしもし、圭けい悟ご？」

  　そう、切りだした。

  「これから私が言うことをよく聞きなさい。それで、もし私になにかあったら、迷わず警察に連絡をとること、いいわね」

  　むつきは、圭悟を保険代わりにしようと思っていた。

  　自分になにかあっても、圭悟が無事なら行動できる――。

  「落ちついて。尾花から連絡があったの。『五人組』に動きがあるみたいで、ひょっとしたらなにかをつかめるかもしれないから、私はそれを撮りに行く」

  　むつきは肩から提さげた、一いち眼がんレフのデジタルカメラに手を触れる。もともとは民俗学の取材で使っていたものだ。

  　大丈夫なんですか、危険はないんですか――という圭悟の声が、雑音混じりに聞こえる。

  「ちょっと、そっちこそケータイ生きてるの？　電波が悪い――」

  　そのときむつきは、迫ってくる自動車の走行音を聞いた。

  

  

  　突然の電話に、圭悟は言葉を失った。

  　――尾花から連絡があった？　「五人組」に動き？　間ま宮みやさんがそれを撮りに行く？　どうなってるんだ――。

  「間宮さん、どういうことですか？　今どこにいるんですか」

  　通話口に手をかぶせ、圭悟は英えい慈じに背を向ける。

  　そこは、登と聖せい高校から電車で二駅ほど先の、市の中心部だった。

  　繁華街が続いていて、通行人も多い。ファーストフード店には高校生がわんさといるし、塾に向かう子どもたちの自転車も通っていく。

  「どうしたの」

  　留る亜あが、圭けい悟ごの様子の変化に気づく。

  「ああ、ダメだって留亜ちゃん、ちょっとこっちにー」

  　英えい慈じが留亜を引っぱっていく先には、今日のコンパのメンバーらしいほかの高校の生徒が三人、それに登聖高校の水泳部の女子が三人いた。セッティング役の英慈はここでお役ご免ということらしい。

  『タクシー……みたい。……乗ってる』

  　とぎれとぎれに、むつきの声が聞こえる。

  　タクシーが来た？　そこにいったい誰だれが――。

  「間ま宮みやさん、声が聞こえないんです。とにかく、場所はどこですか」

  　こちらの電波状況は悪くない。ということは向こうが悪いのだろう。

  　――電波が届きにくいような場所……地下か？　いや、それならタクシーが来るわけないか。ホテルの地下エントランスみたいなところなら――。

  『降りてきた……ビンゴだ』

  　むつきの声が、

  『そんな――』

  　心なしか、

  『……一いつ色しき……！』

  　震えているように聞こえた。

  「いっ――」

  　圭悟も言葉を失った。

  　生きていたのか？　その前に、むつきは今どこにいるのか――。

  『足を引きずって……門のほうに……けど、とにかくここは』

  「間宮さん！」

  　肝心なところが聞こえない。

  『……タクシーが行った。あ……人が。……体型…………フードかぶってて顔がわからない……でもやっぱり…………三さえ枝ぐさにしては痩やせ……』

  「間宮さん、よく聞こえません、どこにいるんですか。先にそれを――」

  『建物の陰に……追うわ……』

  「間宮さん、危ないなら止よしてください！」

  　ザザッ、とむつきが動きだすような気配。

  『圭けい悟ご、一時間経たっても連絡がなければ…………ここは、東京湾の……』

  「間ま宮みやさん？」

  　そして電話は、切れた。

  「ああ、もう！」

  　圭悟はむつきにかけ直した。しかし、電波が届かないという機械的な応答メッセージ。

  　――どうしたらいい。

  　胸がざわつく。

  　いやな感じだ。

  　――間宮さん、いざとなったら無茶でもなんでもする人だからな。ケガをしているといっても、一いつ色しきは危険すぎる。それにもうひとりいるとかなんとか言っていた――。

  「五人組」に動きがあるとの言葉。

  　そして三さえ枝ぐさの体型ではないとか言っていた。

  　二ふた見みならば、さすがに父親だからすぐにわかるだろう。だとしたら――。

  「鶴つる見み？」

  　声をかけられ、びくりとしてふり返る。

  　そこには留る亜あが立っていた。

  　――だとしたら、最後の「五人組」のひとり……。

  「ごめん、河合かわいさん」

  「え？」

  「英えい慈じ！」

  　圭悟はこちらに歩いてきた英慈に向かって怒ど鳴なった。

  「悪い！　帰る！」

  「……はぁ!?」

  　突然のことに、ぽかーんと英慈が口を開ける。

  「ほんとうにすまない。それじゃ！」

  　そして圭悟は走りだした。

  　とにかく、むつきがいる場所を知らなければならない。

  　――パソコンがないと。

  　ここから家までは近い。走って十五分というところで、タクシーならすぐだろう。

  　圭悟は駅前のロータリーへ向かって、走っていく。

  

  

  　その、圭悟が走りぬけた横、電柱の陰にささっと隠れたふたり。

  「……圭悟、逃げた？」

  　走りさった圭けい悟ごのほうを、そっとのぞく、恵めぐ美み。

  「良心の呵か責しやくに耐えかねて――ってわけじゃなさそうね。電話かかってきて急に走りだしたみたいだけど誰だれからの電話だったんだろうね、愛あい香か？　――って愛香！」

  　恵美の横にいた愛香が、不意に走りだす。

  「ちょっと、ちょっと愛香――きゃっ」

  　その横をさらに走っていく、少女。

  　留る亜あだ。

  「どうなってるのよ！」

  「どうなってるのかはこっちが知りてえよ！」

  「わっ」

  　路上に出た恵美の横に、英えい慈じがやってきた。

  「ああああ、もう！　台無しだ！　台無しだよ俺おれの恋人獲得プラン！　高校三年卒業までの一年以上にわたる完かん璧ぺきな計画が！」

  　最初からつまずくようなプランなら、今日うまくいったところでどのみち失敗するでしょうに――とは思ったが、さすがに恵美も英慈が哀あわれで、黙っておくことにした。

  「くそ、八人で店とか押さえてたのにどうしたら――」

  　頭を抱えた英慈が、ちらりと恵美を見る。

  「恵美」

  「イヤよ！」

  「まだ言ってねー」

  「留亜の代わりに入れってことでしょ、イヤよ！」

  「わかってるなら話は早い――行くぞ」

  　英慈が恵美の腕をつかんで歩きだす。

  「ちょ、ちょっと、あとひとりはどうするのよ！」

  　聞くと、英慈は得意げに親指で自分を指し示す。

  「あんたとコンパなんて絶対イヤあああああ！」

  　恵美の叫び声になにごとかと送られる通行人の視線に、英慈は「どうもすみませんね、サルが叫んでまして」などとにこやかに手を振りつつ、困惑した顔で待つ六人のもとへと歩いていくのだった。

  

  

  　そのころ圭悟は、駅前でタクシーを呼びとめていた。

  　開けられたドアに転がりこんで、自分の家の住所を告げる。

  「すみません、できるだけ急いでお願いしま――うおっ！」

  　そこへ、圭けい悟ごの身体を奥へと突きとばして飛びこんできた少女。

  「だ、誰だれ――愛あい香かちゃん!?」

  「私のことほったらかしにしてコンパになんて行くのはやっぱりよくないから圭悟くんのなかの天使ちゃんが降こう臨りんして圭悟くんを改心させてくれたんだよね圭悟くん!?　ね!?　ね!?」

  「落ちつ、落ちついてしゃべっ――うおっ！」

  「ひゃっ!?」

  　愛香がさらに押されて圭悟は反対側のドアに頭を思いきりぶつける。

  「……出して」

  　留る亜あが、無表情に愛香を押しこむと、ドアを閉めて言った。

  「か、河合かわいさん、苦し、苦しい～～～！」

  　後部座席を困惑した顔でふり返る運転手。

  「……出して」

  「で、でもお客さん」

  「……出しなさい」

  「は、はい！」

  　留亜の迫力に押されて車は発進した。

  「うおお、揺れる、揺れるから！」

  「圭悟くんが変なところ触るよぉ……あ、あん、そこは……」

  「誤解だから！　誤解だから！」

  「ふえええん、お嫁にいけない～～」

  　びくびくしながらルームミラーでふり返る運転手に、

  「……前を見て運転して」

  　と留亜。

  　――ああ、もうどうなってるんだ。

  　上に乗っかられた愛香のせいで喉のど元を圧迫されながら、圭悟はそんなことを思った。

  　窓の外では太陽が沈みかかっており、群ぐん青じようの空に、わずかな残り火を輝かせていた。
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  　携帯電話のディスプレイでは、電波の受信感度は「圏外」の表示になっていた。

  　圭けい悟ごとの通話が切れると、むつきは舌打ちして携帯電話をポケットに突っこんだ。

  　――最後に場所を言ったから、それでなんとかなるでしょ……たぶん。

  　タクシーから降りた一色は、黒い革のライダースーツを着ていた。

  　一色は通用口からなかへと入っていく。そして、正面にある建物に――おそらくもともと事務棟とうだったのだろう――黒のコートを着た人物がいた。コートの下にパーカーでも着ているのか、頭にはすっぽりとフードをかぶっていて顔が見えない。

  　むつきは一いち眼がんレフを構える。しかし距離と暗さではっきりとは写せない。念のため数枚シャッターを切る。

  　そのふたりは、なにかを話していた。一いつ色しきが拳こぶしを振りあげては下ろし、なにごとかを訴えかけている。相手は、それをなだめているが、

  「――っけたこと言って――」

  　と、怒ど声せいのかけらが聞こえてきた。

  　声に驚いたように、相手は周囲を見回し、こっちへ来いと言わんばかりに手で奥を示す。そして、ふたりはむつきから見えない建物の陰へと去っていく。

  　――追おう。

  　むつきは空き地から抜けだす。風が吹いて、枯れ草を鳴らした。

  　付近の歩道にある街灯が点灯した。けれども――工場の敷地内は沈黙したままだ。

  　――営業を停止しているのね。

  　足音を殺して門に近づく。音を立ててはいけない、と思う気持ちと、急がなければ見失うかもしれない、という気持ちが混じりあう。

  　――あれはおそらく……。

  　四よつ谷やだ。

  　三さえ枝ぐさにしては痩やせている。

  　二ふた見みにしては上うわ背ぜいがある。

  　そうなると、「五人組」で残っているのは四谷しかいない。

  　ケガを負った一色を、救うためにやってきたのだろう。教団の息がかかった医者にでも連れていくのかもしれない。

  　――だとすれば、四谷は車を用意しているはず。

  　その車のナンバーを押さえたい。そこに乗りこむ一色と、四谷の写真を撮れれば、完かん璧ぺきだ。

  　はやる気持ちを抑えて、むつきは通用口から敷地に足を踏みいれる。地面の砂じや利りが、足下で音を立てる。

  　建物の角まで行き、首だけ出して奥をうかがう。

  　――いた。

  　肩を貸そうという相手の手をふりきって、一色がよろよろと歩いていた。

  　かなり、弱っている。

  　さすがの一色も、今朝の事件で深ふか手でを負ったということなのだろうか。いや、そもそもが生きのこっているということだけでも奇跡に近いのではないか、とむつきは思う。

  　――撮っておこう。

  　むつきは、カメラを構えた。

  　そしてシャッターを――、

  「誰だれだ！」

  　ぐるりと一いつ色しきがふり返る。

  「…………」

  　間かん一いつ髪ぱつ、むつきは身を引いていた。

  　身体中からどっと汗が噴ふきでる。

  「ああ、ケガ人扱いするんじゃねえ……くそったれが」

  　なにかを言われたのか、一色は答え、また歩いていく足音が聞こえた。

  　むつきが再度向こうをのぞきこむと、一色たちは、一番奥にある倉庫らしき場所へと入っていった。

  　しばらく待ってみたが、出てくる気配がない。

  　むつきは建物の陰から飛びだし、なるべく急ぎ足、そしてなるべく足音を殺しながら、屋外便所の陰へと身体を滑すべりこませる。

  　倉庫の入り口が、よく見える位置だ。

  　その倉庫の窓から――光が見えた。蛍光灯の明かりではなく、炎の類たぐいだ。光が揺れている。

  　――ロウソクみたいな……。

  　倉庫の正面にある巨大なシャッターが、ガラガラガラと開かれる。

  　弱い明かりとともに、そこから出てくる人影。

  　なかに向かってなにか言葉をかけ、去っていく。

  　――車をここにつける気ね。

  　下がりかけたシャッターは途中で止まった。

  　――残っているのは、ケガを負った一色ひとり。それなら――。

  　いざとなれば、むつきは走ってでも逃げられる。いくら一色が身体能力が抜群とはいっても、足を引きずるようなケガではむつきにだって追いつけないだろう。

  　――近づこう。

  　むつきは便所の陰から出て、倉庫の壁際まで一気に進む。

  　シャッターの手前に、ふたりが最初に入った入り口がある。ドアは、開いていた。

  　――まだ、戻ってこない。

  　撮るなら、なるべく近くがいい。もしも自動車を倉庫のなかに入れられたら、乗りこむところを撮れない。

  　弱々しくとも、なかに明かりがあるならなんとかなるだろうか――。

  　――倉庫のなかに、入ろう。

  　自分で自分の息が荒くなっているのをむつきは感じていた。

  　緊張している――いや、緊張どころではない。

  　外はこれほど寒いのに、こめかみから汗がつうと流れている。

  　肩から提さげたカメラのストラップを握りしめる。

  　むつきはにじり寄るように入り口へと向かう。埃ほこりをかぶった鉄のドアは半開きであり、そこから身を乗りだして、なかの様子をうかがった。

  　直線の、廊下。

  　三〇メートルほどの廊下のなかほどに、倉庫内へと入る両開きのスライドドアがあった。

  　ドアは開かれており、明かりが廊下にまで漏もれでていた。

  　むつきはドアに触れないようにして、なかへと足を踏みいれる。不意に雑音がすくなくなったように感じられた。

  　背後をちらりと見る――まだ、戻ってくる気配はない。

  　むつきはこれまで以上に慎重に、歩ほを進めていく。ブーツの底が、コンクリの床にこすれないように、慎重に。

  　中央のスライドドアのところまでやってきた。

  　表面の塗と装そうがはげて、あちこちが錆さびている。一メートルほど開いた隙すき間まから、そっと、片目だけのぞかせる。

  　二五メートル四方ぐらいだろうか。中央にはキャンプ場で使うようなランタンが置かれ、寝転がっている一いつ色しきの影を薄く引きのばしている。一色はむつきに背を向けていた。

  　隅には木箱がいくつか積まれ、高いところには採光用の窓が小さくついている。

  　一色までの距離は、一五メートルほど――近い。

  　微動だにしない。

  　寝ているのだろうか――。

  　――撮ってみようか。

  　そんな誘惑が首をもたげる。

  　寝ているなら、かすかにシャッター音がしたとしても、一色は気づかないはずだ。

  　ファインダー内の視界が、小刻みに揺れている。手が震えているのだ。

  　――このまま撮ったら、絶対にぶれるわ……。

  　肺の奥底から絞りだすように、むつきは息をゆっくりと吐いた。

  　そしてカメラを下ろす。

  　――自動車が来るまで、待とう。そうしたら、エンジン音でシャッター音は消える……。

  　そこまで考えたときだった。

  　背後に、足音。

  「――――」

  　むつきがふり返ろうとした瞬間、後頭部に強い衝撃が走った。
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  　タクシーが鶴つる見み家の前に到着した。そこから降りる、三人。

  　家へと入る圭けい悟ごの背後には、無論、愛あい香かと留る亜あがついている。ふたりとも――思惑は違うだろうが目的は同じで、圭悟からの説明を待っているのだ。

  「ただいま」

  　玄関のドアを開けると、階段の上から声が聞こえた。

  「お兄ちゃんお帰り。ちゃんと夕方に帰ってきたじゃーん」

  　たったっと降りてくる絵え璃りは、圭悟の背後に立っているふたりを見て、凍りつく。

  「あー、その、なんだ……ふぉっ！」

  「女連れかバカ兄貴がっ！」

  　階段から助走をつけての跳びゲリを真まっ向こうから食らう。

  「――ったく、期待したあたしがバカでしたっ」

  　ぷりぷりしながら絵璃は階段を上って去っていく。

  「だ、大丈夫？」

  「たぶん……」

  　愛香の手を借りて起きあがり、三人は一階の部屋に入った。

  　湯沸かし器で簡単に紅茶をいれてふたりに渡す。

  「さて――」

  　なにから話すべきか、圭悟は迷った。

  「全部」

  　迷っていると、愛香が先んじてそう言った。

  「全部って言っても――」

  「全部話して」

  　両手でカップを持っている愛香の目は、真剣だった。

  「大丈夫だから。前に圭悟くんのこと信じるって言ったよ。あれ、ほんとうだから。全部話して大丈夫――私、ちゃんと理解する」

  　そうか、と圭悟は納得する。

  　修学旅行のとき、愛香は圭悟を「信じる」と言った。

  　――大丈夫、か……。

  　愛香はいつの間にか、こんなにも強くなっていた。それが信じるということの力なのかはわからない。けれども、圭悟の胸の奥が温かくなったのは事実だった。

  「でも、私そんなに頭よくないから、わからないこともいっぱいあるだろうけどね！」

  　舌を出して笑ってみせる愛あい香かに、圭けい悟ごは思いがけずどきりとした。

  「――説明を」

  　横から冷ややかに、留る亜あ。

  「あ、う、うん。――昨日のこと、愛香ちゃんは知らないからそこから話すよ」

  　圭悟はそれから、留亜にかかってきた四よつ谷やからの電話のこと、尾お花ばなのこと、今日未み明めいの銃撃戦のことを話した。さすがに銃撃戦のことは予想外だったようで、愛香は目を見開いた。

  「ただ、一いつ色しきは……」

  　そこから先のことは、留亜も知らないことだ。

  「生きている？」

  「とぎれがちの電話だったけど、間ま宮みやさんはそう言った」

  　圭悟はむつきと連絡がとれなくなったところまでを話した。

  「電波の届かないところにいるのか、電源を切っているのか……」

  　ぽつりと留亜が言った。

  　電源を切っている、という可能性もあるのかと圭悟は初めて思いあたる。

  「圭悟くん、どうするの？」

  「せめて居場所だけでもわからないと……。居場所さえわかれば」

  「そこに……行く？」

  　不安げに愛香が聞く。

  「ああ。間宮さんは成果も上げずに帰るとは言わないだろうから、そばで見届けないと……心配だよ。想像だけど、ぎりぎりで間宮さんが俺おれに電話してきたのは、間宮さんの行動を俺が知れば、俺が『ついていく』って言うとわかってたからだと思う」

  　圭悟は、むつきの考えに気づいていた。

  　――信頼されているというか、なんというか……。

  　常にぶっ飛んでいるむつきの言動や行動にも、最近、一定の法則が見えるような気がする圭悟である。

  「……なんか、いや」

  　すると、愛香が突然そんなことを言った。

  「え？」

  「なんか、『ふたりの間には信頼関係があるのです』みたいな、圭悟くんの言い方が、いや」

  「そ、そんなことないだろ」

  「そんなこと、あるもん」

  　唇をとがらせて愛香はそっぽを向いた。

  「でも……今はそんなこと言ってる場合じゃないから、特別に許します」

  　ぷっ、と頬ほおをふくらませたまま、愛香は――全然許したようには見えないが、そう言った。

  「……手がかりは、ケータイの電波と、『東京湾』という言葉」

  　そこへ留る亜あが言い、圭けい悟ごもうなずいた。

  「あとは……人ひと気けのない場所だろうと思う」

  「どうして」

  「一いつ色しきがもしもそこにいるのなら人目は避けたいはずだから。あと、足をひきずっているみたいだと間ま宮みやさんは言っていた。おそらく一色の保護のために――」

  　圭悟は言いかけて、言葉を飲みこんだ。

  「鶴つる見み？」

  「間宮さんは……『三さえ枝ぐさではない』と言った。『五人組』の誰だれかが動いたのなら、一色に会った人物が三枝でなければあとふたりしかいない。二ふた見みは自分の親だからさすがに間宮さんもすぐに気づくだろうし、そうしたら――」

  「あとひとり、四よつ谷や……叔お母ばさんね」

  　なるほど、というように留亜はうなずいた。その様子は、あまり困惑したふうでもない。

  　そして、留亜はぽんと手を叩たたく。

  「叔母さんに電話をかけてみよう」

  「え!?」

  　圭悟が驚く間もなく、留亜は携帯電話をとりだして番号を呼びだした。

  「で、でも」

  「静かに」

  　圭悟は、一色の目の前にいるであろう四谷のことを思いうかべてみる。そして、それを遠くから観察しているむつき――。

  　しかし、

  「……つながらない」

  　留亜は携帯電話を見つめて言う。

  　圭悟はふぅっと息を吐いた。

  「つながらない、ってことは……間宮さんと同じところにいるという可能性もあるわけか。もちろん、なんの確証もない可能性でしかないけど」

  「ねえ、圭悟くん。とりあえず調べてみたらいいんじゃないかな？　東京湾の周囲って言ったら広いだろうけど」

  「そうだね。今調べられる範囲でもいいから、調べてみよう」

  　圭悟たちは部屋を出て、二階へと向かう。絵え璃りの部屋をノックすると、すさまじく不機嫌そうな顔で出てきた絵璃を、なだめ、すかし、この家にパソコンは一台しかないのだからと説得し――ようやく、使用許可を得た。

  「はー、いいんだ、どうせあたしなんてパソコン提供者としての役割しか、鶴つる見み家では果たしてないからさー、別にいいんだー」

  　ベッドに寝そべり、圭けい悟ごたちに背を向けて絵え璃りはふてくされた。

  　その横には『ＱＯ』で使っていたらしいヘッドセットが転がっている。現にパソコンでは『ＱＯ』のゲームが表示されていたが、そのゲームウインドウを最小化させ、圭悟はインターネットブラウザを立ちあげた。

  　東京湾は、東京都、神奈川県、千葉県の三都県が隣接する湾だ。

  　沿岸地域を全部探すとしたら、あまりに広すぎる。

  　なにか、ほかに手がかりがなければ、むつきの居場所を特定できそうもない。

  「電波の届かない場所……」

  　留る亜あがつぶやく。

  「地下、山間部、トンネル内、ビルの高いところ、高圧電線のそば……」

  「タクシーが来た、って言っていたから地下やビルはないと思う。あと、東京湾って言ってるのに山間部もない。するとトンネルか、高圧電線……」

  「可能性でしかないけど、調べてみよう。トンネルは地図で探せばわかる。高圧電線だと」

  　うーん、とうなってから愛あい香かが言う。

  「工場、とかかな？」

  「今日は平日だ。人の多い工場だったら、人目につくから一いつ色しきが行ったりしないと思うけど」

  「そっか、そうだよね……。工場はなし、か」

  「とにかく、調べてみよう」

  　圭悟は言って、検索エンジンのページを開いた。
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  　間ま宮みやむつきは、鈍にぶい痛みに目を覚ました。

  「――うっ」

  　気づいたのは、イスに座らされていること。

  　そして、両手首を背中で縛られ、両足もイスの足に縛りつけられていること。

  　遠目には床に置かれたランタンと、完全に閉じられたシャッター。

  「おい、目ぇ覚めたか」

  　目の前に、黒い影――。声でわかった。

  「一いつ色しき……」

  　むつきが見上げると、またずきりと後頭部が痛んだ。

  　一色はむつきを見下ろして、脂あぶら汗あせでてかっている顔をゆがませている。

  　その後ろに、コートを着た人物がいるのだが、ランタンが逆光でよく見えない。

  「こっち向け！　てめえは……まだくらら様に逆らう気だったのか！」

  　ふっ、と一いつ色しきの腕が振られた。

  　直後にむつきの左頬ほおに衝撃が走り、イスごとその場に転んだ。

  「がはっ」

  　びん、と痺しびれたような感覚。肩越しに身体に衝撃が走る。痺れたような感覚はすぐに痛みに代わり、熱を持ってふくれていく。

  　むつきが見上げると、一色は、むつきのカメラを手にしていた。

  「こんなもんでよ！　なにを撮ろうとしたんだてめえは、てめえは、てめえは！」

  　一色はストラップを握りしめ、カメラを地面に叩たたきつける、叩きつける。ガラスの破片が転がった。

  　熱に浮かされたように笑う一色の、唇からつばが垂たれていた。

  「ほんとうなら……もっと痛めつけて全部吐かせてやるんだが、俺おれはさっさと傷の治療に行きてえ……おい」

  　一色はふり返る。

  「始末して、行くぞ」

  　影になっている人物はうなずいて、コートのなかに手を突っこんだ。

  　とりだした手に、鉄の塊かたまりが握られていた。

  　誰だれが見たってすぐにわかる――銃だ。

  「……んなもん用意してたのかよ。お上品なてめえは、自分で手を下くだすのがいやだっつうことかい」

  　一色の言葉にその人物は、くくく、とくぐもった声で、笑う。

  　――なに……？

  　そのときむつきは、違和感を覚えた。

  「んじゃ、てめえが撃てや。それで、すぐに俺を医者のところに連れていけ」

  　拳けん銃じゆうの銃口は、むつきに向けられた。

  「あばよ、間ま宮みやむつき――最後までクソみたいな人生だったな。ひはははは――」

  　むつきはぎゅっと目を閉じた。

  　――このまま、撃たれて死ぬの、私は!?

  　考える間さえなく――銃声が、倉庫内に響きわたった。

  

  

  　痛み。

  　衝撃。

  　熱。

  　そんなものを、むつきは覚悟していた。

  　しかし――なかった。

  　耳元にはまだ、銃声が耳鳴りのように聞こえている。

  　それなのに、身体に痛みはない――。

  「か、は……」

  　むつきは目を開いた。

  　そこには拳けん銃じゆうを――一色に向けている、姿があった。

  　そして胸からあふれる血を、両手で押さえている一いつ色しきがいた。

  「てめ、は……がっ！」

  　一色の口から血があふれる。

  　そのまま一色は前にぶっ倒れた――。

  　――なにが、起きた……？

  　こいつは、むつきではなく、一色を撃ったのだ。

  　なぜ？

  「お前、何者だ……」

  　くくく、とくぐもった声――ただし若干、震えているようにも聞こえた。

  　その人物はフードをとった。

  　見覚えがある――男。

  　男、つまり四谷ではない。

  「そうだ、お前は側近として動いていた……三枝の」

  　男はむつきの言うことを聞いていなかったのか、うなずかなかった。だがそれは否定しているわけではなさそうだった。

  「名前は――」

  　むつきは記憶の糸をたぐり寄せる。

  「そう、たしか――木下」

  　むつきが言うと、男は声こわ高だかに笑い声を上げた。

  　倉庫内に笑い声が響き――ぴくぴくと痙けい攣れんしていた一色は、やがて活動を停止した。

  　正しよう真しん正しよう銘めい、一色巽たつみは死んだ――間ま宮みやむつきの、目の前で。
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  　神かん田だ英えい慈じは戦せん慄りつした。

  　そうだ、まかり間違っても選んではいけない選択肢というものがあったのだ――それを、すっかり忘れていた。

  　目の前で起きている凶きよう行こう。

  　これは、望むと望まざるとにかかわらず――英慈自身が選んでしまった未来なのだ。

  「もう一曲いっくぜえー！」

  　マイク片手に叫ぶ少女。もうかれこれ十曲は連続で歌いつづけている少女。唖あ然ぜんとするほかのメンツなど気にする様子もなく、ひとりで突っ走っている少女。

  　日ひ野の恵めぐ美み。

  　邪じや知ち暴ぼう虐ぎやくの少女。

  　そこはカラオケ店の一室。三人の男子学生が「どうすんだ」「わっかんねえよ」「つうか話違くね？」と顔を寄せあい話しあい。三人の女子生徒が「どうするの」「わからないわよ」「っていうか日野さんどうしちゃったの？」と顔を寄せあい話しあい。

  　そして立ちつくす英慈。

  　――ここまで空気読めないやつだったとは……。

  　どだい、留る亜あの代わりに恵美などという発想が間違っていたのだ。

  　そして十一曲目が終わる。

  「あ、次の曲、誰だれ入れたの？　これ知ってるー」

  「俺おれだ俺！」

  　英慈は恵美のもとに駈かけより、マイクを奪おうとする。

  「なんであんたが入れるのよ！　私が歌うから！」

  「ざけんな！　いい加減に代われ！」

  「ふふん。私よりうまく歌えるなら考えてやろう」

  「んだと――」

  　空気を無視して歌いつづける恵美ではあったが、唯一の救いは歌がうまいこと――もっとも、これでヘタだったらすでに英慈以外は帰っていたろうけれども。

  　不敵に笑う恵美と、英慈の視線が交錯する。

  「ぜってー負けねえ！」

  「ふははははははは、勝負だ！」

  　そして、恵美を止めに入ったはずの英慈が、なぜか恵美とカラオケ合戦になったのだった。

  　――うわあ……。

  　――もう、好きにしろよ……。

  　とりのこされた残り六人が重いため息をついた。
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  　横倒しになったままの、むつきの右腕に、パイプイスの背が食いこむ。しかしその痛みを感じる余裕もなく、むつきは目の前で起きた出来事をなんとか理解しようとした。

  　むつきは撃たれなかった。

  　代わりに、一いつ色しきが撃たれた。

  　そして一色は絶命した。

  　数々の修しゆ羅ら場ばをくぐり抜けてきた一色が、今朝の銃撃戦でも死ななかった一色が――いとも簡単に、むつきの目の前で死んだ。

  　両腕で拳けん銃じゆうを持ったままの木きの下したが、ふつ、ふつ、と喉のどの奥で笑っている。その目に浮かんでいるのは――人を殺したという背はい徳とく感と、興奮なのか。

  　一色の身体から、黒い染みが床に広がっていく。

  　ランタンの明かりが浸食されていくようにも見える。

  「お前は――」

  　むつきの声が、喉にひっかかって、かすれたようになる。

  「……お前は、三さえ枝ぐさの指示で一色を殺したのか」

  　木下は我を忘れていたのか、今までそこにむつきがいたことなど気づきもしなかったかのように、はっとしてむつきに視線を向ける。

  「そう。先に一色、次に――尾お花ばな、あるいは、ほかの誰か」

  「お前、わざと尾花に情報を流したな？　そして尾花の協力者をあぶりだそうとした……」

  　一色を始末するのと同時に、尾花や、その協力者も始末してしまえ、と。

  「そうだ」

  　そしてまんまと、むつきは引っかかってしまった。

  「さあ、次はお前――なんだ？」

  　なにかに気づいたように木下はふり返る。そしてランタンのそばに駈かけより、火を消すと、スライドドアのほうへと回る。

  　部屋が、暗くら闇やみに包まれた。

  　――自動車？

  　走行音がかすかに聞こえた。

  「くそ、なんでこんなところに警察が……」

  　――警察？

  　自動車の音は、パトカーだろうか。

  　――そうか、私だけじゃない、この木きの下したも、一いつ色しきも、誰だれもいないはずの廃工場に来ているんだ。それをたまたま見た付近の工場の人間が、通報したのかもしれない。

  「どうするのよ」

  　むつきが声をかけると、びくりとしてふり返る、木下の気配。

  　木下はまだ若く、人生経験も浅い。

  　一色とは違う、臆おく病びような男だ。駈かけ引きをする余地はある――。

  「銃を撃ったら音が響く。そうしたら警察に聞こえ……」

  「だ、だだ、黙れ！」

  　走りよってきた木下が、むつきに拳けん銃じゆうを向ける。その両腕が震えている。

  「お前のほうこそ黙れ。叫ぶと、この場所がばれるわよ」

  　木下はまた、はっと気づいたように出口へと走り、外の様子をうかがう。

  「あああ、警察が、警察が来るなんて聞いてないのに……俺おれが一色を殺せばすべてうまくいくとお師し匠しようさんはおっしゃっていたのに……そうだ、お師匠さんだ」

  　木下はコートのポケットをごそごそやり、携帯電話をとりだした。

  　倉庫の中央へと歩いて戻りながら、番号をコールする。電波状況が悪いのか、つながるまでに何度かかけなおしている。

  「も、もも、もしもし、お師匠さんですか！　――はい、はい、今、一色を始末してこれから間ま宮みやむつきを……はい、間宮むつきがいました。き、聞いてください、私が捕まえたんです。思いきり後頭部をぶん殴なぐって。はい」

  「……警察の話、しなさいよ」

  　むつきが下から声をかけると、憎にく々にくしげに木下がむつきを見下ろす。

  「わかってる、お前に言われなくても――あ、お師匠さんのことではありません。もちろんです。はい。あの――警察のパトカーが来てまして……はい、はい、いや、さあ、どうでしょう……え、ええと、でも私にはわからないことで――」

  　電話に夢中だった木下は、再度、視線をむつきに向ける。

  「おい、あのパトカー、お前が呼んだのか」

  　――それを聞いて正直に答えるとでも思っているの？

  「そうよ」

  　と、むつきは平静を装って答えた。

  「ほんとうだな」

  「ええ」

  「……お師匠さん？　はい、ええと、間宮が呼んだパトカーのようです」

  　正直に伝えている木きの下した。

  「え、ハッタリ？」

  　そしてそれを、三さえ枝ぐさは見破ったのだろう。

  「え、ええと、ええ、はい、しかし……はい、申し訳ありません。で、でも、一いつ色しきは始末したのですから、私は――はい、そうですよね、はい、よかった……私の魂たましいは救われますか。安心しました……」

  　木下は、子どものように無む邪じや気きに微笑ほほえんでいる。

  　――すっかり三枝の手て駒ごまになっているわね。

  　教団の与える書物や三枝の発言だけを聞かせているのだろう。教団批判や、ほかの宗教団体の教えには一切、目を向けさせない。

  『劫ごう光こうの道みち』の教えだけが絶対であり、その教えの前には家族のつながりも、法律も、無力である――という、そんな価値観を育てているのだ。

  　人間の心理を熟知した、三枝が得意とするマインドコントロールだ。

  　先ほどまでのおびえた口調はなくなり、自信をとり戻して木下は電話を切った。

  「よかったな、お師し匠しようさんが、お前を殺すのはあと一時間延ばせとおっしゃっている」

  　一時間――それはつまり、警察が完全に去るのにかかる時間を予測してのことだろう。

  　木下が闇やみのなか、むつきのほうまで歩いてくると、ふん、と力を入れてイスを起こす。

  「ただもしも――」

  　木下が、息がかかるほどの耳元で、ささやく。

  「叫んだりわめいたり、バカなことをしたら――その瞬間、お前を撃ち殺す」

  　それから木下は、タオルのようなものをとりだして、むつきの口に巻きつけた。

  　そして外の様子をうかがいに倉庫の入り口へと歩いていった。

  　――一時間。

  　むつきは考える。

  　――それぐらいあれば、間にあうかもしれない……。

  　圭けい悟ごに連絡をとってからすくなくとも三十分以上は経たっているはずだ。圭悟の家からここまでは、急げば一時間とちょっとというところだ。

  　――まさか、場所の聞きもらしなんてしてないでしょうね。

  　さっき、電波状況は悪かった。

  　確認のメールでも入れればよかった――とむつきは後悔した。

  　――間にあわなかったら、恨むわよ。

  

  

  　そのころ、鶴つる見み家――。

  　圭けい悟ごはまだ自宅にいた。

  　それどころか、キッチンにいた。しかもサンドイッチをつくっていた。

  　絵え璃りが、

  「お腹なか空いたお腹空いたお腹空ーいーたー」

  　と駄だ々だをこね始めたからであり、東京湾付近の検索は留る亜あと愛あい香かに任せて、圭悟はひとりだけ一階にいたのだった。

  　圭悟だってむつきのことが気になってしかたなかったが、絵璃のパソコンを勝手に借りているという負い目もあったわけで。

  「……親おや父じ、部屋にいないのかな」

  　ふと、一階にいるはずの父のことを圭悟は思う。

  　バスケットのプレイヤーとして挫ざ折せつを味わい、その後興おこした事業でも失敗し、資金援助をしてくれた義父母に負い目を感じていた父。母が『劫ごう光こうの道みち』に入信し、家を出るころには半ば引きこもり状態になってしまった。

  「出かけてるはずもないか……」

  　圭悟はサンドイッチをつくる作業に戻った。

  　絵璃の部屋では、留亜がパソコンの前に座り、検索を続けていた。めぼしい場所は十か所ほど出てきたが、東京湾の周辺に散らばっているので、全部当たるのは無理そうだ。

  　留亜の横では愛香が、印刷した地図や地名のデータを見ながら「うー」とうなっている。もう十五分は「うー」とうなっているので、「うー」が自然発生的に起きている雑音のように聞こえなくもない。

  　そして絵璃は、「お腹空いた」と延えん々えん唱えることにも飽きたのか、あるいは単に疲れたのか、ベッドに転がったまますやすやと寝息を立てていた。

  　ディスプレイをにらみつけたまま、留亜が考える。

  　――トンネルと言えば、「東京湾アクアライン」にトンネルがある。でもトンネルの途中で待ちあわせなんてできない……。わざわざ「東京湾」と言ったということは、運河などの類たぐいではなくて、正しよう真しん正しよう銘めい東京湾に隣接するなにか、と考えるほうが無難。あるいは「東京湾」「東京湾岸」などの名前がつく建築物、地名……。

  　しかしこれだけでは、雲をつかむような話だと留亜は思う。

  「お待たせ――」

  　部屋のドアが開き、大皿にサンドイッチを盛りつけた圭悟が入ってくる。

  「ふたりもよかったら食べる？」

  　と言ったときだった。

  「東京――」

  　つぶやきが、聞こえた。

  　見回すと――ベッドの絵え璃りが言ったらしい。

  「『東京ラインロック』？　そう、言ったの？」

  「……絵璃？」

  　絵璃はベッドに置いてあった『ＱＯ』用のヘッドセットをつかんで、耳に押しあてている。

  「お兄ちゃん、今、ここから声が」

  「『ＱＯ』のゲームから聞こえたってことか？　――あ！」

  　圭けい悟ごは気づいた。

  「それ、昨日の、白い服着た少女っていうあれ、そろそろじゃないのか」

  　言うが早いか、絵璃はベッドからはね起きると、留る亜あの身体をぐいと押しのけて『ＱＯ』のウインドウを最大表示にする。

  「いた、この人！」

  　画面は夜の海を映しだしている。

  　砂浜に立っている、ブルーのローブを着た女性キャラクター。それはおそらく絵璃の使っているキャラクターだろう。
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  　そしてその視線の先に――いた。

  　海に浮かんでいる。

  　こちらに背を向けて、しずしずと歩み去っていく。

  　夜空に月がかかっており、波間に白い光を散らせている。

  　その光を踏んで、歩いていく――。

  「くらら様……」

  　呆ぼう然ぜんとして留る亜あがつぶやいた。

  　圭けい悟ごも同じように感じていた。これは『劫ごう光こうの道みち』の教祖、真しん劫ごう院いんくららその人ではないのか、と――。

  「『東京ラインロック』って、さっき調べた候補に入ってるよ」

  　愛あい香かが差しだした紙を圭悟は受けとる。

  「東京湾に面した――工場？　工場なら、今日みたいな平日は人が多いからいないはずじゃないのか……いや、違う、これは――」

  　印刷された「東京ラインロック」の概要に、圭悟はその文字を発見した。

  「今年の夏に、一時閉鎖……」

  　つぶれた工場ならば人はいない。「東京ラインロック」の工場が位置しているのは、工場がいくつか並ぶ一画だ。ほかの工場に提供している高圧線が影響して携帯電話の電波状況が悪くなったのではないか――。

  「その『東京ラインロック』っていうのは――このゲーム内で、誰だれかが言ったってことか？」

  　圭悟の問いに、絵え璃りは肩をすくめる。

  「わかんない……。でも、あたしは『東京ラインロック』なんて名前、初めて聞いたよ」

  「真劫院くららが、俺おれたちに知らせようとしている……？」

  　圭悟の脳裏をかすめるのは、「罠わな」という言葉。

  　だけれども、ほかに手がかりもない。

  「よし、ここに行ってみる」

  　圭悟は決意した。

  「ふたりは、できれば、うちでもっと調べてもらっていいかな。調べる人間と、行動する人間と、分かれたほうが効率が――」

  「私も行く」

  　留亜が言った。

  「……一いつ色しきがいるなら、私も行く。鶴つる見みには鶴見の、私には私の問題があるから」

  　圭悟はため息をついた。留亜がそんなふうに言いだしたら、なにを言われても絶対に曲げないことを圭悟は知っている。

  　すると愛香も、

  「わ、私も行く！　って言いたいところだけど、足手まといになっちゃうね」

  「愛あい香かちゃん、これは足手まといとかじゃなくて――」

  　フォローしようとした圭けい悟ごに、愛香は寂さびしそうながらも、

  「いいの。私には私にできることで、圭悟くんの役に立てればいい」

  　言って圭悟に微笑ほほえみかけた。

  　ほんのすこしつらそうなその笑顔に、圭悟は胸をつかれたように感じた。

  「いってらっしゃい」
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  　圭けい悟ごたちが「東京ラインロック」の最寄り駅に着くと、時刻は午後六時になっていた。

  「東京ラインロック」は、名前にこそ「東京」を冠かんしているが、実際の住所は「千葉県」だったりする。

  　六時ともなると、周囲は完全に暗い。閑かん散さんとした駅前からは、巨大な倉庫がいくつも暗い影となって遠目に見えていた。

  　大通りを、オレンジ色の街灯に照らされた保冷車やトラックが走る。

  　民家はすくなく、歩いているような人影もない。

  　寂さびれたロータリーには一台のタクシーが停とまっていた。

  「『東京ラインロック』の工場までお願いできますか？」

  　圭悟が言うと、怪け訝げんそうにタクシーの運転手はふり返る。

  　年配の運転手で、日に焼けた顔に太い眉まゆがのっていた。

  「……あそこはもう営業を停止してますよ」

  「ええと、その付近で大丈夫なんですが……」

  　圭悟が言うと納得したのかしないのか、運転手はタクシーを発進させた。

  　私服に着替えた圭悟はともかく、留る亜あは登と聖せい高校の制服のままだ。そんな高校生ふたりが、営業を停止した工場になんの用があるのか――不思議に思われてもしかたがない。

  　ウインカーを出し、大通りに車を入れながら運転手が言う。

  「妙なことしないでくださいよ。いくら誰だれもいなくても、工場に入るのは一応『不法侵入』っていう犯罪になるんだ」

  　圭悟は、あたかも「東京ラインロック」に用があるような言い方をしたことを、後悔した。けれども、もしも「東京ラインロック」にむつきや一いつ色しきがいるとするなら、警察を呼んでもらったほうが好都合かもしれない――。

  　そんなことを考えていると、運転手は圭悟の予想もしなかったことを言った。

  「いったいあそこになにがあるっていうんです？　一日に二組も、あそこに案内することになるなんてねえ」

  「……一日に、二組？」

  　圭けい悟ごは聞きかえす。

  「ほ、ほかにも、今日、『東京ラインロック』に行った人がいるんですか？」

  「ええ、まあ」

  「何時ごろですか！　若い女の人でしたか!?」

  　身を乗りだした圭悟を、運転手はルームミラー越しに疑わしげに見る。

  「いえ、違いますよ。男性ですけど……足でもケガしてるのか、具合悪そうな、派手な頭した男の人で……」

  　圭悟は留る亜あと顔を見合わせた。

  　――一いつ色しきだ！

  　ビンゴだ。『ＱＯ』内で少女に言われた言葉は、正しかった――。

  　間違いない、間ま宮みやむつきもそこにいるはずだ。

  「急いでください……お願いします」

  

  

  　一色が殺されてから、どれほどの時間が経たったのだろう。時計もない、窓の外は暗くら闇やみ――時間を知る術すべはなかった。

  　むつきの正面にはランタンが置いてあり、その向こう側に、パイプイスに座った木きの下したがいる。

  　――圭悟、なにしてるのよ！

  　どうなっているのか、圭悟が来る気配がまったくない。もう、とっくに来ていておかしくない時間なのに。

  　――私の電話を信用してないとか？　それともここの名前を聞きとれなかった？　それとも私の読み違え――。

  　最悪の予想は、圭悟が来ない、ということ。

  　身体中が冷えきっている。とくに手足の先が、感覚がなくなるほどに。口に噛かまされたタオルのせいでアゴも痛い。

  　――もしや、見捨てられた……。

  　気持ちばかりが焦あせる。

  　ランタンの向こうで、木下がゆっくりと立ちあがった。

  「……一時間経った」

  　もうそんなに経ったの――言おうとしても、もちろん声は出ない。むつきの口から、うう、うう、と声が漏もれるきりだった。

  　木下が、明るい地面を迂う回かいするようにしてこちらへ近づいてくる。

  「……お前は悪あく霊りようだ、悪霊にとり憑つかれた女だとお師し匠しようさんはおっしゃっていた……浄じよう化かしなくてはならない。私はお師匠さんの代理だ。代理としてお前を浄化しなくてはならない……」

  　ぶつぶつと木きの下したがつぶやく。

  　ランタンの光を背にし、血走った白目だけが見える。

  　木下はむつきの背後へと歩いていく。そこには、先ほど外から持ちこんだらしい木下の荷物がある。

  　不意に耳元で、

  「浄化しなくてはならない」

  　声。

  　むつきの背せ筋すじがぞくりとする。

  　ぱしゃり……。

  　水音が聞こえた。

  　むつきが下を見ると、なにか液体が、足下を広がっていく。

  　それは一いつ色しきの血だまりに触れ、ひとつに混ざりあった。

  　においで、わかった。

  　ガソリンだ。

  「一色先生――一色は、我々の教えに背そむいた。悪霊にそそのかされたのだとお師匠さんはおっしゃっていた。一色も浄化しなければならない」

  　水音を鳴らしながら、木下がむつきの前へとやってくる。

  　その手には、ポリタンク。

  　ばしゃばしゃと、うつぶせになっている一色の背に、ガソリンをかけていく。

  「……おっと」

  　ポリタンクを下ろし、木下はランタンを手にした。ランタンのすぐそばまでガソリンは迫っていた。

  　ランタンは、入り口脇わきの箱に置かれた。

  　木下は再度ポリタンクを手にすると、ぐるりと、倉庫の外壁に沿ってガソリンをまいていく。それが済むと、むつきの前に戻ってきた。

  　ちゃぷ……という音からすると、ずいぶん中身はなくなったらしい。その分、倉庫中にガソリンの臭気が満ちている。いつ何時、ランタンの火が引火してもおかしくないほどに。

  「浄化。浄化」

  　木下はポリタンクを掲げると、むつきの頭の上で逆さにした。

  「――っ」

  　冷たい。

  　頭から、ガソリンをかぶせられる。

  　髪、首くび筋すじ、ジャケットの表面がガソリンを弾はじき、足にかかる。顔も、胸元の翡ひ翠すいのペンダントも、ガソリンでびしょびしょだ。むっとするにおいに、頭が揺れる。

  　やがてガソリンが切れると、水滴がぴとりと垂たれるだけになった。

  「浄じよう化か。浄化」

  　木きの下したはポリタンクを下ろした。そして、自分の手についているガソリンを見て、手をこすりあわせる。はぁー、と吐いた呼こ気きが、白く漂ただよっている。

  　――どうしたらいい。

  　動けない。

  　声も出ない。

  　木下は、五分と待たずに火を点つけるだろう。

  　――くそ、圭けい悟ご、なにしてる！

  　そして木下は、コートの懐ふところから紙マッチをとりだした。

  「浄化。浄化」

  　なにが楽しいのか、どこかうきうきしたような口調で木下が言う。

  　一いつ色しきを撃ったときの一時的な興奮はもはやない。これから行うことが、教団にとって必要だと信じきっているのだ。

  　それは三さえ枝ぐさに踊らされているだけに過ぎないのに――木下自身は、むつきに火を点けて焼き殺すことで、自分が救われると信じて疑わない。

  　――死ぬのか。

  『劫ごう光こうの道みち』を相手にして、これまで何度となく死にかけた。

  　五十嵐いがらしの事故、蔵ざ王おう山さん中ちゆうでのこと、二に上じよう山さんでのこと。

  　そのたびに、むつきは生きのびてきた。

  　しかし今度こそ、ダメかもしれない――。

  　木下はランタンを持って、外の廊下へ出ていった。

  　がらがらと音を立ててスライドドアが閉まっていく。ランタンの光が細くなっていく。一ひと条すじの光が、倒れこんでいる一色の足下にかかっているだけにまでなった。

  　一〇センチほどを残した。

  　紙マッチの擦すられる音。

  　木下の右腕がドアの隙すき間まから突っこまれ――手には、マッチを持っていた。

  　手を、離した。

  　火が落ちていく――。

  

  

  　その一瞬は、数秒間のように長く感じられた。

  　むつきはその瞬間、イスに縛られた身体ごと、身を前に投げだした。

  　身体のガソリンが滴したたる。

  　倒れこんだそこは、ランタンの置かれていた場所。

  　ガソリンでつくられた導火線を断ちきるために――。

  

  

  　直後、倉庫のなかが、真昼のように明るくなった。

  　青と赤の炎が倉庫の外周を包む。つい先ほどまでむつきのいたところを、炎が舐なめていく。

  「――ふっ、ふっ、ふっ」

  　心臓が早はや鐘がねのように鳴る。ぎりぎり、火を逃のがれた。

  　しかし動けないのは相変わらずだ。流れてくる火の粉こに触れるだけで、火だるまになる――そう、すぐそこで燃えさかる、一いつ色しきのように。

  　一色にはすでに火が点ついていた。むつきから二メートルほどの距離だ。胸をつかんだまま倒れこんでいる姿。その姿がまるまる炎に包まれている。

  　むつきは身体を這はわせて、なんとか逃げようとする。しかし、どうがんばっても数センチ刻みでしか動けない。

  「う、うう、ううううー……！」

  　目に、ガソリンが染みる。

  　火に触れたら終わりだ、という緊張感で、今にも頭がどうにかなりそうだった。

  　木きの下したは火勢に驚いたのか、すでにスライドドアのところにもいないようだった。むつきは焼け死んだと思ったことだろう――しかし、遠からぬ未来、そうなることは明白だ。

  　倉庫中の気温が、一気に上昇した。

  　むつきの身体を熱気が包んでいく。

  　――圭けい悟ご……君は、死ぬな。

  　助けに来てくれなかった圭悟のことを、恨むような気にはなれなかった。ついさっきまでは恨んでやるつもりだったのに。

  　それが不思議と今は、圭悟がこのまま教団から手を引いてくれることを願っていた。

  　――死んでしまっては、すべて終わりだから。

  　父である二ふた見みのことでもなく、死んでしまった五十嵐いがらしのことでもなく――なぜか圭悟のことが頭に浮かんだ。

  　――できれば教団から手を引いて、生きのびて……。

  　二に上じよう山さんでの事件のあと、むつきは圭悟をパートナーだと認めた。

  　そうすることで――やはり結果的に、巻きこんでしまった。それをむつきは後悔した。

  　こんな惨みじめな死に方なんて、させちゃいけない。

  「うう……」

  　ついさっきまで冷えこんでいたのが、うそのようだ。乾燥しているからだろう、隅に積まれた木箱からも盛んに火が噴ふきはじめている。

  　そして、部屋に舞う、火の粉こ。

  「ううううううう！」

  　身体中を突っぱって、力を入れても、手首に、足首に巻かれた紐ひもがきつく食いこむだけだった。ちぎれそうなほどに痛い。けれども、手足がちぎれたって生きのびることのほうが大事だ。

  「ううううううう！」

  　身体をひねり、抜けだそうと最後の力をふり絞しぼる。手がぬるりとするのは、ガソリンのせいか、血が流れているせいか。

  　倉庫内に黒煙が満ちて、むつきの肺にも入りこんだ。急にむせて、頭がふらふらする。

  　――くそ、切れろ、切れろ、切れろ！

  　しかし一向に、むつきの束縛が外れる気配はなかった。

  　動けば動くほど、空気の薄さに頭がぼうっとする。

  　視界が霞かすんでいく。

  　もはや、これまでか――。

  　観念しかかったむつきは、木々の燃える音の向こうから、かすかに声を聞いた。

  　――間ま宮みやさん、どこにいますか――間宮さん――。

  　と呼ぶ、圭けい悟ごの声を。
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  　圭けい悟ごは留る亜あとふたりで、工場の敷地内を走りまわっていた。

  　声を上げて捜すことには抵抗があったが、むつきの電話がとぎれてから一時間半は経たとうとしている。とにかく捜しだすことが先決だった。

  「いない。どこだよ、間ま宮みやさん……」

  　荷物を搬はん送そうするためのフォークリフト、梱こん包ぽう材らしいスポンジの山、スモールサイズのクレーン……建物と建物の間には、そんなものが散らかっている。

  　走っても走っても、どこにも人のいる気配がしない。

  　思っていた以上に敷地は広く、建物の高さもあるので見通しが悪い。そして、なんと言っても暗い――。

  　工場内の電灯は沈黙している。圭悟が持ってきた懐中電灯だけが頼りだった。

  「――鶴つる見み」

  　ふと、留る亜あが立ち止まる。

  　留亜はふたりの走ってきた後方をにらんでいる。

  　吐く息が、闇やみに白く浮かんでいる。

  「――火……？」

  「火？」

  「ずっと向こう、ほんのすこし明るい」

  　圭けい悟ごは留亜の指すほうに目をこらした。

  　建物の屋根の上。

  　わずかに明るいような――それに、圭悟の鼻がなにかを嗅かぎとった。

  「これ、煙じゃないのか……？　行ってみよう」

  　うなずいて、留亜も走りだす。

  　地面はコンクリで打ちっぱなしであり、平らではある。けれどもところどころ段差があるので、転ぶのに気を遣つかいながら走るのは一苦労だった。

  　懐中電灯の照らす白っぽい地面が、舐なめるように先へ先へと進んでいく。

  　百メートルほど走ったところで、圭悟ははっきりと、焦こげ臭いにおいを感じた。

  　そしてその直後、建物の切れた先に赤々と染まった地面が見えた。

  「あそこだ！」

  　残りわずかの距離を、一気に走りぬける。

  　そしてふたりは、立ち止まった。

  　倉庫――。

  　業ごう火かに包まれている。

  　ふたりを赤く照らし――不意に、周囲の温度が数度上がったように感じさせる。

  　鉄筋でできているのかと思ったが、建材は木材なのかもしれない――それに乾燥しているせいもあって、勢いよく燃えている。

  　このまま燃えれば、程なくして屋根が落ちるか壁が崩れそうだ。

  「まさか――このなかに？」

  　考えをめぐらせる余裕などはなかった。

  　圭悟は倉庫に駈かけよる。予想以上の熱気が吹きつけてくる。

  「横――あそこに窓がある」

  　圭悟は、二メートルほどの高さに窓があるのを発見した。

  　離れた場所にあった、なかば朽くちた事務用のイスを引きずってくる。そこに乗って、窓に手を伸ばした。

  「っつ――」

  「大丈夫？」

  　熱い。けれども、確認しておかないと。

  　コートの裾すそで指をガードして、窓を引くと――思いがけずがらりと開いた。

  「誰だれかなかにいますか――げほっ」

  　黒煙が噴ふきだしてきて、圭けい悟ごの目に飛びこんできた。

  　目が痛い。染みる。

  「く、だ、誰かいます――げほげほっ」

  　咳せきこむ圭悟は、そのとき、くぐもった声のようなものを聞いた気がした。

  「……いる」

  　首をつっこんだ。途端に視界が黒煙に遮さえぎられる――。

  　しかし圭悟は、その倉庫の中央に見た。

  「間ま宮みやさん!!」

  　倒れている。

  　縛られているのだ。

  　あれでは動けないだろう。

  　圭悟はイスから飛びおりた。そして倉庫に沿ってぐるりと走っていく。

  「鶴つる見み、鶴見！」

  　後ろから留る亜あの声。

  「河合かわいさん、水を集めて！　できるだけ！　なんでもいいから！」

  　そして、倉庫の正面――シャッターの前へと来る。

  　しかしシャッターからは強烈な熱気が噴出しており、近づけない。

  「――こっちか！」

  　鉄扉の入り口を圭悟は見つけた。半開きの扉を蹴けりとばし、なかへ飛びこむ――。

  「ぐほっ」

  　煙がすさまじい。

  　身体を伏せ、地べたに這はって圭悟は進む。目が痛い。袖そででごしごしとこする。

  　進んだ先に、スライドドアを見つけた。そこから煙が噴きでている。

  「ま――間宮さん……間宮さん！」

  　声が出にくい。圭悟はスライドドアの前に立つ。窓と同じ要領で、コートの裾をのばして片側をつかむ。

  「おおおおっ！」

  　全身に力を込める――けれども、どこかがつっかえているのか、びくりともしない。

  　圭悟は逆のドアをつかむ。そして力を込める――。

  　音を立てて、ドアが開いていき――同時に煙が圭悟を襲う。

  「ぐ」

  　目を開けていられないほどに、痛い。

  「間ま宮みや、さん……！」

  　見える。はっきりと見える。

  　唯一、火の手が及んでいない倉庫の中央に、横倒しになったむつきがいた。

  　そして圭けい悟ごを見ている。

  　怒っているようにも見える。あるいは、喜んでいるのかも。

  　けれども、強い意志を持った目だ――。

  　生きている。

  　たしかに、生きている――間にあった。

  「今、助けます……！」

  　圭悟は倉庫に飛びこんだ。

  　とてつもないほどに、熱い。

  　むつきの手前に、燃えさかる塊かたまり――人の身体があった。ぴくりともしないところを見ると、すでに息絶えているようだ。放っておくしかない。

  　圭悟は手前の炎を飛びこえて、なかに転げた。起きあがると、脳を直接ひっぱたかれたかのようにぐらりと視界が揺れる。温度は高く、酸素も少ない。

  　むつきのそばに駈かけより、圭悟は猿ぐつわをとってやる。
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  「大丈夫ですか」

  　涙目のむつきが――それは煙のせいなのかどうかはわからないけれども、言った。

  「……これが大丈夫に見えるとしたら、眼科に行ったほうがいいわ」

  　にやりとして見せた、弱々しい強がり。

  　むつきの手首に巻かれた、ビニール紐ひも。それをほどこうとしている圭けい悟ごに、むつきが言う。

  「気をつけて――ガソリン、かけられた」

  「……かけられた？」

  「ちょっとでも火に触れたら、私は火だるまよ」

  　この熱気のさなかであるにもかかわらず――圭悟は背せ筋すじが冷たくなった。

  　そんなむごい仕打ちを、誰だれがしたというのか。

  「わかりました。ほどいている余裕はありません。出ましょう」

  　圭悟は言って、立ちあがる。

  「出る、ってどうやっ――」

  　脱いだコートを、むつきにかぶせる。

  「火の粉こは、避けられます」

  　そしてコートでぐるりとイスごとかぶせるようにする。そして、むつきを両腕で抱きかかえるようにして一気に持ちあげた。

  「無茶よ！」

  「一秒でも早く出ます」

  　腰に来る――さすがに重い。

  　しかも、視界は安定していない。

  　けれどもここに留とどまりつづけることのほうが危険だ。

  　踏みだした足下が、ぐらりと揺れる――まるで一段忘れていた階段を踏みこんだように。

  「わっ」

  「――平気です」

  　足をふんばって持ちこたえる。

  　露出した肌の表面が熱い。

  　極度に乾燥した髪が、逆立つような感触。

  　圭悟は歩いていく。

  　燃えている死体を避けて通る。

  　さっきジャンプした、火の前で、立ち止まる。

  　ごくり――つばを飲みこみ、踏みだした。

  　火を踏むと、一瞬その部分の火が、横にふわりとどいて――直後、圭悟のスニーカーに火の触しよく手しゆがからみつく。

  　熱い――。

  　熱い熱い熱い熱い痛い痛い痛い痛い。

  　叫びたいのをこらえる。

  　むつきだって、降ってくる火の粉この恐怖に耐えているのだ。

  　――耐えろ……耐えろ……耐えろ……耐えろ……。

  　歯を力の限り食いしばり、圭けい悟ごは歩いていき――スライドドアから外の通路に出た。

  　両足が、ずたぼろに切り裂かれたように痛い。

  「倉庫の、外に……出ます」

  　それだけ言うのが精一杯だった。

  　出口までの一〇メートル程度が、異様な距離に感じられる。

  　踏みだす足に激痛が走る。

  「鶴つる見み！」

  　入り口に留る亜あが見えた。留亜の手に――バケツ。

  「――うわっ！」

  　思いっきり水をかけられる。

  「ズボン、火が点ついてた」

  　留亜に導かれて、むつきを抱えたまま圭悟は外に出る。

  　外の清浄な空気が身体を包むのを感じた。

  　まだ――安心はできない。

  「離れよう。急い――」

  　地響き。

  　倉庫が崩れていく――。

  

  

  　屋根が落ちるのを見送ったとき、さすがに呆ぼう然ぜんとして三人はその様子を眺めていた。

  　留亜は立ったまま。

  　圭悟とむつきは、地べたに座りこんで。

  「……騒ぎに巻きこまれる前に、離れよう」

  　むつきは立ちあがり、解放された手首と足首をぶらぶらとさせながら言った。傷はついていたが深ふか手でではなく、歩くのも問題ないようだった。

  　もちろん――髪の毛はぼさぼさで、身体中すすだらけで、しかもガソリンのにおいでとんでもないことになってはいるのだが。

  「立てるか」

  　むつきに手を差しのべられ、

  「なんとか……つっ！」

  　圭けい悟ごは立ちあがろうとして、顔をしかめた。

  　足や手のあちこちにやけどを負っていた。留る亜あにさっさと水をかけてもらったことは感謝しなければならない。

  　工場の水道は止まっていたが、雨水の溜たまったバケツを見つけたらしい――おかげで、落ち葉や草の切れ端などで圭悟の身体もどろどろだった。

  「肩を貸してやる」

  「すみません……」

  　足を踏みだすと、やはり痛みが走る。

  　圭悟がむつきに右腕を回すと、左側には留亜が来た。

  「ごめん」

  　言うと、留亜は無言で首を振った。

  　歩きだすと、先ほどまでは暑くてたまらなかったのに、ずぶ濡ぬれの身体は突如として寒くなってきた。

  　汚れている身体であるにもかかわらず、留亜がしっかりと支えてくれている。

  　むつきはむつきで、ぶっきらぼうながらも腕をつかんでいてくれるのだけれども。

  「……私があの倉庫で見たこと、話すわ」

  　むつきは、一いつ色しきが撃たれて死に、三さえ枝ぐさが影で糸を引いていた――と言った。

  「木きの下したは逃げたのね。やつには私が死んだと思わせておきたい。――だから、警察に保護を頼むのは止やめて、自力で逃げましょう」

  　それは一理あるのかもしれない。

  　すくなくとも、むつきは殺されかかったのだ。それが生きのびていたとしたら、もう一度、殺しに来るのではないか――。

  　工場の入り口まで戻ってきたとき、三人の耳に遠くから響くサイレンが聞こえてきた。

  「――パトカー。いや、消防車？」

  　むつきがつぶやいた直後に、

  　――あっちだ、火事だよ火事！

  　数人の声が聞こえてきた。この付近で働いている人間だろうか。

  「早く行きましょう」

  　むつきは言ったが――圭悟の足のせいで、動きが鈍にぶっているのは事実だった。

  「すみません……俺おれのせいで」

  「謝ることなんて――」

  　三人が、通用口から工場の敷地外に出たときだった。

  　一台の乗用車が、こちらへ向かって速度を上げている。

  　暗くら闇やみに光るヘッドライトが、三人を照らしだす。

  「パトカー!?」

  「いえ、違う、あれは――」

  　甲かん高だかい音を立てて、急ブレーキ。

  　そして、運転席から飛びだしてきた、人物。

  「乗りなさい。面倒なことになる前に――急いで！」

  　ここで目にするとは、圭けい悟ごは思いも寄らなかった。

  『劫ごう光こうの道みち』の広報担当者――仲なか根ねまどかは、相変わらずのパンツスーツに薄いメガネといういでたちで、冬の街路に立っていた。

  　ぽかんとしている圭悟たちにまどかは言った。

  「ああー、もう、ひどい有あり様さまね。あんまり汚さないでよ……こんなことになるならビニールシートでも持ってくればよかった。ほら、早くする！　放火の容疑で捕まりたいの？」
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  　それから三十分ほどして、仲なか根ねの東京の住まいだという、隅すみ田だ川がわ沿いのマンションへとやってきた。

  　圭けい悟ごは途中で愛あい香かに電話をかけ、なんとか無事にむつきを助けだしたことを報告。足のケガは――明日、説明しようと決めた。

  　車に乗りこんだときと同じく、留る亜あとむつきに肩を貸してもらい、地下の駐車場からエレベーターに乗りこんだ。

  　よく見ると、まどかはむつきとはなるべく物理的な距離を置こうとしている。

  「ち、近寄らないでくれる、疫やく病びよう神がみ！」

  「近寄ってないでしょ」

  「同じ空間にいて同じ空気を吸うだけでもいやなのに！」

  「じゃあ来なきゃいいのに」

  「ここは私の家！」

  　エレベーターのなかでわめきながら、五階へ。

  　２ＬＤＫの、夫婦で住んでも問題なさそうなほどの広い部屋だった。

  　玄関から真まっ直すぐの廊下、正面にはリビングとダイニング。仕切りは壁ではなく二枚のガラス張りになっており、間には赤い花びらが散っている。

  　木材を利用したインテリアが多く、ほかは白と黒のモノトーンでまとめられた、現代風の住居――圭悟からすれば、生活感がないような気がしないでもないのだが。

  　フローリングのリビングは広い。

  　二脚のソファに腰を下ろすときも、この汚れた服装でいいのだろうかと圭けい悟ごが思わず躊ちゆう躇ちよしてしまうほど。

  「圭悟くん、足、薬塗ぬっておこうか」

  　まどかがそばにやってくる。

  「あ、はい。……あの、仲なか根ね先生」

  「なに？」

  「……いろいろ聞きたいことはあるんですけど」

  「うん」

  「……どうしてニヤニヤしてるんですか!?　それになまめかしく動いているその指はなに!?」

  　腕まくりして舌なめずりしているまどかである。

  「やけどしたところに、薬塗らないといけないでしょ？」

  「……ええ」

  「脱がさなきゃね、そのジーンズ！」

  「ひいいいい！」

  　エサを見つけたハイエナのようにまどかが飛びかかってくる。

  「ちょ、や、やめ、河合かわいさん助けて！　助け――ってなんで興味深そうにしげしげと見つめてんの!?　俺おれ、今日一番の危険な状況だよ!?」

  「留る亜あちゃんはそこでおとなしく見てなさい！　ここは大人の私の仕事――がふっ」

  　まどかの後頭部に、むつきのケリが入る。

  「……発情するなら出会い掲示板にでもアクセスしてなさい」

  　圭悟は難を逃のがれ、「着替えて」と、まどかのものらしいピンク色のジャージを渡された。

  　――この家でこんなジャージを？

  　まどかは圭悟を、バスルームの横の脱衣所へと案内した。

  　洗面台もあるところで、まどかが行ったのを確認してから圭悟はジーンズを脱ぐ――。

  「ぶっ」

  　ちょうど視線の高さにある、乾燥機。

  　なかにはまどかの、色鮮やかな下着が詰まっていた。

  「……デリカシーの欠片かけらもないな……」

  　圭悟は、やけどに触れないようジャージに穿はきかえてリビングへと戻った。ピンクのジャージを見てむつきが「ぷぷぷぷ」と噴ふきだしたが無視。

  　ソファに腰を下ろして濡ぬれたタオルで足回りを拭ふく。やけどの程度はそこまでひどくはなかったが、あちこちが赤くただれ、水ぶくれになっている。

  「私もこんななりじゃ気分が悪い――シャワー借りるわ」

  　むつきが言うと、まどかは眉み間けんに皺しわを寄せて、

  「あなたに貸す水なんて一滴もないんだけど、その薄汚れた格好で歩かれるほうがいやだから、しょうがなく、ほんっとうにしょうがなく、シャワー貸してあげる」

  「……もっと人間味あふれる対応はできないのかな。あんたのところの教団の教えは、困っている人間を見捨てろってことだっけ」

  「『間ま宮みやむつきは例外』って私の教典には書いてあるの。残念ね」

  　いがみあいながらバスルームへとふたりが歩いていく。

  「……すごい悪口の応おう酬しゆうだ」

  　圭けい悟ごがつぶやくと、

  「女は、怖い」

  　ぽつりと留る亜あが返した。

  　留亜は圭悟の横にやってきて、塗ぬり薬のフタを開けた。そして薬を、圭悟の足にゆっくりと塗ってくれる。

  　火ほ照てった足に、冷たい感触が気持ちいい。

  「あ、ありがと――でも、自分でやれるよ。っつ」

  「痛かった？　体勢、楽にしてて」

  　圭悟は、言葉に甘えてソファに身体を横たえる。

  　スニーカーはぼろぼろになっていたので替えなければならないが、これなら明日には、ふつうに歩くぐらいはできそうだ。

  「……しばらく、体育は見学だなあ」

  　言うと、こくりと、留亜がうなずくのが見えた。

  　そしてバスルームからまたいがみあう声が聞こえてくる。

  「洋服貸しなさいよ」

  「いやよ！」

  「シャワー浴びたのに同じ服着たら意味がないでしょうが」

  「……勝手にしなさい！」

  「うわー、なにこの下着の趣味、ありえないわ……。女子高生ならまだしも、この年になってこんな色のつけてるわけ？　ねえ、あんたの趣味？　それとも誰だれかの好み？」

  「う、ううう、うるさいわねー！　黒の下着ばっかりつけてるむつきに言われたくないわよ！　いやならノーブラノーパンでうろついてなさいよ！」

  「な、バカじゃないの!?」

  「バカはあんたでしょうが！」

  　大人の女とは思えない言葉の応酬がそれから五分ほど続いた。

  

  

  　むつきがバスルームから出てくると、プリントＴシャツにジーンズという服装だった。室内は空調と床暖房でぽかぽかと暖かくなっている。

  「ビールないの？　ねえ、一本ぐらいあるでしょう。――あ、あった。飲むわよ？　いい？」

  「勝手にしなさいよ、もう！」

  「タバコは？」

  「あるわけないでしょ！」

  　またも騒がしいやりとりをしながら、むつきはソファのほうへやってくる。

  　圭けい悟ごの隣に留る亜あが座り、もう片方のソファにむつきが座る。まどかは離れたところに立っていた――やはり、むつきへの苦手意識が抜けないのだろうか。

  　その割りにさっきまでのやりとりは幼なじみ同士のそれにしか見えず、圭悟にとってまどかとむつきの関係が、どこかいびつに思えた。

  　本当は、争うべきではないふたりが、無理をして争っているのではないか――。

  　――でもそれって、やっぱり本人たち同士で解決するべき問題なのかな。

  　圭悟は自分の思いつきを、とりあえず横に押しやった。

  「それで――『劫ごう光こうの道みち』の人間であるあなたが、あの場所にやってきた理由を、教えてもらおうかしら」

  　缶ビールのプルタブを引きながら、むつきは言った。

  「その前に聞いておくけど……むつき、あなたが圭悟くんに言ったのはほんとうのことなのね？　木きの下したが……一いつ色しき先生を……」

  「ほんとうよ」

  「でも証拠はない、そうね？」

  「……カメラは壊された」

  　むつきは言った。しかし――、

  「これはある」

  　テーブルに張られたガラスの上に、銀色の、ライターほどの大きさのものを置く。

  「なに、これ？」

  「ＩＣレコーダーよ」

  「音声を録とっていたの!?　どこに隠してたのよ。一色先生がいたならポケットは当然探られたんだろうし――」

  　ふふ、とむつきは笑った。

  「ここ」

  　そして、Ｔシャツの胸元をぐいと引き、そのなかを指さす。

  「む、胸の……谷間？」

  　圭悟が聞くと、イエス、とむつきは指さした。

  「そんな!?　だって……だってむつき」

  　驚きよう愕がくに満ちた表情で、まどかが叫ぶ。

  「あなたそんなに胸ないでしょ!?」

  「殴なぐられたいのかあんたは！」

  「ふたりとも……コントはもう結構ですから」

  　圭けい悟ごが言うと、同おない年の女ふたりがきっ、と圭悟をにらみつけ、

  「コントじゃない！」

  　と、コントばりに声をそろえて言った。

  「ともかく――録とりっぱなしだったから、どこまで録れたかはわからないけど……一いつ色しきを殺害したときの銃声は完かん璧ぺきに入っていると思う」

  「……わかった」

  　まどかは納得したようにうなずいた。

  「こっちの事情を話すわ。私があの工場に向かったのは、ご託たく宣せんがあったからよ」

  「くららの、ご託宣？」

  　驚くむつきに、圭悟は言った。

  「あの、俺おれたちも――真しん劫ごう院いんくららじゃないかとおぼしき少女に、『東京ラインロック』という場所を教えられた……みたいなんです」

  　そして圭悟は、『ＱＯ』のゲーム内で、絵え璃りが聞いたことを話した。

  　まどかが、たいして否定するでもなく言う。

  「実際にくらら様がゲームをやっていたとは思わないけど、それは絵璃ちゃんがご託宣を受けたってことじゃないかしら」

  「インチキのご託宣、ね」

  　横からむつきが口を挟はさみ、まどかがぎろりとにらみつける。

  「……私は、そこになにがあるかは聞いていなかったの。くらら様が、ただ、そこに行けとおっしゃったみたいで――四よつ谷や先生が私に教えてくださった。そこで、あなたたちを見つけた、というわけ」

  「私たちのトドメを刺してこいってことだったんじゃないの」

  　冷やかすようにむつきが言うと、まどかは首を振る。

  「そんなご託宣を、くらら様が発するわけはないわ」

  「でも、一色を使って殺人はさせるじゃないの」

  「……そのご託宣を、ほんとうにくらら様が発しているのかどうかは、わからない」

  　まどかは、注意深く聞かなければ聞きのがしそうな声で、そう言った。

  「……どういうことよ」

  「くらら様がご託宣を直接聞くのは、ごく限られた人間だけ。そのほとんどが、『五人組』の先生だけなのよ。そしてくらら様は自分のお言葉を、二度は言わない。一度聞けば――聞いた人間が、それを実行するかどうか判断しなければならない」

  「いくらでもうそをついてご託たく宣せんをでっちあげることができるってこと？」

  「そこまでは言わないけど……」

  　まどかが言いしぶると、むつきは考えこむようにしてビールを口元に運んだ。

  「……まどか、あなた、私たちになにをさせるつもりなの」

  「なにをさせる……？　なによ、それ」

  「話し過ぎよ。教団にとって敵であるこの私に、そんな内部事情を話すなんて、どうかしてるわ。私をミスリードしようとしているとしか思えない」

  「ミスリード、か……。たしかに、私はあなたになにかをさせようとしているのかもしれない。でも、それは私の意志じゃない」

  「じゃあ、誰だれの――」

  「くらら様が、そうさせようとしているのかもしれない」

  　圭けい悟ごの脳裏に、くららの姿がよみがえる。

  　同じ人間であり、しかも年齢もぐっと低い少女であるはずなのに、不思議な存在感を持っていた。

  　近づけば遠く、離れればそばにいるような――すぐに忘れてしまいそうで、そのくせいつまでも忘れられない。

  　そして、あの目。

  　吸いこまれそうな目であり、じっと見ていると、気持ちの奥底に沈んでいる澱おりをかき乱されるような――。

  「……変な感じ」

  　ぽつりと、留る亜あが言った。

  「出来事はひとつしか起きていないのに、思惑がいくつもあって、それぞれが違うほうを向いている」

  　むつきも、まどかも、留亜の言葉には返答しなかった。

  　けれどもそのとおりだ、と圭悟は思った。

  　真しん劫ごう院いんくららの思惑。

  　三さえ枝ぐさ清せい三ぞうの思惑。

  　四よつ谷や玲れい子この思惑。

  　仲なか根ねまどかの思惑。

  　間ま宮みやむつきの思惑。

  　木きの下したや、尾お花ばなの思惑。

  　まったく、噛かみあわない――。

  「……なにか、私の知らないなにかがあるのかもしれない」

  　まどかが、つぶやいた。

  

  

  　むつきはまどかのマンションに残ると言った。まどかはいやがったが、しかたがないとあきらめ半分でそれを許可した。

  　圭けい悟ごと留る亜あは、マンションの外でタクシーをつかまえた。自宅まではかなり距離があったが、まどかにタクシー代を握らされ、

  「身体で返してね」

  　などと言われてタクシーに放りこまれた。

  　タクシーの窓から、流れる景色を見ながら圭悟は考える。

  　二に上じよう山さんでの別れ以来、もう、バカみたいな話もできないと思っていた仲なか根ねまどかとの、意外な場所での再会。

  　今日のことは、もうすこし事態がはっきりするまで、まどかも、むつきも、圭悟たちも、口外しないということで停戦協定を結んだ。

  　――犬けん猿えんの仲かと思ってたのに、あのふたり、割りと仲がいいんだな……。

  　むつきとまどかのことを思う。

  　幼なじみのふたりなのだから、当然なのかもしれない。けれども、だからこそ、『劫ごう光こうの道みち』に関することでは極端な対立を見せるのだろう。

  　――それにしても、今日は、疲れた……。

  　目を閉じると、急に睡すい魔まが襲ってきた。

  　がくりと眠りに落ちた圭悟の身体が、留亜にもたれかかる。一瞬、驚いたような顔をしながらも、留亜は圭悟の手に触れると、

  「……お疲れ様」

  　と静かに言った。

  　そしてしばらくして留亜も、睡魔に負けてまどろんだ。
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  　時刻は、午後八時になった。

  　尾お花ばな秀しゆう五ご朗ろうは人影もまばらになったオフィスビルの並ぶ一画を歩いていく。

  　身を切るように冷たい風――。

  「尾花さん」

  　声をかけられ、立ち止まる。左手の街路樹の陰にひとりの女性が立っていた。

  「やあ、元気そうでなによりだ」

  　小柄な女性だった。黒髪は肩よりも長く、軽く波打っている。セーターの上にダウンジャケットを着ていた。胸元には、『プロジェクトＱＯ』の入館証がぶら下がっている。

  「こちらへ」

  　尾お花ばなは彼女について歩いていく。裏口には鉄の扉がふさがっていたが、ＩＣカードをかざすとなかに入ることができた。

  　清掃業者や飲料のベンダーが使うエレベーターで、十二階へと向かう。

  　十二階に降りると、尾花もよく見慣れたフロアがあった。

  　尾花がプロデューサーであったころ、毎日――そう、ここに来ない日は年に数日しかなかったほどだ。

  　廊下に視線を走らせ、奥へと進む。尾花は一番奥のミーティングルームに通された。

  「……ずいぶん静かだな」

  「誰だれもいないはずですが、念には念を入れています。これが最新の、管理者アドミンのＩＤとパスです。ちょっとフロアの様子を見てきますね」

  　彼女は尾花にメモを渡すと、去っていった。

  　ミーティングルームは、二十人近くを収容できる縦長の部屋だった。一番奥はガラス窓になっており、夜景が見える――が、今はそんな余裕はない。

  　尾花はイスに腰を下ろした。目の前には電源の入れられたパソコン。

  　電気を点つけていない部屋は、暗い。ディスプレイの光源が、尾花の顔を青白く照らす。

  　メモを見ながら、ＩＤとパスワードを入力する。

  　どこかに貼はってあったものなのか、紙にはビニールテープの跡があった。

  　ＯＳが起動する、わずかな時間――尾花はひとり、考えにふけっていた。

  　尾花がこの会社にいたころ、『劫ごう光こうの道みち』に接触していたことを彼女は知っていた。今いま西にしさゆり以外の数少ない人物。

  　やがて尾花は一いつ色しきに殺されそうになり、教団から追われるようになった。

  　すると彼女は、

  　――やつらに一ひと泡あわ吹かせてやりましょう。

  　と協力を申しでた。

  　そのとき尾花の思考は、なにかに引っかかった。魚の小骨が喉のどに引っかかるように。

  　目の前ではＯＳが立ちあがったところだった。

  　――私の行方をつかめなくなった教団は、彼女に接触した。彼女が私の仕事をひき継いだことは教団も知っている。新たな布ふ教きよう手段としてオンラインゲームに目をつけた……。

  　尾花は社内のサーバーにアクセスし、プログラムコードの格かく納のうフォルダに接近する。

  　――腹立たしいことに、その見込みはなかなかいいところを突いている。

  　見つけた――これが、最新の開発ソースだ。

  　――私のゲームを布ふ教きように利用することなど、断じて許さん。

  　一般的に、オンラインゲームは、ゲーム内での営業行為や布教活動を禁じている。

  　それはゲームの世界観を壊すだけでなく、ゲーム内でのコミュニケーションを、運用側が管理できない方向へ誘導される危険性もあるからだ。

  　純粋にゲームを楽しんでもらいたい――どんなゲームであれ、クリエイターはみんなそう考えているはずだ。

  　それをぶち壊すような真ま似ね、させるわけにはいかない。

  「これが……来週のアップデートファイルか。パッチも作成済みだが、テストプレイはこれからだな……？」

  　教団が『ＱＯ』を使ってどうやって布教しようとしているかは、よくわかっていない。ただ、ゲーム内に巨大な建築物をつくっているという。

  「『神かみの社やしろ』とリンクさせた、プロパガンダ……あるいは、もっと別のことをやろうとしているのか……？」

  　尾お花ばなはパッチファイルをひとつずつ見ていく。

  　建築物の完成イメージや、その周辺に及ぼす地形的な変化。

  　そして――そこに、あるはずのないファイルを見つけた。

  「これは！」

  　ムービーファイルだ。

  　まさか――尾花はこの瞬間、気がついた。

  　尾花が、プレイヤーを集団昏こん睡すいに陥おとしいれた、あの事件。

  　その再現をしようとしている。

  　しかも今度は、意図的にプレイヤーを集めて。

  　いや、まったく同じファイルではないだろう。尾花がつくったムービーが、「再生」のためのものだとするなら、ここにあるのはきっと――。

  　――『劫ごう光こうの道みち』を信じさせるような、なにか……？

  　尾花の背後の扉が、音もなく開かれた。

  　尾花はディスプレイに見入っている。

  　――しかしあのムービーのつくり方を知っているのは……。

  　黒い影が、室内に入ってくる。

  　足音もなく。

  　――たったふたり……ひとりは、さゆりだ。

  　そしてもうひとり。

  　女性。

  「木きの下したくん、私を殺す気かね」

  　びくりとして、影が足を止める。

  　黒い影――木下は、驚いたように言った。

  「いつ……気づきました？　私が――尾お花ばなさんを殺そうとしていることに」

  「恥ずかしながら、たった今だ」

  　イスに座ったまま、尾花はふり返る。

  「『劫ごう光こうの道みち』は布ふ教きようの一環として『ＱＯ』を利用しようとしている。しかし、ゲーム内に建築物をつくるだけでは物足りない。そこで――ムービーだ」

  　建築物の落成式を行う、とアナウンスすれば、好奇心旺おう盛せいなユーザーはわんさと集まるだろう。そのとき、人の意識を意図的に操作するムービーを流せばどうなるか――。

  「私がつくった、白しろ鳥とり伝説のそれではない。あれを流して満足するほど教団の連中――いや、三さえ枝ぐさはバカではない。君が……改変したんだろう。教団の教えに近い、なにかへと……」

  　ということはつまり――と尾花は続ける。

  「私は教団のことについて知りすぎているし、『ＱＯ』にとっても邪じや魔まな存在でしかない。そうか――ようやく気づいた。君はこの会社に入る前から信者だったのではないか？」

  「はい――夫婦そろって……」

  　にこやかに話す木下の顔。
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  「お話しになったことはほとんど正解です。さすが……」

  「さすが、と言いながら、その左手に持った包丁はなんだね」

  　ディスプレイの青白い光に照らされ、木きの下したの手にある包丁が光っていた。

  　化粧っ気のない、どこか幼さを感じさせる木下が、包丁を尾お花ばなに向けている――。

  　もちろん、刺すためだ。

  「……殺せるか、私を？」

  「殺すのではありません。尾花さんの魂たましいを救うんです」

  　そう言った木下は、薄笑いを浮かべていた。

  　これから起こそうとしている自分の行動に――一切の疑問も、罪の意識も持たない、顔。
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  　外でタバコを買ってから、むつきはマンションへと戻った。

  　まどかは、忙しそうにあちこちに電話をかけ、ＦＡＸを受けとり、また電話をかけ――と働いていた。むつきがそばにいることなど、まったくにおわせない見事な黙もく殺さつぶりだった。

  「三さえ枝ぐさには電話したの」

  　電話がとぎれたところで、むつきはたずねた。

  「当たり前でしょ、三枝先生の指示がないと私は仕事にならないもの――ここ、禁煙」

  　タバコをくわえ、今にも火を点つけようとしてたむつきに、まどかは言った。ベランダに追いだされ、冬の風に身を震わせながらむつきはタバコに火を点ける。

  「……三枝と話をしても平気な顔、か……。ずいぶん神経が図ず太ぶとくなったじゃないの。いいえ……私の言っていることに、まだ半信半疑なだけかな」

  　風に乗って煙が流されていく。

  　そのとき――不意に目の前が暗くなった。

  「うっ――」

  　耳元によみがえる銃声は、木きの下したが一いつ色しきを撃ったものだろうか。

  　鼻が嗅かぎつけたにおいは、ガソリンだろうか。

  「はぁ……はぁ……」

  　身体から汗が噴ふきでる。落ちつけ――と自分に言いきかせた。

  　タバコを持つ手が震えている。思っていた以上に、さっきの出来事が神経にきている。

  　――大丈夫。

  　冷えた夜風を肺に吸いこむ。

  　――うん、大丈夫だ。

  　むつきは胸元のペンダントを握りしめ、圭けい悟ごが助けに来たことを思いだす。このことを思いだせれば――大丈夫。

  　ちゃんと自分を気にかけてくれる人がいる。

  　そのことが、どれだけ助けになるだろう。

  「むつき、ちょっと早いけど――寝る？」

  　しばらくして、仕事が一段落したらしいまどかが、声をかけてきた。

  　むつきはタバコを、圭けい悟ごが残していった携帯灰皿に突っこんで、室内に戻る。

  「言っておくけど、ベッドはひとつしかないわよ。それは私が使うから、むつきは毛布抱えて好きなところで寝なさい」

  　いつの間にか、まどかはシャワーを浴びていたようだ。冷蔵庫からミネラルウォーターをとりだし、ペットボトルのままごくごくと飲んでいる。

  　ドライヤーで乾かした茶髪をはらりとなびかせ、シルクのパジャマを着ていた。

  「はあ!?　私、客でしょ？　客にベッド使わせないわけ？」

  「客は客でも、疫やく病びよう神がみに寝ね床どこ明け渡して接待する人間がどこにいるのよ」

  「私から見たらあんたのほうがよっぽど疫病神よ！」

  「さー寝よう寝よう。おやすみ」

  「ちょ、ちょっとまどか！」

  　走っていって、むつきはまどかの腕をつかむ。

  「さ、触るなっ！」

  「よしわかった、こうしましょう。――いっしょに寝ようか」

  「ぜ、絶対いやぁぁぁ！」

  「昔はよくいっしょに布ふ団とんに入ったでしょうが！　私だってこの年になってまであんたと同じベッドに入るのなんていやよ！」

  「床！　床は広いわよ！」

  「あんたが床で寝なさい！」

  「だからこの部屋の持ち主はわーたーしー！」

  　口論をすること十五分。

  　結局――、

  「はぁぁ……なんでこうなるのよ」

  「最大の妥協でしょ」

  　同じベッドに、足と頭を交互にして寝ることになった。

  　まどかの部屋のベッドは、ダブルベッドなのでふたりが寝ることぐらいは余裕だったりするのだが――顔をつきあわせて寝るのはごめんだ、というところでは、むつきとまどかの意見は一致している。

  「どうしてそこまでしてベッドで寝たいのよ……。どうせ研究室じゃ、ソファで寝てるんでしょう？」

  「……誰だれから聞いたの」

  　図ず星ぼしだ。しかも寝顔を圭けい悟ごに見られるという失態まで犯している。

  「意地よ、意地。あそこまで意い固こ地じに断られたら絶対ベッドで寝てやるって思うでしょ」

  　思わないわよ、と呆あきれたようなまどかの声。

  「……むつき、あなたこれからどうする気？　ＩＣレコーダーに証拠があるなしは別としても、一いつ色しき先生のことで、三さえ枝ぐさ先生を問いつめるの？　ううん、それだけじゃない……それを材料にして、教団を叩たたく気？　圭悟くんも、留る亜あちゃんも、深く関わりすぎちゃったから、あの子たちの前じゃ聞けなかったけど……」

  　むつきとまどかのふたりを、はっきり分けてしまう一線――それが『劫ごう光こうの道みち』だ。

  　ＩＣレコーダーに録音されている内容次第でもあるが、木きの下したの声が残っているのなら、有力な証拠になる。だがそれを、まどかのパソコンを借りて確認するのもどうかと思えた。

  　ノートパソコンの類たぐいはもちろん持ってないし、携帯電話だって倉庫でとりあげられていたのか、なくなっていた。そのせいで、尾お花ばなとも連絡がとれていない。

  　さしあたっては、まどかの部屋に滞在して様子を見ることが一番よさそうだ。

  　――私はひょっとして……まどかに甘えようとしているの？

  　初めて、そんな考えに思いあたった。

  　むつきの視界が、再度暗くなる。

  　目の前に――倉庫で起きた出来事がよみがえる。

  　乾いた発砲音。目を開くと、苦しみにもがく一色の顔――そして、倒れこむ。

  　ガソリンをかけられ、倉庫に火を点つけられた。あと一歩間違えれば死んでいた――。

  「……むつき？」

  　はっ、と気づくと、上半身を起こした自分がいた。

  　そして向かいには同じように、上半身を起こしたまどかがいた。

  「どうしたの。震えてるわ」

  「なんでもない……」

  　むつきはそう言って、身体を倒した。まどかのため息。

  「いつまで経たっても強がるわね……。圭悟くんと接触してもその辺は変わらない、か」

  「圭悟が、なに」

  「あの子は頑固よ。頑固だけど……底抜けに優しい。鈍感な性格だと思ったら、意外なところはちゃんと見ていて驚かされることもある。矛盾しているようだけど、そういった要素が全部、圭悟くんのなかに詰まってる。――思いあたるところ、あるでしょ？」

  「ない」

  　そのとおりだと思ったが、むつきは強がりを言った。

  　再度、まどかのため息。

  「素直に甘えられない性格ってのも、損よね」

  　それから、布ふ団とんのなかでまどかがもぞもぞと動きだした。

  「なに――」

  「ふぅっ」

  「わ！」

  　むつきの真横に、ぴょこんと飛びだすまどかの顔。

  「こうやって頭並べるのなんて――すくなくとも十年はなかったわね」

  「な、なんのつもりよ……まさか、あんた、女にまで手を――」

  「出さないわよ！　どれだけ私が飢うえてると思ってるのよ!?　私は……メガネしてないと、見えないから」

  「え？」

  「電話だと私、あなたとしゃべれるでしょ。あれ、顔が見えてないからなのよ。今は暗いしメガネとると全然見えないから――だから大丈夫」

  「……私も嫌われたものね」

  「自分のやってきたこと、よく考えてみなさいよ」

  　呆あきれたように言ってから、不意にしんみりとした声でまどかは言った。

  「……こんなことできるの、これで最後かもしれない」

  　もう、お互い戻れないところまで来ている。

  　むつきは『劫ごう光こうの道みち』の批判者として、まどかは『劫光の道』の弁護者として――。

  　ふたりは今、同じ天井を見ていた。

  　それなのに見えているものは違っていた。

  「ねえ、まどか……一いつ色しきのこと、どれぐらい知ってるの」

  「……誰だれを殺したかとか、なにをしたとかは、よく知らないわ。でも、『五人組』である、三さえ枝ぐさ先生、四よつ谷や先生、二ふた見み先生が接触していることは知ってる」

  「犯罪に荷か担たんしていることを知っているのなら、下へ手たしたら共犯で取り調べを受けて――立りつ件けんされるかもしれないのよ。それに逃亡幇ほう助じよの罪もある」

  「それぐらい承知しているわ。……ふーん。珍しいこともあるものね。むつきが私のこと心配してくれるなんて」

  「し、心配なんてするわけないでしょ」

  「いっぱしに照れてるの？　やだ、かーわーいーいー――ひゃっ!?」

  　ばしんと、むつきに頭をはたかれる。むつきはそのまま、まどかに背を向けた。

  「ふざけるのもたいがいにしなさい！　誰があんたなんか……」

  　言いながらむつきは――たしかにまどかのことを心配していた自分に気づく。

  　覚悟している、とまどかは言う。

  　ならばしょうがない――そう思う一方で、むつきの心の奥で、なんとかしてやりたいという気持ちが湧わいてくる。

  「ねえ、むつき……」

  　まどかが、むつきの背中に語りかけている。

  「私は、『劫ごう光こうの道みち』っていう組織そのものにはあまり興味がないの。私が信じているのはくらら様だけだから。……むつきは否定するけど、くらら様が、ほかの人間にはない力を持っているのは事実。それを、超能力と呼ぼうが、神じん通つう力りきと呼ぼうが、呼び名はなんでもいい。うさんくさいことじゃない、実際に起きている現象なの。そのくらら様が話すことを、もっといろいろな人に広めたいと思っているだけ……」

  　むつきは、答えない。

  「私は、後悔してないよ。心配してくれて……ありがとう」

  　その言葉を最後に、室内には沈黙が訪れた。

  　しばらくして、まどかの寝息が聞こえてきた。
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  第四章　パートナー

  



  
    １
  


  

  　明け方――うるさいほどの、鳥のさえずり。軽やかで丸いさえずりは、朝あさ靄もやの残る木々の間をすり抜け、清せい冽れつな空気に溶けこんでいく。まるで、無色透明のビー玉を、水を張ったグラスに沈めていくかのように。

  　障しよう子じを張ったその部屋にも、朝の陽光が降りそそいでいた。それがなければ部屋の温度は零度ほどにもなっていただろう。

  　格こう子しで十文字に切られた白の障子を背景に、三さえ枝ぐさが座っていた。

  　四よつ谷やは、三枝の隣に座る二ふた見みに視線を向けたが、二見は相変わらずなにを言うでもなくまるで無関係であるかのような顔をしていた。

  「一いつ色しき先生が死んだことについては、三枝先生はなにもご存じないということですね？」

  　昨夜の深夜ニュースで、指名手配犯である一色巽たつみが、工場の火事跡から焼死体で発見されたと報道されていた。四谷はそのとき初めて一色の死を知った。

  「もちろんです。私も突然のことに驚きました。てっきり四谷先生が保護をなさっているのかとばかり」
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  「一いつ色しき先生のサポートは私の仕事です。でも昨日は急に連絡がとれなくなって……」

  　四よつ谷やの歯切れが悪い。

  　それは、一色の動向を追えなかったことにたいする後悔だ。自分の目の届くところにいたら、こんなことにはならなかったはずだ――と四谷は思う。

  「連絡がつかなくなることは、たまにありましたから……油断していました。その点については私にも責任があると思います」

  「まあ、まあ。私は四谷先生の責任を追及しようなどとは考えておりません。一色先生は多くの人間から恨まれていた。それで、殺されたと考えるほうが妥当でしょう」

  「……昨日、一色先生が行動するようなご託たく宣せんは、なかったのですね？」

  「ありませんでしたよ」

  　三さえ枝ぐさは答える――いつもの微笑だ。

  「そうでございましょう、くらら様」

  　言って、三枝は奥の間に顔を向ける。

  　御み簾すが垂たれていた。その向こう、うつむき加減に座っている少女がいた。

  『劫ごう光こうの道みち』教祖、真しん劫ごう院いんくららは、いつものように神しん職しよくが着るような白の水すい干かんを羽は織おっていた。冠かんむりはつけていない。

  　三枝の言葉に、くららは、ほんのかすかにうなずいたように見えた。

  「四谷先生、申し訳ないが、私はアメリカ出張の報告をいろいろとまとめなくてはいけません。これで失礼させていただきますよ。『神かみの社やしろ』の落成式まであと一週間とすこし。準備も大変です……」

  　三枝は立ちあがり、からりと障しよう子じを開けると外へ出ていった。

  　それに続いて二ふた見みも去っていく。

  「アメリカ出張だと……まったく、この時期にするようなことでもあるまいに」

  　つぶやいて、四谷はくららへと向きなおる。

  「くらら様、聡そう明めいなるくらら様にこのようなことを申しあげるのは、はなはだ不ふ遜そんであることは重々承知しております。けれども、ぜひともお聞きいただきたいのです」

  　四谷の言葉を聞いているのかどうかもわからない、くららの無表情。

  「私には姪めいがおります。高校二年生で、実の娘のように可愛かわいく思っています。私は姪の前では常に自信を持った強い女でありたいのです。それには――裏表なく、公こう明めい正せい大だいであり続けることが必要だと考えています。己おのれの信念に基づき、生きていくことが必要だと」

  　ぐっ、と前まえ屈かがみになり、四谷は声を殺す。

  「私の信念とは、あなた様のために生き、あなた様のお導きに従うことです。そのためにはどんな汚いことでもやってのけます。……しかし、三枝先生の方針は、すこしズレているような気がしてなりません」

  　膝ひざの上で握られた拳こぶしが、震える。

  「信者の拡大、それは願ってもないこと。けれど、大規模のプロパガンダを実行して、民衆の耳じ目もくを集め、飛びこんできた人間をマインドコントロールするような……そういうやり方は、くらら様のお導きとは反するのではないでしょうか。くらら様のお言葉は、かつて釈しや迦かが、釈迦にしか見えなかったものを衆しゆ生じように説くようなものであり、論理や、体系を構築するのはまわりの人間がすればいいことで――無理に人を集めて話を聞かせるようなものではありません」

  　四よつ谷やの言葉は、節ふし々ぶしから、湯気が出そうなほどの気迫がこもっていた。

  　しかし――くららはわずかに顔を上げただけに過ぎなかった。

  「お叱しかりを受けることを重々承知の上で、私は……三さえ枝ぐさ先生の行動を調べさせています。最近、おかしな行動が目立ちます。木きの下したという側近、『神かみの社やしろ』建築事業にかこつけて出入りするスーツ姿の男たち、それにアメリカ出張だって――」

  　不意に、くららが視線を上げた。

  「止やめなさい」

  　一瞬、くららが言ったことだと四谷は気づかなかった。

  「な――今、なんと……」

  「無む益えきです――あなたは、あなたのなすべきことをなさい」

  　言って、くららは立ちあがる。

  　大げさなほどに衣きぬ擦ずれの音が聞こえた。

  「く、くらら様！　どうしてですか!?　黙認せよと――そうおっしゃるのですか。一いつ色しき先生が死んだことにも目をつぶれと。……それでは、くらら様のことを信じて死んでいった一色先生があまりにも――」

  　四谷は、くららがこちらを見ているのに気がついた。

  　ヴェール越しの、視線。

  　それなのに――四谷には、どくんっ、と心臓が跳はねあがったように感じられた。

  「くらら……様……」

  　息苦しい。

  　交差する視線はそのままに、世界が一〇センチほど横にスライドするような気き色しよく悪さ。

  　くららは身を翻ひるがえすと、奥にある襖ふすまから部屋を出ていった。

  「はぁっ、はっ……」

  　両手を畳について、四谷は肩で息をした。

  　――どうして……。

  　四谷は考える。くららは、なぜ、三枝を調べるのを止めろと言うのか――。

  　――三枝先生は、私が教団に関わる前から『劫ごう光こうの道みち』に関与していた。私も、先代の教祖に導かれて入信した……。

  　先代の教祖は男で、くららを養子として迎えていた。

  　くららは、『劫ごう光こうの道みち』の信者の娘だったと四よつ谷やは聞いている。手に余る子として三さえ枝ぐさが相談を受け、教祖に話を持っていったらしい。

  　四谷がくららのことを知ったのは、養子になることが決まってからのことだ。

  　呼吸が落ちついてくる。ポケットからハンカチを出して、額を押さえた。

  　――私の知らない事情が……？　まさか、いったいどんな……。

  　考えても、まるでわからなかった。

  「調べるだけでなく、考えることすら必要ないとはおっしゃいませんよね……くらら様……」

  　その問いに答えるべき人物は、すでに姿を消していた。

  　障しよう子じの向こうから、鳥のさえずりが聞こえてくる。

  　まるで、疑問すら水に溶かしてしまえと言わんばかりに――。

  　なにも考えずに生きていけるなら、どれほど楽だろう？

  



  
    ２
  


  

  　圭けい悟ごが学校に行くと、愛あい香かが教室の前で待っていた。足の痛みのせいでひょこひょこ歩いている圭悟に気づき、

  「どうしたの!?　足――昨日、ケガしたのね？」

  「うん……事情は、ちゃんと話すよ」

  　愛香に支えられながら教室に入る。

  　すると、英えい慈じと恵めぐ美みもすでに来ており、お互いにらみあっていた。

  「………………！」

  「…………!!」

  　腕を振り、大口を開き、つばを飛ばしている――が、なにを言っているのか聞こえない。声を発していないのだ。

  「……あいつら、なにやってんの」

  「さっき、私が来たときからこうだったよ」

  「ついに言葉を発せずとも意思疎そ通つうができるレベルにまで達したのかな」

  「すごいなー、うちの圭悟くんなんて起きた出来事の説明すらきちんとできないのに」

  「……そ、それはこれから」

  　圭悟と愛香に気づいた英慈と恵美が、つかつかとこちらへ歩みよってくる。

  「……ま…………ら……！」

  「あ……き…………し…………」

  　圭けい悟ごは気がついた。喉のどをおかしくしているのだ。

  「カラオケ……だって」

  　後ろで声が聞こえて圭悟はふり返る――留る亜あだ。

  「昨日、水泳部の子からメールがあって。終電近くまで歌いつづけてたんだって」

  「バカか……こいつら」

  「……お…………!!」

  　英えい慈じがつかみかかってくる。言葉はなくとも言わんとしていることはわかるのが不思議だ。

  「すまんすまん。俺おれが途中で帰ったことだろ。悪かったよ、ほんと、悪かった」

  　そう言いながら圭悟は、留亜がさらりと言った言葉に気づいていた。

  　――水泳部の子たちと、仲良くなったんだ。

  　修学旅行のときには、友だちができないことを嘆いていた留亜だったのに。

  　――成長しなくちゃな、俺も。すこしずつでもいいから。そうか――成長……。

  　圭悟はそのときふと、思いあたったことがあった。

  　むつきとまどかのふたりを見て感じていたもどかしさ――それを解決するための手段を。

  　それからむつきになんと説明するべきか、圭悟は一日かけて考えた。

  

  　圭悟が登校していたころ――むつきはまどかのベッドで目が覚めた。

  「――むつき、起きたの？」

  　まどかはすでにスーツに着替えていた。黒のレザーバッグを肩からかけて、今にも出かけようというところ。

  「鍵かぎ、テーブルに置いておいたから、あとは好きにしていいわ」

  　まどかは玄関へと歩いていき――そこで、立ち止まった。

  「ねえ……私、思ったの。私たちはこういうふうにしてたらいけないのよ」

  「……こういうふう？」

  「私とあなたは敵同士。昨日のことはイレギュラー中のイレギュラー。目が覚めたとき、あなたの寝顔見たらそんなことを思った」

  　ため息を吐きだすようにまどかは言った。

  　手を貸してくれたことにはむつきも感謝している。けれどもまどかは教団側の人間だ。これはなにがあっても変わることはない。

  　昨日のことはイレギュラー中のイレギュラー。

  　十年以上も前のように、お互いの利害なんて関係なく、つきあっていけたことを思いだしても、明日がつらいだけ。

  「木きの下したのことや一いつ色しき先生のことは、私は誰だれにも言わない。言えば、あなたを匿かくまったことまで言わなければならなくなるし。あなたは、あなたのやり方で生きていって。私には、私のやり方があるから。――『神かみの社やしろ』の落成式が終わるまで、ここに戻ってくることはないわ。それまでは使っていて構わない」

  「感謝するわ」

  「よしてよ――今回のことは、教団の責任でもあるんだから」

  「それを知っていてもなお、教団の味方であることは変わらないのね」

  「くらら様には関係ないことだもの」

  　むつきには視線を向けずに、まどかはパンプスを履はき、ドアに手をかけた。

  「次に会うときには、敵同士ね」

  「…………」

  「ばいばい、むつき」

  　開かれたドアから、白しら々じらしいほどに明るい街の景色と、冷たい風が滑すべりこんできた。

  　まどかは戦地に赴おもむくような、覚悟を決めた横顔だけを残して去っていった。

  　ドアが閉じられると、わずかな肌寒さだけが残った。

  「……ばいばい、まどか」



  [image: ]


  　むつきは、昨日の火事で一いつ色しきが死んだというテレビの報道を目にした。隣の倉庫、工場にも飛び火していたらしく、かなりの広範囲にわたって燃えたようだ。

  　死体は一体だけ見つかっており、現場検証は今も続けられているという。

  「……私が死んでないのかもしれないと、そろそろ疑問を感じるころかしら」

  　まどかの服を借りて――あんたの着たものなんか返さなくていい、と言われたが――、着替えを買いにむつきは外へ出た。財布が無事だったのは運がよかった。

  　買い物から帰ると、洋服の詰まった紙袋を部屋に放りこんだ。いつの間にか夕方になろうとしていた。

  　むつきは再度、外に出た。

  　隅すみ田だ川の川縁を歩く。河か畔はんには木々が植えられていたり、野球のグラウンドなどスポーツ用としても整備されている場所が多かった。

  　むつきは土手を降り、川かわ面もに近いベンチを見つけ、そこに腰を下ろした。

  　正面にはフェンスに囲まれたバスケットコートがあり、誰だれが置きわすれたのかバスケットボールも転がっていた。夕日に、ボールの影が長く伸びている。

  　むつきは先ほど購入したイヤホンをとりだした。それを、ＩＣレコーダーに接続し、再生ボタンを押す。

  　――尾お花ばなは殺されたのかもしれない。

  　イヤホンから、声が聞こえる。音が小さいのでボリュームを上げていく。

  『こっち向け！　てめえは……逆らう気だったのか！　……こんなもんでよ！　なにを撮ろうとしたんだてめえは、てめえは、てめえは！』

  　思った以上にクリアに聞こえる。証拠としては問題ないだろう。

  　むつきはそこで再生を停止した。それ以上聞くには、もうすこし時間が経たってからのほうがよさそうだった――まだ、昨日のことだ。手首と足首の擦すり傷、倉庫中に満ちた熱気、かけられたガソリン……生なま々なましい感触が身体中に残っている。

  「……間ま宮みやさん？」

  　上から声が降ってくる。ふり返ると、制服姿の圭けい悟ごが階段を下りてきた。

  「やっぱりそうだ。直接、仲なか根ね先生のマンションに行こうと思ったんですけど、ちょうど土手の上を歩いている間宮さんらしき姿を見つけて――」

  　むつきは、ＩＣレコーダーをジャケットのポケットに突っこんだ。

  「仲根先生はどうしました？」

  「仕事よ――どうしたの、なにか用？」

  　ひょこひょこと、変な歩き方をして圭悟はむつきの前に立った。

  「間宮さん、どうしてるかなと思って」

  「そっちこそ足は？」

  「まあ、歩くぐらいはなんとか」

  　圭けい悟ごはむつきの隣に腰を下ろした。圭悟の顔が、オレンジ色に染まっている。

  「録音してたデータ……証拠になりそうですか？」

  「ええ、問題ないと思うわ」

  「それを使って、どうするんですか。その、警察に連絡するとか……」

  「そうね、そうしたら木きの下したは逮たい捕ほされるでしょう」

  　むつきは答えた。

  「でも三さえ枝ぐさも逮捕されるかはわからない。確実に三枝を叩たたかなければ、第二、第三の木下が出てくるだけよ」

  「……あの、間ま宮みやさんは、やっぱり教団を攻撃するためにそれを使うんですね。それはわかってるんですけど、なにか、ほかの方法もないのかなって思ったんです」

  「ほかの方法……？」

  「間宮さんにとっての最終的な目標って、なんですか？」

  「『劫ごう光こうの道みち』というカルト教団を解散させることよ」

  　圭悟は、川かわ面もに当てていた視線をむつきに向ける。

  「……俺おれ、昨日の間宮さんと仲なか根ね先生の関係を見ていて、不思議に思ってたことがあるんですけど、聞いてくれますか」

  　むつきは黙っていた。

  「間宮さんと仲根先生は、ずっと戦ってきた間柄です。でも――それは無理につくりだされた関係なんじゃないかって思ったんです。昨日みたいに、ふたりでにぎやかに毒づきあってるほうが、ほんとうのふたりの姿なんじゃないでしょうか。仲根先生が、『劫光の道』の人間でなければ敵同士になることもなかったはずだし、反対に、間宮さんが『劫光の道』に関わらなければ敵同士になることもなかった」

  「……人間と人間の関係は、一足す一で二になるような単純な式では表わせないわ。第一、君の仮定にしたところで、社会にとって害悪である教団を、単純に関係性の一部として見ることはできないもの。教団に手を貸しているまどかと、それを止めようとしている私と、どちらが正しいかは考えるまでもない」

  「そう……たぶんそう。でも、違う可能性もある」

  「違うことなどない。五十嵐いがらしさんは――五十嵐さんはあいつらに殺されたのよ！」

  「間宮さん落ちついてください。最後まで聞いてくれませんか」

  　圭悟は落ち着きはらった声で、言った。

  　――急に、なにを言ってるの!?

  　圭悟の言葉に、むつきは面くらい――そして今は腹が立っていた。

  　圭悟はなにかを言おうとしている。

  　けれどもそれはきっと、むつきにとっては聞きたくもないような不ふ愉ゆ快かいなことだ。

  「間ま宮みやさん、教団を攻撃できる『最後のチャンス』って言いましたよね。俺おれも、最後のチャンスだと思ったんです。間宮さんと仲なか根ね先生の関係を元に戻せるのなら、これが最後の――」

  　余計なお世話よ――と言おうとしたむつきを遮さえぎって、圭けい悟ごは続ける。

  「俺はどれほど考えても、仲根先生が好きこのんで人殺しに手を貸すような人間だとは思えないんです。一いつ色しきが間宮さんを襲ったことや、三さえ枝ぐさが裏で動いていることを聞いたとき、仲根先生は驚いてた。あれは本気で驚いていたんですよ。俺は……俺が言うと生意気かもしれませんけど、『劫ごう光こうの道みち』は教団全体が組織的に犯罪に関係したのではなくて、少人数の悪いやつらが糸を引いているだけなんじゃないかって思うんです」

  　――なに……？

  　圭悟の言った、言葉の意味は、むつきにも理解できた。

  　――なにが言いたいの……？

  　けれども、圭悟の真意がつかめなかった。

  　これではまるで、教団は悪くないと言っているようなものではないか。

  　むつきの腹の底で、溶岩のような怒りが高速でぐるぐると回転しはじめる――だが、その速度はやがてゆるまってきた。

  　そうか。

  　圭悟も、いっしょだ。

  　あるひとつの納得が、むつきのなかに生まれた。

  「君も……所しよ詮せんはほかの連中と同じ」

  「……間宮さん？」

  　言って、むつきは立ちあがる。

  「生きていた五十嵐いがらしさんを知っていたら、君はそんなこと言えないわ。もう、いい。君はもう手を引いたらいい」

  「間宮さん」

  「今になって、君の薄っぺらな説得で私の心を動かせると思った？」

  　むつきは圭悟に背を向けた。そして胸元のペンダントを握りしめる。

  　言葉で納得できるぐらいなら、何年も何年も時間を費やして、カルト教団を追いかけ回すような真ま似ねなどしない。

  「――なにもわかってない」

  　怒りはもうなかった。

  　ただ、むなしくなった。積みあげたトランプの塔を崩されたような。

  　ピンチのときに圭悟が駈かけつけてくれたことがうれしかった。あの安心感さえあれば、心は折れない――と、むつきは思っていた。

  　握りしめた右手に、翡ひ翠すいの硬質な感触が反発する。

  　そのむつきの背後で、圭けい悟ごが言った。

  「なにもわかっていないのは……あなたのほうだ」

  　感情を押し殺したような声。

  「間ま宮みやさん、憶おぼえていますか。『ＱＯ』の事件のとき、宮城まで行ったこと。神社であなたは、神や教祖を信じたりはしないと言った。でも、こうも言いました。『人々の心のよりどころはあるべきだと思う』って」

  　圭悟が立ちあがる気配。

  「俺おれ、そのときからずっと思ってたことがあるんです。今まで言えなかったけど――来年の大学受験、公こう和わ大学を受けようと思っています。あなたと同じ、民俗学を学びたい」

  　はっとしてむつきは顔を上げた。

  　それなのに、ふり返ることができなかった。

  　圭悟の顔を見るには――今、圭悟の発した言葉を受けとめる準備ができていないから。

  　自分の言葉が、他人の人生を変えてしまった――という。

  「母が『劫ごう光こうの道みち』の熱烈な信者になったせいで、家の仕事を全部やらなくちゃいけなくなって、俺はそれまで続けていたバスケットをあきらめました。そのことで母や、なにもしない父を恨んだこともある。でも――思ったんです。恨むだけじゃ一歩も前に進めない。河合かわいさんが二に上じよう山さんで、彼女自身を変えたように、俺も変わろうって。もっと前を見て歩いていこうって。ただそれでも――それでも俺はバスケットを忘れたりはしません。バスケットをして楽しかったこと、できた友だち、負けた悔くやしさ、勝った喜び――それは今でも俺の身体の一部です。今は、ずいぶんバスケットからも離れました。やけどのせいで歩くのも痛い。だからって……跳ぶことを忘れてはいません！」

  　足音。

  　むつきが気づいたときには、圭悟は傷ついた足で走りだしていた。

  　圭悟――言おうとして、声が出なかった。

  　革かわ靴ぐつを履はいた圭悟の足が、地面を踏んで走っている。しっかりと、両足が地面を噛かんで、圭悟を前へ前へと進めている。

  　走りざま、屈かがみこんで、圭悟はバスケットボールを拾った。

  　コート内に入ると、二度、三度、地面にボールをついてドリブルをした。

  　そしてその瞬間はごくわずかの時間だった。

  　両手でしっかりとボールをつかむと、圭悟は三歩、助走をつけて――。

  　跳んだ。

  　夕日に、圭悟の身体が影になって見えた。

  　バスケットボールは、リングのど真ん中にたたき込まれ、ネットがピンッと伸びると、ふわりと揺れて宙に漂ただよった。

  　金属の軋きしみを残して、圭けい悟ごの身体はそのまま落ち――無ぶ様ざまに転がった。

  「――圭悟！」

  　金かな縛しばりから溶けたようにむつきは走りだしていた。

  　尻しり餅もちをついている圭悟のそばに膝ひざをつく。

  「大丈夫か!?　足は――痛まない？」

  「いや、ちょっと――かなり、痛いです」

  　額に脂あぶら汗あせを浮かべて、圭悟は苦笑した。

  「でも……ね、間ま宮みやさん、俺おれはまだ跳べるでしょう？　バスケットは俺の人生の一部だから。同じように……仲なか根ね先生も、間宮さんの人生に、いるべき人なんだと思う」

  「……この、バカ」

  　むつきは自分の声が震えているのを感じた。

  「間宮さん、あなたはフェアな人です。どれだけ口が悪くても、他人の感情に鈍感でも、フェアな人だと俺は信じています。だから――あなたはきっとわかるはず。いや、わかっているはず。教団が悪いんじゃない、教団の陰に悪人が潜ひそんでいるんだ。――そいつを、倒しましょうよ。敵を大きくしたって、間宮さんがつぶされてしまうだけだよ」

  　圭悟の手が伸びて、むつきの肩に触れる。

  　大きな手だと、むつきは思った。

  　そして、なによりも温かくて――。

  「……この説得、いつから考えてたの……？」

  「いっぱい言わなきゃいけないことがあったんです。半分ぐらいは言えたかな……。でも、とにかく、なんとかしなきゃって思ってただけです」

  「どうして……」

  「間宮さんに、もう、後悔してほしくなかったから」

  　ダメだ――とむつきは思った。

  　むつきは立ちあがり、圭悟に背を向ける。

  　見せるわけにはいかなかった。

  　寝顔に続いて、泣き顔なんて――絶対に。

  「間宮さん……？」

  「……そこに、座ってなさい」

  　声が震えないようにするだけで精一杯だった。

  　むつきは、自分が浅はかだったと思った。

  　圭悟は、むつきが想像していた以上に、むつきのことを心配し、行動してくれている。

  　先に「パートナー」と呼んだのは、むつきだ。

  　けれども、圭けい悟ごほどに、自分は圭悟を思っていなかった。

  　――私は、五十嵐いがらしさんのことばかり考えていた。圭悟は私のそばで、こんなにも心配してくれていたのに。

  　両目から、涙がこぼれそうになって、むつきはあわてて上を向く。

  「なに、ぼさっと座ってるのよ」

  「――え？」

  「立ちなさい、手は貸さないわよ」

  「立つ……？」

  「マンションに戻るわ。――三さえ枝ぐさを締めあげる手はずを考える。そのためには、まあ、気は進まないけど、まどかにも協力してもらうようなことがあるかもしれない」

  「……間ま宮みやさん！」

  　よかった、と言ってのろのろと圭悟は立ちあがる。

  　なんとか涙が引いた――というところで、圭悟が横に並んだ。

  「圭悟」

  「はい」

  「公こう和わ大学で民俗学を学ぶってことは……私の下につくってことよ。わかってる？」

  「もちろんです」

  「よかった」

  「……よかった？」

  「書棚の高いところ、掃除ができなかったのよ。あと、模様替えもしたかったし」

  「えー!?　俺おれ、雑用係ですか！」

  「当たり前でしょう。入って三年は雑用！　江戸時代の丁でつ稚ち奉公から脈みやく々みやくと受けつがれている日本の伝統よ」

  「そんなわけあるかー！」

  　圭悟の驚きよう愕がくした顔にむつきはけたけたと笑いながら――。

  　――私も、進歩するべきときなんでしょうか、五十嵐さん。

  　むつきはさりげなく、涙をぬぐった。

  　翡ひ翠すいは沈黙して、むつきの胸の上で揺れている。

  　柔らかく、温かい夕日を吸って、輝きながら。
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  　夕方の六時を回っていた。

  『劫ごう光こうの道みち』東京支部での打ち合わせを終え、まどかはようやく紀き伊い山地内にある教団の総本部に戻っていた。

  　総本部は広々とした一軒の屋敷になっていて、目の前は大きな山――教団の本ほん殿でんがある。

  「戻りました」

  　声をかけて、旅館のような大きさの玄関でパンプスを脱ぐ。さすがに身体のあちこちに疲れが溜たまっていた。おまけに、外は恐ろしいほどの寒さで、玄関口のここでも吐く息は白い。

  「まどかさん――」

  　年配の男が急ぎ足にやってくる。

  「先ほどから女性部の四よつ谷や先生がお待ちです」

  「……四谷先生？」

  　まどかは奧の一ひと間まに通された。

  　八畳の部屋だ。中央に火ひ鉢ばちが置かれただけで、ほかにはなにもない。

  　四谷は、火ひ箸ばしで炭をつついていた。

  「おかえりなさい」

  　にこりとして見せる四谷の顔は、やはり三さえ枝ぐさにたいするときのそれとはまるで違った。

  　後ろ手に襖ふすまを閉め、まどかは火鉢を挟はさんで四谷の正面、座ざ布ぶ団とんの上に座った。

  　冷えきったまどかの身体を、じわじわと火鉢の熱が温めていく。

  「東京支部に行っていたのね……ご苦労様」

  「落成式のことで、ちょっと打ち合わせが必要になりましたので」

  　ご託たく宣せんについての話をどうごまかすか、と、まどかは思いをめぐらせた。

  　――もしかして、むつきがうちにいることがバレたのかしら。

  　いやな汗が背中を流れる。

  　しかし、四谷の発言はまどかの想像をはるかに超えていた。

  「ついさっき、電話がありました」

  「電話……」

  「間ま宮みやむつきから」

  「――はぁ!?」

  　思わずとんでもない声を上げてしまい――あわてて四谷に頭を下げる。

  「すみません、ちょっと驚いて」

  「私のほうが驚きました」

  　と、まるで驚いたふうでもなく四谷が言う。

  「用件は……三枝先生のことについて、でした」

  「三枝、先生……」

  「今から話すことは、誰だれにも口外してはなりません。くらら様にもです」

  　まどかはごくりとつばを飲んだ。

  　――むつき、あなたは昨日のことを話したのね……？

  　四よつ谷やは火ひ箸ばしを、灰に刺した。そして両手を膝ひざの上で重ねて、言った。

  「間ま宮みやが言うには、三さえ枝ぐさ先生は木きの下したを使って一いつ色しき先生を殺したそうです。ニュースは見ていますね？　東京で起きた火災事件の被害者が、一色先生でした」

  「はい」

  「……驚かないのですね」

  「い、いえ、あまりのことに、な、なにがなんだかわからない、というか……」

  「間宮は、三枝先生が木下を使って一色先生を殺したという証拠を持っていると言っていました。しかし――」

  「警察に通報するってことですか？」

  　四谷は首を振った。

  「まだ、通報する気はない、ということです」

  「えっ」

  　意外な言葉だった。

  　今までのむつきなら、すでに警察に乗りこんで、一方、マスコミに情報を流していたとしてもおかしくはない。

  　よくよく考えれば昨日の弱気なむつきといい、今日のこの行動といい、どこかおかしい。

  　――いえ、おかしいんじゃないわ。むつきは、変わりはじめている。そしてむつきを変えたのはきっと……。

  　圭けい悟ごだ。

  「間宮が言うには、三枝のやったことはとんでもない犯罪なので三枝の身み柄がらを渡してほしい、と。たしかに――警察に直接通報したところで、三枝先生を逮たい捕ほするのは簡単ではありません。だって、私たちですら三枝先生の居場所を知らないことが多いのですから」

  「それで、四谷先生はなんてお答えになったんですか？」

  「……考えさせてほしい、と」

  「考える？　そんな――考える、ってことは、むつきの……間宮むつきの要求に応こたえる可能性もあるということですか？」

  　四谷は答えない。

  「なぜ！　一色先生の殺人には目をつぶっても、三枝先生の犯罪は許せないんですか!?」

  「……まどかさん、声が大きい」

  「す、すみません……つい」

  「あなたの言いたいことは理解できる。でも、一色先生と三枝先生の間には、大きな違いがあります。……私はあなたならこのことを話してもいいと思っています。でも、そのときには」

  「おっしゃりたいことはわかります。……四谷先生の味方になれ、ということですよね？　でも私からもひとつ条件を出させてください。もしも――四よつ谷や先生のおっしゃる内容を、信用できないと私が判断したら、私は三さえ枝ぐさ先生……いえ、くらら様の味方のままです。かといって、今日のお話を三枝先生に伝えることもありません」

  　まどかは強気に言いきった。

  　すると――四谷の口元が、ふっとほころんだ。

  　それは、この冬には見ることのない春の花が開いたような、温かい微笑ほほえみだった。

  「あなたは……くらら様の味方、そうね、ずっとそうでした。私や三枝先生が、慕ってくる信者の信頼を勝ちえることに腐ふ心しんしているときも、あなただけはずっとくらら様を見つめていました。三枝先生はだからこそ、あなたに大きい仕事を任せるのでしょう。三枝先生が信頼している人間はごく少数ですが、そのなかであなただけが唯一、三枝先生のマインドコントロールを受けていません」

  「マインドコントロールなんて……」

  「この際だからはっきりさせておきます。三枝先生はマインドコントロールを行っています。優秀な人材はもちろん、入信を渋しぶる人間を隔離し、入信を決断するまで帰さないこともあります。あなたはそれを知っていますね？　知っていながら、見ないふりをしている」

  　まどかは四谷から目をそらした。そう――この人物は、くららとは違うが、他人をつかんで離さないような視線を持っている。右目を隠すような髪型も、その視線を軽減するためなのではないかと思う。

  　それは、くららが、自分の強い影響力をコントロールするために、わざと風か邪ぜをひいていることに似ている。

  「まどかさん、あなただからこそ話します。これは、私が独自に調べていたこと」

  　話術にだまされないように、事実だけを見極めないと――と思いながらも、ついまどかは聞き入ってしまった。

  　それだけ、まどかにとって衝撃的な内容だということでもあった。

  

  　四谷への電話を終えたむつきは、まどかの家のソファに身体を預けて、長く息を吐いた。

  　もうひとつのソファに座っていた圭けい悟ごがたずねる。

  「どうでした？」

  「その前にビールちょうだい。疲れた」

  「はい。持ってきてます」

  「…………」

  　ぴょこん、とむつきが飛びおきると、圭悟はたしかに缶ビールを持っていた。気は利きいているが、心を読まれたようでもあり、それはそれでおもしろくない。

  　むつきは缶ビールを飲みながら、四よつ谷やの反応を圭けい悟ごに聞かせた。

  「考えさせてほしい、ですか……」

  「私はにべもなく断られると思っていたから、逆に驚いたわ。ひょっとすると――なにか裏があるかもしれない」

  「裏？」

  「まどかも知らないようなことが、二つ三つ転がっていてもおかしくないわ――」

  　そのとき、今日、新調したというむつきの携帯電話が鳴った。新調したとは言っても、番号はそのままだった。

  「ずいぶん早いわね……まだ十分も経たってないじゃない」

  　言いながら電話をとったむつきは、

  『もしもし……間ま宮みやくんか？』

  　その声に、戦せん慄りつした。

  「尾お花ばな……!?」

  　いつも以上にかすれてはいるが、間違いない、尾花秀しゆう五ご朗ろうの声だった。

  「無事なの？」

  『ああ、ちょっとばかりひどい目に遭あったが、なんとか生きている。私は戦線離脱することになりそうだ』

  「どういうことよ」

  『襲われてね。常々ベッドで女性に襲われてみたいとは思っていたが、刃物を持った女性に襲われることになるとは』

  「誰だれに襲われたの」

  『木きの下したという女性だ。夫婦で信者だったんだ。逃げきったはいいが、ちょっと血を流しすぎたよ。病院に行かなくてはならない。君もあの火事に巻きこまれたのだろうが、生きているということは、なんとか虎こ口こうを逃のがれたということか』

  「ええ」

  『――申し訳ない。一いつ色しきを葬ほうむったのは、誰だ？』

  　むつきは、おそらくその木下の夫よ、と言った。

  『私は、「ＱＯ」のほうを探っていた。自分が手て塩しおにかけたゲームで、布ふ教きよう活動などされてはたまったものではないからな。だがこっちは、心配しなくていい』

  「心配しなくていい？」

  『ＤデータＢベースにはアクセスできなかったが、大丈夫、手は打った――いや、手を打つ。ゲーム内の「神かみの社やしろ」の、建築中の姿を見せていることが、木下くんの最大の失敗だ。落成式で完成させる、なんていうのはその最たるものさ。こちらは任せてくれ。君の仲間にも協力してもらうことになるが』

  「仲間……？」

  『ギルド〈ＬＰＤ〉のメンバーたちさ』

  　それは、むつきが『ＱＯ』内で加入している、ギルドの名前だった。

  　それを聞いたとき、むつきの脳裏にあることがひらめいた。

  『ああ、救急車が来たと今いま西にしくんが言っている。すまないが、そろそろ切る』

  「待って――この電話番号、うちのギルメンから聞いたのね？」

  　ギルドのメンバー、を略してギルメンという。

  　聞くと、尾お花ばなは声を上げて笑った。

  『聞かぬが花、ということもある。――さあ、間ま宮みやくん、君もなにか情報をつかんだのではないか？　やられっぱなし、なんてのは君には似合わないからな。健闘を祈るよ。私にできるのは――ゲームのことだけだ。もちろん、ゲームに関してだけは誰だれにも負けない』

  　そして、電話が切れた。

  「『ＱＯ』でのこと……か」

  「尾花も危険だったんですね」

  「うわっ！」

  　むつきは、圭けい悟ごが自分のすぐ隣で――耳同士がくっつきそうな距離で電話を聞いていたことに初めて気がついた。

  「ええい近い、近すぎる！」

  　突きとばされた圭悟が、床に転げる。

  「つつ……な、なにするんですか」

  「こっちのセリフよ、次やったらぶん殴なぐるわよ！」

  「……ぶん殴るのと、突きとばすのと、どう違うんですかね。う、うそです、うそ、だから火の点ついたタバコは人に向けないでくださいって、ほんと」

  　頭を押さえながら立ちあがる圭悟に、むつきは、ふん、とそっぽを向いた。

  「明日が土曜で、例の落成式は来週末。ちょうど一週間か」

  「あの……落成式が終わるまで、四よつ谷やさんが回答を引きのばす、ってことはないでしょうか」

  「ないと思う」

  　むつきは断言した。

  「四谷は潔けつ癖ぺきな女だから。裏切り者の三さえ枝ぐさを、教団にとって記念日となる落成式に出席させたいとは思わないでしょう。『考える』と言ったなら、それはこちらの要求に応じるか――あるいは、あっちで自主的に行動するか」

  「自主的に？」

  「陰から陰へ事件を消すのよ。三枝を殺すかもね」

  　圭悟の顔から血の気が引く。

  「まさか……」

  「まあ、それは行きすぎかもしれないけど。私の目が光っているだろうとは思っているはずだし、そのなかで殺人を強行するほど四よつ谷やもバカではない。いずれにせよ、私にできるのはここで待つこと……もちろん、まどかが裏切らない、という前提だけどね」

  「……仲なか根ね先生のこと、信用してるんでしょう？」

  「次にそんな気き色しよく悪いこと言ったら、睫まつ毛げ全部ひっこぬくから」

  「痛そうだなあ」

  　へらへらと笑っている圭けい悟ごがさらにいらだたしい。

  　むつきの対応に慣れてきているのだ。

  「今日は帰りなさい。連絡来たら、教えるから」

  「はい、わかりました」

  　言って、圭悟はよろめきながら立ちあがる。

  「……ずいぶんとまあ、簡単に納得して帰るのね」

  「俺おれは間ま宮みやさんのこと、信用してますから」

  「次にそんな気色悪いこと言ったら――」

  「気色悪くなんてないです。『パートナー』を信用して、なにが悪いんです？」

  「うっ……」

  　真剣な目で圭悟がこちらを見てくる。

  　そういう目をされると――返す言葉がない。

  「わ、わかったわよ……」

  　なぜか照れてしまう自分を殺してやりたいむつきだった。

  

  　翌々日の日曜、四谷からむつきのところへ連絡があった。

  『直接、あなたが三さえ枝ぐさと話をする機会を設けます』

  　と、四谷は言った。

  『ただし、三枝先生の居場所は、私たちでもなかなか捕ほ捉そくできません。確実に、その時間、その場所にいることがわかっている日にします』

  　いつ、とむつきは聞いた。

  『「神かみの社やしろ」の落成式です。その日にお越しください』
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  「神かみの社やしろ」の落成式の準備は着々と進められていた。

  　そのさなか、大阪府内のホテルのラウンジにいるふたりの男。

  　相変わらずの微笑を顔に貼はりつかせて、三さえ枝ぐさは、アールグレイの紅茶を口元に運んだ。

  「お、お師し匠しようさん……」

  　正面に座っているのは、スーツを着た木きの下しただった。

  「妻は、お師匠さんのご指示を果たせなかったと後悔しています。毎日、朝から晩まで泣いて、泣いて……尾お花ばなが逃げるから……泣いて……。妻の魂たましいは、救われないのでしょうか？　お師匠さん、なんとか、妻を救ってやってはいただけませんか……？」

  　すがるような目で三枝を見つめる木下は、頬ほおも痩こけ、顔色も土つち気け色になっていた。

  　三枝は、カップをゆっくりとソーサーに戻す。

  「木下さん。いけませんね」

  　テーブルクロスの上に両肘ひじを載のせ、手を組む。

  「とてもよくない。木下さんがそんな調子でどうするのです。これからもっと大きな仕事をしてもらわなければならないのに」

  「も、もっと大きな……？　それは、一いつ色しき先生のことよりも、大きな……？」

  　木下の目に戸と惑まどいが見える。

  「……声が大きいです。木下さんには簡単なことだと思っていましたが、いやならしかたがないですね。ほかにもやりたいと言う熱心な方は多いですし。ほんとうに残念ですが、これで奥さんも救えると思ったのですが」

  「やります、やらせてください。お師匠さんのためにできることがあるならなんでも！」

  「そうですか？　木下さんにとっては簡単なことだと思いますが」

  　満足そうにうなずいて、三枝は言う。

  「海外に口座をつくっていただきたいのです」

  「口座……？」

  「いざというときのための、口座です。ドルかユーロでお願いします。候補として考えているのは、香ホン港コン、ケイマン……」

  「それは、教団の口座でしょうか……？」

  「個人名、あるいはペーパーカンパニーにしてください。いざというときのため、と言ったでしょう。教団が攻撃され、不本意ながら解散しなければならなくなったとき、再起のための資金です。教団名義では問題があります」

  「な、なるほど」

  「個人名なら、そうですね、私の名前にしましょう。危険ですが、信者の皆さんを犠ぎ牲せいにするわけにはいきません」

  「お師し匠しようさん……そんな、自ら危険を背負って……」

  「私が危険な目に遭あって済むのなら、それでいいのです」

  　にこにこして三さえ枝ぐさは答える。

  　木きの下したは感動し、目元に涙すら浮かべた。

  「急いで行動してください。資金は用意できましたが、嘆かわしいことに、最近、私を嗅かぎまわっている人間がいるようです。感づかれる前に、行動しておきましょう」

  「はい、わかりました。すべて私にお任せください。三枝先生に降りかかる火の粉こはすべて私が引きうけます」

  　決然とした声で木下が言うと、

  「頼みましたよ」

  　微笑ほほえみを浮かべて三枝は言った。

  

  　四よつ谷やから連絡があったことを、むつきから聞いた翌日――。

  　圭けい悟ごは学校帰りにまどかのマンションへとやってきた。

  「こんにちは、間ま宮みやさん」

  　ドアが開いて挨あい拶さつする圭悟を見て、むつきは固まる。

  「……後ろのは、なに？」

  「えーと……」

  「こんにちは」

  「こ、こんにちは！」

  　留る亜あと愛あい香かのふたりが顔をのぞかせる。

  　とりあえず入ったら、と言われて三人はなかへ。愛香などは初めて見る場所であるだけに、きょろきょろ見回しては「へえー」だとか「ほおー」だとか妙な声を上げている。

  　むつきは、圭悟たちにジュースでも飲んで待ってなさいと言った。

  「まだ途中だったのよ」

  「途中？」

  　圭悟が聞くと、むつきは銀色のハサミをとりだして、しゃきんしゃきんと二度、開閉した。

  　なにごとかと圭悟があとを追っていくと、むつきはバスルームにいた。

  　バスルームには新聞紙が敷かれている。

  　むつきは上着を脱ぎすてると――胸元が切れているタンクトップ一枚になった。

  　唖あ然ぜんとする圭悟の前で、ふーっ、とむつきはタバコの煙を吐いてから、やおらハサミを髪に当て――、

  「あぁっ！」

  　断ちきった。

  　むつきの髪が、はらりと舞う。

  「ま、まま、間ま宮みやさん、どうしたんですか！」

  「『神かみの社やしろ』の落成式に行くのよ？　私は、『劫ごう光こうの道みち』の連中には顔が売れてるからね。髪を切るなりして印象を変えておかないと」

  「だ、だからって――あぁっ！」

  　また、切る。切る、切る。

  「まどかの髪はよく切ってたから、要領はわかってるけど――自分の髪だと難しいわ」

  　正面に立てかけられた鏡を見ながら、むつきはそんなことを言った。

  「美容院行ったらいいじゃないですか！」

  「ふだん行ってるところ以外はいやなのよ。いつものところはアパートのそばだし、アパートは見張られてるかもしれない」

  　結局――むつきの髪の毛はあっという間に短くなり、それなりに見られる形に整えられた。たしかに、上う手まいものだった。

  「まあまあね」

  　むつきは首を振って毛を払いおとし、上着をかぶると、いまだ呆ぼう然ぜんとしている圭けい悟ごのそばを通りぬけていく。

  　リビングに行くと、あちこち見物して回っていた愛あい香かが、むつきの様子の変化にびっくりして立ちつくした。

  「ま……」

  　そしてつぶやく。

  「まるで、ハンサムガイ、です……！」

  　さしものむつきも、こういうリアクションには返事ができなかった。

  

  　それからむつきは、四よつ谷やから連絡があったことを手短に話した。

  「――これは私の問題だから。私が直接行って、三さえ枝ぐさをとっつかまえる」

  　ソファに座った三人を見回して、むつきは言った。

  「とっつかまえる、って言っても……このこと自体が罠わなだという可能性もあるんじゃ」

  「君はどう思う、ええと……河合かわい、か。四谷の姪めいでしょ」

  　むつきに水を向けられ、留る亜あはこくんとうなずいた。

  「四谷さんはそういう罠を使ったりしない。覚悟はできていると思う」

  「私もそう思うわ。ただやっぱり不安は残るから……利用するようで悪いんだけど、君、私といっしょに来てくれないかな。四よつ谷やも、君がいれば私に手を出しにくいと思う」

  　むつきが留る亜あに頼むと、留亜はこくんとうなずいた。

  「もともと落成式には行かないといけなかったから」

  「俺おれも行きますよ」

  　圭けい悟ごが身を乗りだす。

  「圭悟は――」

  「私も行く！」

  　愛あい香かも便びん乗じようした。

  「遊びじゃないのよ。だけど……自分の身は自分で守るというのなら、来てもいい」

  　ため息をつきながら、むつきは言った。

  「そうしたら愛香ちゃんは、一般信者として参加したらいいんじゃないかな」

  「え？」

  「それなら、俺たちとは違ってマークされないから」

  「それはいいかもしれない」

  　むつきも圭悟の意見に賛成する。

  「非常時には警察を呼んでもらう必要がある」

  「非常時……」

  　愛香の顔に深刻なものが漂ただよう。

  「また、この間みたいなことになったら、私やだよ……」

  　そして圭悟の制服の袖そでをつかんだ。

  「大丈夫。ひとりじゃいやだろうから、誰だれか誘えないかな」

  「そうだね――恵めぐ美みちゃんかな」

  「……そうすると英えい慈じも来そうだな」

  「うん、三人で信者のフリしたらおもしろいかもー！」

  　愛香は手を叩たたいて喜んでいる。その無む邪じや気きな表情を見て圭悟は心が和なごんだ。

  　――参ったな、愛香ちゃんにかかったら、教団もなにもピクニックに早変わりだ。

  「私、お弁当つくるね」

  「それは勘弁してください」

  「えー、つくるよ。また料理うまくなったもん」

  　などと話していたところへ。

  　ドン。

  　と、留亜がテーブルの上に、飲みほしたグラスを叩きつけるように置いた。

  「話は決まったようだな。耳がキンキンしてかなわないから、ベランダにでも出たらどうだ、ふたりとも」

  　氷のように冷たい声でむつきは言って、タバコの煙を吐きながらにらみつけてくる。

  「……なんで間ま宮みやさんと河合かわいさん、怒ってるんですか」

  　おびえた愛あい香かが圭けい悟ごの腕をつかんで、背後に隠れるようにした。

  「怒っている？　ほう、怒っているように見えるかね」

  「へえ、怒っているように見えたんだ。私まで」

  　またふたりして、そんなことを言っている。

  「と、とにかく、当日までにしておかなくちゃいけないこととか、そういうのを決めたほうがいいですよね？　どうしましょう？」

  「生命保険にでも入っておいたらどうだ」

  　視線も合わせずにむつきが言う。

  「遺書は、書いたら弁護士に預けたほうがいい」

  　留る亜あまで。

  「もう、ふたりともなんで怒ってるんですかー！」

  　それからまともに会話ができるようになるまで、三十分ほどを要したのだが――。

  　ともかく、これで最後だ、と圭悟は思った。

  　教団との最後の勝負だ、と――。
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  　土曜日。快晴。

  　朝早くから新幹線に乗りこみ、一いち路ろ「神かみの社やしろ」へと向かった。

  　むつきはひとり、別の車両に席を取り、圭けい悟ごたちは固まっていた。案あんの定じよう、ではないけれども恵めぐ美みと英えい慈じもやってきた。

  「恵美ちゃん、私もそれ食べたいー」

  「ねね、留る亜あちゃん、留亜ちゃん、せっかくだからふたりでお話ししようか、ねね、ねね」

  「…………」

  「バカ英慈、窓からほうり投げるわよ」

  　にわかに修学旅行再来といったような雰囲気だ。

  　新幹線を新大阪で降り、電車を乗りかえ南へと向かう。

  　そのころになると、朝早い出発で英慈や愛あい香か、恵美は寝不足なのか、うたた寝を始めた。

  　むつきは、同じ車両ではあるが圭悟たちから離れたボックス席に座っていた。

  　ダークブラウンのコートに、黒のパンツ。足下はレザーブーツだ。サングラスをして、コートの襟えりに顔を沈めていると、青年のように見える。

  　四よつ谷やはどんな思惑を持って、むつきを呼ぶのだろうか。留る亜あは四谷のことを危険視していない。しかし、幼かったころの留亜を教団に縛りつけていたのは四谷だ。

  　――いざとなったら、俺おれが身体を張るぐらいじゃないと……。

  　そう思いながら、二に上じよう山さんでは留亜に身体を張ってもらって、結局、自分はなにもできなかったことを思いだす。

  　圭けい悟ごは、小さくため息をつく。

  　――そこまで考えてもしょうがないのかな……。それにしても。

  　ボックス席で、眠りこけている英えい慈じ、愛あい香か、恵めぐ美み。

  　――まったく、旅行でどこかのお祭りを見に行くわけじゃないんだぞ……。

  　頭が痛くなった。

  

  　頭が痛くなったのだが――もっと頭が痛くなることがあった。

  「神かみの社やしろ」への最寄り駅で下車すると、駅前には田んぼと森しかないにもかかわらず、すさまじいほどの人混みだった。

  　お祭り騒ぎだ。

  『えー、送迎バスは十分に一本のペースでやってきます、それまでお静かにお待ちください』

  　拡声器の声が聞こえてくる。

  　年寄りが若干多いだろうか。家族連れ、老夫婦、子どももいる。圭悟と同じぐらいの年齢の人間もいたが、どこか世間ズレしていない純じゆん朴ぼくそうな少年少女だった。

  「全部、信者ですか……」

  「私が変装したわけ、わかった？」

  　むつきに言われ、圭悟はうなずいた。これだけの人数がいるのなら、むつきの顔を知っている人間はいくらでもいることだろう。なにせ、これまで散さん々ざん『劫ごう光こうの道みち』を批判しまくってきたのだから。

  「……河合かわいさん」

  　人混みをかき分けて、やってくる女性がいた。三十歳程度。黒い髪を後ろで束ね、ほとんど化粧をしていない顔は健康そのもの。黒のダウンジャケットを着て、下はジーンズだ。

  「甲か斐いさんですか」

  　留る亜あが聞くと、女性はうなずいた。

  「四よつ谷や先生がお迎えに上がるようにと――おっと」

  「甲斐さん、甲斐さんじゃないですかー！」

  　年配の女性が、甲斐をつかまえて嬌きよう声せいを上げる。

  「わあ、ほんとうだ、甲斐さん、ご無ぶ沙さ汰たですー！」

  「先日はほんとうにどうもありがとうございました。くらら様をお連れいただいたときには岐阜ブロックのみんなも感激して――」

  「また講習会やりましょう？　ねえ甲か斐いさん、いいでしょう」

  　甲斐、という名を聞いただけで人だかりができた。それも、ほとんどが女性だ。

  「四よつ谷やは女性部のトップだから。その下で働いているらしいその女も、教団内ではとんでもない有名人、というわけよ」

  　むつきが圭けい悟ごに小声で教える。

  　ぱっと見では、どこにでもいそうな女性なのに、特定の人たちの間ではこの人気。

  　圭悟は宗教というもののまた別の一面を見た気がした。

  「皆さん、お話は、はい、はい、また式が済んでからにしましょう――河合かわいさん、急いで」

  　甲斐に促され、圭悟たちはワンボックスカーに乗りこんだ。乗りこむときにふとふり返ると、甲斐に向かって手を合わせている女性もちらほらといた。

  　車は出発した。

  　甲斐は車を運転しながら、無言だった。ひとりで迎えに来たようで、甲斐がしゃべらないものだからこちらも無言だった。

  　曲がりくねった道を通り、車はやがて坂道へと入る。

  　二十分も走ったろうか。

  　やがて視界が開けた。

  　目の前には巨大な塀へいが続いている。それはあたかも郊外の野球場のようでもあった。

  　右手には巨大な駐車場があり、無数の車が停とめられている。

  　そして、人。

  　塀の切れ目からぞろぞろと人々が群れてなかへと入っていく。

  　その周囲では炊き出しが行われていて、飯や汁物を配っていた。

  「……降りて」

  　唖あ然ぜんとしていた圭悟に、留る亜あが声をかける。

  「それじゃあ、私たちはあっち……かな」

  　不安そうに群衆のほうを見ながら、愛あい香かが言った。

  「大丈夫、なにもせず、話を聞くだけだから」

  　留亜がその心配をほぐすように言う。英えい慈じなどは可愛かわいい子がいないかどうかきょろきょろしている。実はこの男が一番頼もしいのかもしれないと圭悟は思う。

  「恵めぐ美み、愛香ちゃんを頼んだ」

  「……なんかそれを私に頼むのって間違ってる気がするけどー。ま、しょうがないわね」

  「愛香ちゃん、それじゃあ」

  「うん、圭悟くんも気をつけてね」

  　手を振って去っていく三人を見送ると、甲か斐いではない別の女性がやってきた。

  「河合かわいさん、こちらです」

  　そして、群衆とは違うほうへと案内されていく。その女性は一瞬むつきのことを見て、いやそうな表情をした。いい感情はさすがに持っていないのだろう。むつきも気づいたようだったが、素そ知しらぬ顔をしている。

  　塀へい沿いにぐるりと歩いていくと、木々の間に平屋があった。

  　かなりの広さであり、部屋数は十近くもありそうだった。

  　なかに入り、廊下を歩いていくと、一番奥の部屋に通された。

  　その部屋には真新しい応接セットがあったが、戸棚などにはとくになにも入っていない。できたばかり、という印象を圭けい悟ごは受けた。

  　ソファに座っていた女性が、立ちあがった。

  「久しぶりね、留る亜あちゃん」

  「…………」

  　留亜が緊張して、頭を下げる。

  　圭悟はその人物が四よつ谷やだと気がついた。

  『――皆さん、式の開始まではまだ時間が――なるべくステージ側から――』

  　塀の向こうで流れているらしい音声が聞こえてくる。それはまどかの声だった。

  　こんなところでまどかの声を聞くのが、不思議に思えた。

  「間ま宮みやさん」

  　四谷はむつきに声をかける。

  「三さえ枝ぐさ先生が来るまでまだ時間があります。ここで待っていたらいいでしょう」

  「そうさせてもらうわ」

  　むつきは言って、勝手にソファに腰を下ろした。

  　四谷のそばにいた女が、露ろ骨こつにいやそうな顔をする。

  「私たちはちょっと失礼いたします――今日は忙しくて」

  　四谷たちが去っていった。

  　ふう、とため息をついて圭悟もソファに腰を下ろす。部屋の隅にはストーブが焚たかれてあり、室内は暖かい。携帯電話をとりだすと、かろうじて電波が入っていた。

  　圭悟はあまり考えないようにしていたが、まどかの声を聞いて母のことを連想した。母は、おそらく今日の落成式に参加しているはずだ。

  　母は家を捨て、信仰の道にどっぷり浸つかってしまった。父はそんな母を止めることができず、いい大人なのに引きこもり状態だ。

  　このいびつな関係も、三枝のことが終われば、また真剣に考えなければならないだろうと圭悟は思う。

  　――そう、今日のことが終われば……。

  「さあ、三さえ枝ぐさにする話、ちょっとおさらいしておきましょうか」

  　むつきは言って、小さいスピーカーをとりだした。

  「ええ」

  　何度かシミュレーションがてらやった、三枝を問いつめるロジックだ。これが、最後のリハーサルになるだろう。

  　ストーブの金属が立てる、かすかな音だけが室内に積もっていく。

  

  　しばらくして、塀へいの向こうでは落成式が始まったようだ。それに合わせて、四よつ谷やが部屋へと戻ってくる。

  「三枝はいつ来るの？」

  　むつきが聞いた。

  「三枝先生のお話は中盤に用意されています。まだ先ですが、そろそろ到着していないとおかしいぐらいですね」

  「そう……それじゃ、その前にトイレに行ってくるわ」

  　言って、むつきは部屋を出た。

  　塀の向こうから、歌声が聞こえてくる。十年以上も前にヒットした、高年齢層向けの曲だった。その歌手は、その曲のヒット以降はぱっとせず、最近はテレビでも見かけない。

  　――信者の購買力目当てか。

  　歌手はＣＤを売りたい。信者は、自分たちの信仰している宗教が、メジャーであることを客観的に証明したい。そんな利害の一致。

  　教団がさらに大きくなると政治家もやってきたりするのだろうが、それ以上に大きくなると、完全に「既成化」し、信者たちはどんな有名人がやってきても反応しなくなる。自分たちの信じている宗教を、誰だれしもが認めるのは当たり前――そんな感覚が芽生えるのだ。

  　むつきは廊下を歩いていく。

  　そのとき、目の前の庭――造られた池の向こうに、人影を見つけた。

  　人物は、こちらを見ている。

  「あれは――」

  　間ま宮みやむつきの実の父親、二ふた見み儀ぎ介すけだ。

  　二見は、むつきに向かって、あごでしゃくるようにした。あたかも、こっちへ来いと言っているかのような――。

  　――私を、呼んでるの……？

  　なぜ、と思った。

  　今までむつきを呼んだことなんて、一度としてなかったではないか。

  　二ふた見みは学究肌の人間で、学問以外には興味を寄せない人間だった。来い、などと言うはずはない――。

  　そう思っているのに。

  　むつきは玄関へと走り、急いでブーツを履はき、外へと飛びだした。

  　五十嵐いがらしが尊敬していた二見。真しん劫ごう院いんくららという人物に惚ほれこんで、大学の職を捨ててまで教団に入信した二見。五十嵐とむつきが教団に潜入するはめになった原因でもある二見。

  　実の娘であるむつきからすれば、二見には悪感情しかない。

  　それなのに今、走って二見を追っている。

  　石いし畳だたみの細い通路を抜けた先――木々に囲まれた四阿あずまやがあった。

  　そこに、二見はいた。

  「……むつきか」

  　この声、何年ぶりに聞いたろうか。

  「お前がここにいる理由はある程度、想像がついている。三さえ枝ぐさと四よつ谷やが、小こ競ぜり合いをしている。それに巻きこまれたかしたのだろう」

  「小競り合い……？」

  　むつきはそれを聞いて、合が点てんがいった。
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  　四よつ谷やは、なんらかの理由で三さえ枝ぐさと対立していたのだ。だから、三枝を失しつ脚きやくさせる切り札を必要としていた。それが、むつきの録音した音声だった――。

  「だが私には関係ない」

  　二ふた見みは言って、和服の懐ふところから、二冊の本をとりだした。

  　光こう沢たくのある表紙。教科書のような体裁。タイトルには「大典」「小典」とある。

  「この落成式にあわせてつくったものだ。教団の教えを『大典』で大きく示し、『小典』はその教えを実行するために必要な、日常生活の所しよ作さを示す」

  「……これが、宇宙の真理とやらまでを規定できる、壮大な理論ってわけ？」

  　むつきは「大典」をぱらぱらとめくりながら聞いた。

  　二見が淡々と答える。

  「巨大な宗教の源流には、必ず天才、あるいは超能力者がいる。キリスト、釈しや迦か、空くう海かい……そして彼らのほとんどが、迫害を受けた」

  　これら宗教家は、トラブルがあるたびにそれを乗りこえ、信者同士の結びつきを強くした。

  「くらら様には、それだけの素質があると考えている。それは今も変わらない。ただ、くらら様は自ら教義を編あむにはまだお若い。孔こう子しに子し貢こうがいたように、くらら様のために文章を編へん纂さんする人間が必要だった。私はその役目を担になえるだろうと考えた」

  　むつきは「大典」を閉じた。

  　そして、ゆっくりと首を振った。

  「そうか……わかったわ。五十嵐いがらしさんは、これの草稿を読んだのね？」

  　むつきがたずねると、二見は答えず、目を細めて森を眺めていた。

  「そして五十嵐さんは気づいてしまった。この教義には大きな欠点がある」

  「…………」

  　すこしだけ迷うようにして、むつきは口を開いた。

  「この教団が『劫ごう光こうの道みち』という名前を持っていることがそもそもの問題なのよ」

  

  　そのころ圭けい悟ごと留る亜あは、四よつ谷やの向かいに腰を下ろしていた。

  「……遅いな、間ま宮みやさん」

  　ぽつりとつぶやく。

  　四谷もそれを心配して、部下のひとりをトイレに向かわせていた。

  　部屋の内線が鳴る。甲か斐いが受話器をとり、なにごとかを話している。

  「四谷先生、麓ふもとを、三枝先生の車が通ったそうです」

  　受話器を下ろして、甲斐が言う。

  　四谷はうなずいた。あと二十分程度で、三枝がやってくる――。

  『劫ごう光こうの道みち』の「劫光」には、もとは違う漢字をあてていた。

  「迎ごう講こう」――仏教などで言うところの「来らい迎ごう会え」の意味だった。つまり、天から降りてきた神の、講釈を聞くための団体だった。初代の教祖は、神かみ懸がかりを得意としていた。

  　だが三代目の教祖――くららの先代が、「迎ごう講こう」の字から「劫ごう光こう」に変えてしまったのだ。そちらのほうが、見栄えがいいではないか、というそれだけの理由だ。

  

  　天から降りてくる神について考えてみる。

  　古来より存在する神を大きく分けると、二種類あると考えられる。

  　それは「来らい訪ほう神しん」型と「高たか神かみ」型だ。

  「迎講」の場合はもちろん「来訪神」である。遠いところからやってきた神が、「来訪」して、あの世の話をする。

  「あの世」と「この世」の間には明確な線があり、「あの世」と「この世」を一時的につなぐのが「来訪神」だ。そして「迎講」が完了すれば神は去り、また世界はふたつに分かれる。

  　一方、「高神」とは、「高次元」にいる神という意味だ。「高神」はあの世とこの世をつなげるようなことはしない。ただ存在しつづけ、人々は崇あがめつづける。

  　しかしおもしろいことに、「高神」型でも、日本の南西諸島には「常に集落に神がいる」という信仰をしている島がある。神は人々とともにあり、集落を守っている、と。そしてその神がいなくなれば、平和な毎日は一瞬にして崩れさるだろう――。

  

  「このパターンで考えると、真しん劫ごう院いんくららは常にそこにいるべき人物。つまり『来訪神』ではなくて『高神』のタイプとして考えなければならないわ」

  　むつきは「大典」をとりあげた。

  「でもこの冒頭では、教団の成り立ちに触れている。そして『迎講』が原点である――としている。もちろんそう書かなければならないでしょうね。古くからの信者だって多いでしょうから。ただそうすると、教祖のくららが『高神』であるのに、信仰は『来訪神』であるということになるわ」

  　一般信者はきっと、そんなことは気にしないだろう。

  　けれども、二ふた見みは違う。

  　緻ち密みつな論理を愛し、整せい合ごう性せいをひたすらに求める。

  「ひょっとして、五十嵐いがらしさんも――」

  「そうだ。五十嵐くんは論文でそのことに触れていた。私ぐらいしか気づかないような、あっさりとした言げん及きゆうだったがね」

  　一いつ色しきが盗んだ、五十嵐の最後の論文。一色が言うには、それを読んで二見は顔を青くしたという。

  「私はくらら様という人物のすばらしさに目がくらんでいて、足下が見えていなかった。教義を組みたてていき、ゴールが見えたときになって――たまたま五十嵐いがらしくんの論文に触れた。それはつい一年ほど前のことだよ。私は三さえ枝ぐさに言ったんだ、『教典の発行を延ばしてくれ』とね。だが三枝はそんなことはできないと言った。なんとしても落成式に間にあわせなければならない、とね。――五十嵐くんだけでなく、お前にもすぐ見抜かれるようなミスだったのか……いや、それともお前の思考法が五十嵐くんのそれを受けついでいるからなのか」

  「……そんな不完全なものを印刷して、今日、この落成式で配る？　どうする気よ」

  「配るだけではない。私はこれから教典編へん纂さんの責任者として信者たちに内容の説明をしなければならないらしい」

  　二ふた見みは、「神かみの社やしろ」のほうを指さした。

  「だが、私はご免だ」

  　二見は首を振った。

  「言われて、テキストデータを三枝に渡しはしたが、これは不本意だ。私の責任においては認めることができない」

  「でも印刷されてるじゃない」

  「知らん」

  「知らん……って」

  「私は帰る」

  「は!?」

  　二見はむつきを押しのけるようにして、来た道をひき返していく。

  「教団とはこれで終わりだ。研究のやり直し――くらら様のことを解決できるような教義を編あみだせるなら、また戻ってもいいが」

  「ちょ、ちょっと……」

  　むつきは耳を疑っていた。

  　――「これで終わり」？　教団から脱退するってこと？

  「ああ、そういえばひとつ」

  　二見は足を止め、ふり返る。

  「お前も、宗教の追いかけっこなどほどほどにするんだな。だから一いつ色しきみたいなバカにも目をつけられる。もっとも――あんなバカに殺されるような人間なら、私の娘を名乗る資格もないが」

  　そして、今度はもうふり返らずに消えていった。

  「あ、ああ、あの……」

  　むつきは久しぶりに、

  「クソ親おや父じがっ……！」

  　激怒した。

  「この期ごに及んで『私は帰る』だと!?　今まで自分がどれほど迷惑をかけてきたと思ってるのよ！　それを、それを自分のわがままひとつで――」

  　むつきは、はっとした。

  　腕時計を見る。平屋を出てから二十分ほどが経過している。

  「まずい、三さえ枝ぐさが来ていたら――」

  　走りだそうとして、足が止まった。

  　塀へいのほうから、放送が聞こえてきたのだ。

  『皆さん、お手元には新しい教典が配られたかと思います』

  　なにも知らないまどかが、進行している。

  『これから、内容について、教典の編へん纂さん責任者から皆さんにお話があります。新しい信仰の道を歩むことができ、もっと楽しい信仰のお話も聞けることでしょう――』

  　そのあとに、拍手。

  「まどかの……バカっ！　バカバカ！　なにのんきなこと言ってるのよ！」

  　腕時計を見る。

  「あああああ、もう、どうしたら――あのクソ親父のせいで、まどかまで困ることに――」

  　そのとき、携帯電話が鳴った。

  『間ま宮みやさんですか？　今、どこです』

  　圭けい悟ごだった。

  「圭悟！　……しょうがない、今から私が言うことを聞いて」

  　むつきは、決意した。

  『え？』

  「三枝との対決、君に任せた」

  『はぁぁぁあああああ!?』
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  　突然のむつきの言葉に、圭けい悟ごは立ちあがり、叫んでいた。甲か斐いがぎょっとした目で圭悟を見たが、四よつ谷やと留る亜あは落ちつきはらった目で圭悟を見上げている。

  「ちょっと、間ま宮みやさん、それ、どういう――」

  『あんのバカまどかが、これから困ることになるのよ！』

  「仲なか根ね先生が？」

  『しかもその原因が――私の実の父親だったとしたら――』

  　煮えたぎった怒りが電話越しに伝わってくる。

  　むつきは走りながら話しているようだった。

  「間ま宮みやさん？」

  『大丈夫、君、私といっしょにシミュレーション何度もやったじゃない』

  「で、でもそれとこれとは――」

  『君のこと……信用してる』

  「くっ」

  　圭けい悟ごは歯ぎしりした。

  　最強の殺し文句。

  　そのとき、がらりと部屋の戸が開いた。

  「四よつ谷や先生、三さえ枝ぐさ先生がお見えです」

  　それを聞いて、四谷が圭悟に視線を向ける。ここに通していいのか、と聞いているような。

  「わ、わかりました、俺おれが、やるしかないんですね……」

  　ついに圭悟はそう言った。言った途端、胃袋に鋭い痛みが走った。

  　プレッシャー。

  　中学三年のころ、バスケットの最後の試合でもこれほどプレッシャーは感じなかった。

  『圭悟……ありがとう』

  「いえ。『パートナー』ですから」

  『そうね』

  　むつきは最後にこう言った。

  『君を「パートナー」に選んだことは、私の人生のなかでも最良の決断だったわ』

  　そして電話が、切れた。

  「三枝先生、お越しです」

  　圭悟は、携帯電話を見つめていた。

  　――間宮さん……。

  　背後に男の足音。

  「やあ、四谷先生、落成式はうまくいっているようで――」

  　圭悟は携帯電話をポケットに突っこんで、ふり返る。

  　そこには恰かつ幅ぷくのいい男と、ひょろりとした顔色の悪い男が立っていた。

  「ええ、落成式はうまくいっているでしょう。なにせ司会の腕が抜群だ」

  　圭悟は三枝を見すえて、そう言っていた。

  　さっきのむつきの言葉を聞いて、圭悟のなかでなにかが吹っきれた。

  「だけど、あなたにとって今日は厄やく日びかもしれません、三枝先生」

  　戦う決意に燃えた目で、圭悟は三枝を見ていた。

  　三枝もまた部屋を満たしている異様な空気に気づき、

  「はて」

  　と目を細めた。

  「なにかおもしろいことでも起こりそうですな。ねえ、四よつ谷や先生？」

  　微笑を一度も絶やさずに、三さえ枝ぐさは言った。

  　戦いの火ぶたが切って落とされた。

  　そう。

  　最後の戦いの火ぶたが。

  

  「神かみの社やしろ」内部は巨大な正方形になっている。

  　中央には祭壇があり、正面のステージから細い道が伸びている。

  　ステージはコンサートでもできそうなほどの巨大な造りであり、いったい建設費にいくらかかったのかも想像できないほど。

  　敷きつめられた無数のパイプイスに腰を下ろしていた愛あい香かたちは、歌などの出し物はもちろん、初めて聞くような宗教の話をそれなりにおもしろく聞いていた。

  「お、あの子、結構可愛かわいいな。こっち見てくんねーかなー」

  　英えい慈じだけは、別だったが。

  　先ほど、まどかが「教典」がどうのと言った。それは入り口で配られた二冊の冊さつ子しだろうとは愛香も見当がついていた。しかしそれから、誰だれもステージに上がらない。信者の間でもがやがやとざわつきが広がっていく。

  　野球場のグラウンドほども広い。そこに人がぎっしり――冬の吹きっさらしであって、風は冷たいのだが、これだけ人がいるとさほど寒さも感じない。そこに、風と同じく人々のささやきが吹きぬけていく。

  「なあなあ、こんなふうな集会なら、宗教も悪くねーな。新しい出会いもありそうだし」

  　英慈が恵めぐ美みに話しかけている。

  「はー。ほんとあんたってやつは……英慈みたいに脳みそすっからかんなら、どんな宗教の勧誘にも引っかかりそうよね」

  「な、なんだとー。さっきイケてる男発見したけど、教えてやらない」

  「教えなさいよ！」

  「なんだよその急変する態度！　いちいち偉そうなんだよ！」

  「ちょ、ちょっと、ふたりとも……」

  　とてつもなくくだらない理由で口論を始めたふたりを、愛香はいさめる。

  「ほら、誰か壇上に上がったから、静かに、ね」

  　ふたりは渋しぶ々しぶ黙った――が、

  「うそぉぉおおおおお!?」

  　英えい慈じが絶叫した。

  　それは、壇上の人物を見て、だった。

  　ステージ上の巨大スクリーンに、その人物の上半身が表示されている。

  　鋭い眼光、短い髪、恐ろしく整った顔――。

  『お待たせしました』

  　間ま宮みやむつきだった。

  

  　圭けい悟ごは三さえ枝ぐさがイスに腰を下ろしたのを確認すると、おもむろに切りだした。

  「さて三枝さん、単たん刀とう直ちよく入にゆうに申しあげます。あなたには殺人の容疑がかけられています。そして我々はそのことを警察に通報する準備を整えました」

  　殺人、という言葉に四よつ谷やの部下、そして木きの下したがぎょっとした顔をする。

  　しかし三枝は、微笑を絶やさない。

  「それはそれは……あまりに突然のことですね」

  「否定はしないんですね」

  「否定しましょう。私は人を殺すような人間ではありませんよ」

  「正確には、あなたが殺したのではありません。あなたが指示を出して、ほかの人間に殺人を犯させた。これは刑けい法ほうで言うところの共きよう謀ぼう共同正犯にあたります。罪が認められた場合、実際に罪を犯した人間と同じ刑けいが課されます。心当たりがあるでしょう」

  「ありませんね」

  　にこりとして三枝は答える。

  「でも、そちらの木下さんは心当たりがおありのようだ」

  　木下は三枝の背後に立っていた。平静を装って立っていたが、頬ほおが痙けい攣れんしている。

  「私には木下さんも心当たりがないように思えます。そうですね――木下さん？」

  「はい、心当たりは、ありません」

  　言葉尻じりが震えている。

  　――行ける。

  　圭悟は手て応ごたえを感じた。

  「第一、そんなことをなんの証拠もなしに言ったとしたら、それは名めい誉よ毀き損そんになりますよ。少年だからといって、許されることとそうでないことがあります。彼は教団の信者ではないのではないですか、四谷先生――」

  「証拠はありますよ」

  　圭悟は言った。

  「尾お花ばなには逃げられましたね。でも尾花自身が警察に目をつけられているから、積極的に警察に通報しないことはわかっているのでしょう。一いつ色しきはもう死にました。でも――見つかるべきもうひとつの死体が見つかっていない。そうではないですか、木きの下したさん？」

  　ぎくりとした表情で木下が圭けい悟ごを見る。

  　そのとき、

  『お待たせしました』

  　放送が、聞こえてきた。

  『教典について説明します』

  　この声――なぜここでマイク越しに聞こえてくるのかはわからない。しかしそんなことを考えるのはあとだ。

  「おわかりでしょう。――間ま宮みやむつきは生きていた」

  「そんな、そんなそんな」

  　がくがくと木下の膝ひざが震える。

  「木下さん――」

  　一方、木下の異変を見るや、すかさず三さえ枝ぐさが立ちあがり木下の肩をつかんだ。

  「まずい」

  　留る亜あも立ちあがり、三枝のそばに駈かけよった。

  　わずか、三秒ほど――。

  　留亜の手が、三枝の腕をつかむ。

  「どうしました、お嬢さん」

  　三枝の、微笑。

  　木下は――先ほどの動揺はどこに消えたのか。

  　微笑を浮かべていた。

  　――一瞬で暗示をかけたのか？

  　圭悟は気づいた。

  　ふだんから木下の精神をコントロールしているのだ。それで、とっさのときにもすぐに平静をとり戻せるような――「強制終了」のボタンを押すように、意識をリセットした……？

  　圭悟は初めて、この三枝という男に恐怖を感じた。

  　他人の意識を、改造している、この男に。

  「では、証拠というものを見せていただきましょう」

  　圭悟は、机の上にポータブルスピーカーを出した。

  　ＩＣレコーダーを再生する。

  『こっち向け！　てめえは……逆らう気だったのか！　……こんなもんでよ！　なにを撮ろうとしたんだてめえは、てめえは、てめえは！』

  　それは、一いつ色しきが死ぬ直前の、むつきとのやりとりだった。何度聞いても生なま々なましい――そして、四よつ谷やも興味深そうに聞いている。

  「このあと、一色は、銃で撃たれて死にます。一色は、世田谷での銃撃戦をひき起こしていました。それは、相手方に教団内の誰かが情報をリークしたせいで起きた戦いではないでしょうか。あなたたちはそこで一色を殺すつもりだった。そう――情報をわざとリークしたのも、一色を撃ち殺したのも、そこにいる木きの下したさんです。三さえ枝ぐささん、あなたの指示でね」

  　四よつ谷やの部下が、ひっ、と短く息を吸いこむ。

  　三枝は相変わらず微笑を浮かべていた――が、その表情は、マスクでもかぶっているように凍りついている。

  「次は、一色が死んだあとの、木下さんと間ま宮みやさんの会話です」

  　圭けい悟ごはその部分を再生する。

  『……お前は、三枝の指示で一色を殺したのか』

  『……先に一色、次に――尾お花ばな……ほかの誰だれか。……さあ……なんだ？　……くそ、なんでこんなところに警察が……』

  『どうするのよ。……銃を撃ったら音が響く。そうしたら警察に聞こえ……』

  『だ、だだ、黙れ！』

  『お前のほうこそ黙れ。叫ぶと、この場所がばれるわよ』

  『あああ、警察が、警察が来るなんて……俺おれが一色を殺せばすべて……お師し匠しようさんはおっしゃっていたのに……そうだ、お師匠さんだ』

  　お師匠さん、という言葉を聞いて、四谷の部下たちが息を呑のんだ。

  『も、もも、もしもし、お師匠さんですか！　――はい、はい、今、一色を始末して……間宮むつきを……はい、間宮むつきが……ください、私が捕まえたんです。思いきり後頭部をぶん殴なぐって……』

  　圭悟はそこで再生を終了した。

  「……これを聞いて、三枝さんが木下さんに、一色の殺害を指示したと考えないほうがどうかしているでしょう」

  　さあ、どうだ――。

  　圭悟はそう思って三枝を見た。

  　だが、

  「うーん、どうでしょうね……」

  　三枝は貼はりつけた微笑を絶やさないまま、そう言った。

  「これだけでは……言い方は悪いのですが、あなたがねつ造したものと言えないこともない」

  「ねつ造だって!?」

  「木下さん、こんなこと、ありましたっけ？」

  　三さえ枝ぐさは首だけ背後をふり返って、木きの下したに聞く。

  　すると木下は、微笑を絶やさずに――それはまるで機械のように――首を振った。

  「木下さんもこう言っています。声せい紋もん鑑かん定ていや、そのほかいろいろな調査が必要でしょう」

  「……調査をすれば、あなたの関与がわかりますよ」

  「そうでしょうか？　いずれにせよ、一か月以上はかかるでしょうね」

  　一か月？　と聞きかえそうとして、圭けい悟ごは気がついた。

  　――こいつ、近いうちになにかしでかす気だ。あるいは、逃げるのか――。

  　一か月も猶ゆう予よを与えてはならない。

  「では、あなたは調査に協力してくださるのですね」

  「そうですね……残念ながらお断りします」

  「なっ」

  「私はあなたのことをよく知りません。そんなあなたが、あれもこれもと不ふ愉ゆ快かいなことを並べたててこられる。さすがの私も、あまり穏やかな気持ちではいられません」

  　と言いつつも、やはり微笑を崩さない。圭悟は三枝の顔からにじみ出るすごみに、身体中から汗が噴ふいて出た。

  　圭悟は視界の隅で、かすかにため息をつく四よつ谷やの姿を見た。

  　――くそ、失敗か……。

  　どれだけ三枝が言いのがれをしても、木下を突けば崩れるだろう――というのがむつきの意見だった。

  　三枝の暗示能力が、これほどまでに強力だとは思っていなかったのだ。

  「では、四谷先生、私は信者の皆さんへスピーチをしなければなりません。これで失礼させていただこう」

  　三枝は言って、立ちあがった。

  　――押しきれない。

  　圭悟は、自らの力不足を実感していた。

  　――ちくしょう……間ま宮みやさんが、信じてくれたのに。

  　圭悟は両手を握りしめた。

  

  　一方、「神かみの社やしろ」では、むつきがマイクに向かって話を続けていた。

  「大典」は、つい先ほど二ふた見みに渡されてざっと見ただけだった。この短い時間で、むつきは内容を理解し、法則性を見つけた。

  『「大典」にはいくつかの基本方針があります。しかしそのなかで気をつけなければならないのが、教祖の存在です』

  　スピーチ内容は、実際に二ふた見みがしただろうと思えることを、むつきなりに推測して話した。

  　圭けい悟ごの言葉が、むつきの背中を押していた。

  　――間ま宮みやさん、あなたはフェアな人です。どれだけ口が悪くても、他人の感情に鈍感でも、フェアな人だと俺おれは信じています。だから――あなたはきっとわかるはず。いや、わかっているはず。教団が悪いんじゃない、教団の陰に悪人が潜ひそんでいるんだ。

  　宗教は悪くない。人々にとって心のよりどころは必要なのだから。

  　わかっていた。

  『劫ごう光こうの道みち』が悪いのではない。

  　そこにいる、数人の人間が悪いだけなのだと。

  　そいつらが五十嵐いがらしを死に追いやったのであって、教団そのもののせいではないのだと。

  　それだけにすべてを放りだして帰った、二見のことが許せない。

  　心のよりどころを失ったときの信者の喪そう失しつ感は――むつきが、五十嵐を失ったときの感覚に、きっと似ているはずだ。そんな思いを、ほかの人にも味わわせたくはない。

  　ただ、むつきが話したのは、二見が意図したものとは最後が違った。

  　説明のしめくくりに、むつきは言った。

  『「大典」は大きな矛盾をはらんでいるのです。教祖の存在を、「神」としてとらえれば「大典」の教えとは相反するものになります。教祖を、「人間」として考えれば、「大典」は矛盾のない教典になります』

  　信者たちの間にざわめきが走る。

  　くららを「神」ではなく「人間」として考えるなど、できない人たちなのだ。

  『皆さんは、このふたつを選択することができます。それは自分の未来を選択することと同じです。あなただけの「神」を、あなただけの「信仰」を探してください。ほんとうにあなたが必要としているものはなんなのか、を』

  　むつきはそう言って、説明を終えた。「小典」に言げん及きゆうをしなかったのは、「小典」のなかに書かれているものを一文字も読んでいないからだったりする。

  　信者たちは、狐きつねにつままれたような顔で、「大典」とむつきの顔を見ていた。

  　ステージの袖そででは、最初はあわてふためいていたまどかも、「しょうがないやつだ」とでも言いたげに苦笑していた。二見がいなくなったことを聞いたのだろう。

  　むつきが壇を降りようとした、そのときだった。

  「あいつ、間宮むつきじゃないか！」

  　信者のひとりが叫んだ。
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  　一瞬の静せい寂じやくののち、すさまじい声がわき起こった。

  　それは、怒りだ。

  　これまで教団を叩たたきつづけてきたむつきを、知らない人間はほとんどいないのだ。

  　やばい、とむつきが思ったときには、客席から空き缶や石が壇上に飛んできた。

  『皆さん、落ちついてください』

  　まどかの声も効果がなかった。

  　――こんなに恨まれているとは。

  　誤算だった。むつきは、マイクの置かれた壇の陰に身を隠した。

  　木製の壇に、いろいろなものがぶつかる音が聞こえる。

  『皆さん、落ちついて、落ちつい――あぁっ!?』

  　まどかが、素すっ頓とん狂きような声で叫んだ。

  　と同時に――信者の間からの怒ど号ごうが、止まった。

  　――なに……？

  　むつきは、まどかのいるほうを見やった。

  　そして、気がついた。

  　こちらに歩いてくる人物がいる。

  　神しん職しよくが着るような水すい干かんに、黒の冠かんむり、そして垂たれさがっているヴェール。

  　むつきのいるほうへと、歩いてくる。

  　真しん劫ごう院いんくららが歩いてくる。

  

  

  　三さえ枝ぐさは立ちあがり、木きの下したにかるくうなずきかけてから、部屋を出ていこうとした。

  　それを見送ることしか圭けい悟ごにはできなかった。

  　そのとき――、

  「三枝先生、まだいいじゃありませんか」

  　四よつ谷やが声をかけた。

  「私からもお話がありますから」

  「お話……？」

  「あなたが、教団の資金を着ちやく服ふくし、海外に移送しようとしている話です」

  　いきなりの言葉に、圭悟は一瞬、理解できなかったが――見た。

  　三枝の表情から、微笑が消えた瞬間を。

  「なにを根拠に……」

  　先ほどとは打って変わって、三さえ枝ぐさの声に不安が混じっていた。

  　三枝は木きの下したをにらみつけた。が、木下はあわてて首を振る。

  「――ここに連れてきて」

  　四よつ谷やは甲か斐いに言った。甲斐はうなずくと、隣の部屋からひとりの人物を部屋に入れた。

  　それは、女性。

  　木下の――妻、だった。

  「まさか、四谷先生……彼女を、籠ろう絡らくしたのですか」

  「籠絡とは心しん外がいです。私は、教団のほんとうの教えを彼女に伝えただけです」

  　しれっとした顔で四谷は言う。

  「あなた、もう止やめましょう。私は、四谷さんに話を聞いていただいてわかったわ。人を殺して救われるなんてこと、あるはずがないって。だからあなたも――」

  　三枝の顔が赤黒く染まる――瞬時に、事態がまずいほうへ転んだことを理解したのだろう。

  　四谷も、三枝の敵だったのだ。

  「くそ！」

  　そして三枝は、身を翻ひるがえして走りだした。

  「止めなさい！」

  　と四谷が言うよりも前に、留る亜あが動いていた。

  　ソファからジャンプし、斜め上からかかと落とし。

  　かかとが、三枝の背中に叩たたきつけられ――三枝はその場に転がった。

  「がっ、はっ」

  　四谷の部下が群がって、三枝を押さえつける――が、すでに三枝は気を失っていた。

  「……四谷さん、あなた、それだけでも三枝を追放することはできたのに」

  　圭けい悟ごは事態の変化にようやくついていった。

  「いえ、あの時点では、こちらも材料がまったくありませんでした。それに膿うみは出すべきときにすべて出さなければなりません」

  「あなた自身も……一いつ色しきに関わる、犯人蔵ぞう匿とく、犯人隠いん避ぴで罪に問われる可能性があります」

  「私も教団にとっての膿であることは十分理解しています」

  　潔いさぎよく、四谷は言いきった。

  　圭悟は納得した。そして――どうしてこの人が留亜に影響を与えられたのか、ということもよく理解できた。冷静で、芯しんが通っていて、そのくせ温かみがあるのだ。

  「よく、説得できましたね。マインドコントロールを受けた人間を」

  「これでも女性部を任せていただいていますから。女性が相手なら三枝先生にも負けません」

  　四谷は、ふふ、と笑い、すぐに表情を曇くもらせる。

  「非常に残念ですが……三さえ枝ぐさ先生は、『神かみの社やしろ』建設事業に割りあてられた、巨額の予算を利用していたようです。建設業者に話をつけ、キックバックを受けとっていた……。背はい信しん行為は見み逃のがすわけにはいきません。かばう余地はないでしょう――」

  　と、そのとき、「神の社」方面からすさまじい怒ど号ごうが聞こえてきた。

  「なに――？」

  　みんながそちらを向いてからしばらくして、声が聞こえてきた。

  『皆さん』

  　と。

  　その声は――、

  「く、くらら様!?」

  　圭けい悟ごはこのとき初めて、四よつ谷やが驚く姿を見た。

  　四谷は直後、走りだしていた。

  　圭悟も留る亜あと顔を見合わせ、それを追って部屋を飛びだした。

  

  　真しん劫ごう院いんくららは、マイクの前に立った。静まりかえった信者たちが、それを見つめている。

  『皆さん』

  　そう言った言葉は、たしかにマイクを通しているはずなのに――。

  　――頭のなかで、響いているみたい……。

  　くららのすぐ後ろで立ちあがったむつきは、そう感じていた。　そして、くららの肉声を聞くのは、ここにいる信者のほとんど全員が初めてのはずだ。　一言も聞きのがすまいと、耳を澄ましている。

  『この場でお話ししなければならないことがあります』

  　恐ろしいほどの、静せい寂じやく。

  　ステージ上を転がる、空き缶の音が聞こえた。

  　誰だれも知らなかった話を、くららは始めた。

  『私には父がいます。父は、医者も治療をあきらめた末期の癌がん患者です。私は手をかざせばすべての病気が治ると信じられていますが――実際はすべてではありません。私の父は、盲目です。盲目の父は、私の目を見ることができません。私が「奇跡を起こせる」と言ったとしても、信じられないのです。私を信じない人の――病気を治すことはできません』

  　くららに病気の父がいる、などという話はむつきも聞いたことがなかった。

  　しかし教団の先代教祖は知っていたのだろう。また、くららを先代教祖に紹介したという三枝も知っているのではないか――。

  『私の父を治療……延えん命めいするには、多額の金銭が必要でした。その金銭を、私のような幼い者が工く面めんできるはずもありません。三さえ枝ぐさは――私にその金銭を貸してくれました。そして、私の力が適用されない人間がいることを知られてはならないと、父をアメリカに移しました』

  　――まさか。

  　と、むつきは考える。

  　そしてその予感は、的中した。

  『私は、三枝の傀かい儡らいとなりました。私にはときどき、ほかの人には見えない未来や過去が見えることがあります。それがご託たく宣せんです。それ以外にも私は口を利きくことができるのですが、三枝はそれを禁じました。余計なことはしゃべるな、ということでしょう。そして三枝は、私の名を使ってご託宣を自由に発したのです』

  　信者の間に動揺が走った。

  　信じていた教祖が、操あやつられていた。

  　しかも操っていたのは、「お師し匠しようさん」として親しまれている三枝だ。

  　それは二重の裏切りだった。

  『四よつ谷やが手を尽くして、三枝の罪を暴あばくことができました。そして、ここにいる間ま宮みやも、三枝を倒すべく尽じん力りよくしてくれました。私の父は死ぬかもしれません。けれども、偽いつわりの生を受けるより、真実の死を受けなければ、私の発する言葉もまた偽りに汚けがされるのです』

  　くららの短いスピーチが、終わろうとしていた。

  　そして話の最後に、とんでもないことを言った。

  『こんな私は、教祖などという座にいるべきではありません。誰だれか、しかるべき人物が皆さんを指導していくべきであると考えています――私からは、それだけです』

  　そしてマイクから離れる。

  「……教祖を、やめる……？」

  　むつきのつぶやきに、くららはこくりとうなずいた。

  　呆ぼう然ぜんとした信者たちが、思考を回復するまでにはまだすこし時間が必要そうだった。

  　くららが立ち去っても、静せい寂じやくが破られることはなかった。

  　四谷が走ってきて、壇上に立って初めて――信者たちは好き勝手に言葉を発しはじめた。

  「教団はなくなるんですか」「くらら様はインチキだったんですか」「三枝を出せ」「うその教団だ」「間宮にそそのかされたか」「私は教団を信じます」「くらら様くらら様くらら様」「お師匠さんはどこですか」――。

  　混こん沌とんだった。

  

  「間宮さん！」

  　前方を走るむつきの後ろ姿に、圭けい悟ごは声をかけた。

  「くららがいないの、捜すの手伝って！」

  　ふり返りざま、むつきが叫ぶ。

  「神かみの社やしろ」には、先ほど四よつ谷やたちといた場所以外にも、建物はあるようだ。むつきはステージの真裏に長い階段を見つけた。山肌に沿って上へと伸びている。

  「登りましょう。――河合かわいは？」

  「愛あい香かちゃんを迎えに行ってもらいました。信者は一いつ触しよく即そく発はつですよ。下へ手たしたら大暴動です」

  「暴あばれたら、すっきりするんじゃないの」

  　相変わらずとんでもないことを言うな、と圭けい悟ごは苦笑する。

  「間ま宮みやさん――すみません、先行きますよ」

  　階段の途中でへばるむつきを置いて、圭悟は走りだした。もう、やけどの痛みはない。むつきはしっしっと虫でも追いはらうようにやって見せただけで、完全に体力を切らしていた。

  　何度か折れた階段の先に、鳥とり居いがあり、抜けると境けい内だいになっていた。

  「くらら！」

  　正面に本ほん殿でんがある。真新しい白しら木き造りだ。圭悟は段を飛ばしてなかへと入る。

  「くらら！」

  　そこに圭悟は、見た。

  　一番奥の台には神しん宝ぽうらしき鏡。

  　そして手前にはくららがいた。

  　くららの手には――長い刀。

  　その刀の柄えを右手で持ち、左手で刀とう身しんの峰みねを持っていた。

  　それを首元へ――、

  「止やめろ！」

  　見た瞬間に、圭悟は飛びだしていた。

  　階段を上った疲れで、足が動かない。

  　――動け、動け動け動け動け動け！

  　伸ばした左手が、くららの胸元に届いた。

  　そして――思いきり突きとばした。

  　くららの小さい身体が吹っとんだ。

  　台にぶつかり、神宝の鏡が後ろへ落ち、がしゃんと割れる。

  　刀も横に転がってがらがらと重い音を立てた。

  　圭悟は立ちあがった。

  「死ぬな……死ぬな！」

  　ぐったりしていたくららが、床に起きあがる。

  「その傷――」

  　くららが目を見開いた。

  　圭けい悟ごの左手首と、肘ひじの間がばっくりと切れていた。落ちる刀が滑すべったらしい。

  　太い血管を切ってしまったのか、恐ろしいまでに血がどくどくとあふれ、床に血だまりをつくっている。

  　圭悟は腕の付け根を押さえた。

  「平気だ――よかった、間にあったか……」

  「どうしてそんな――」

  　くららは、ほんとうにわからないというような顔で圭悟を見る。

  「みんなを騙だましてすみません、死にます――なんて誰だれが教えたんだ。安あん易いすぎる解決法だ」

  「でも」

  「でもじゃない！　そりゃ恨みに思うやつだっているかもしれ――」

  　血を流しすぎて、頭がふらついた。ぐっと、足でこらえる。

  「――それでも、君は、いろんな人を治療したんだろう」

  　戸と惑まどいがちに、くららはうなずいた。

  「じゃあ、いいじゃないか、それで」

  「……いい？」
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  「いいんだよ、たまには誰かを傷つけることだってある。散さん々ざん人を助けてきたんだ。そろそろ君は助けられるときなんだ」

  　圭けい悟ごの足下に溜たまる血が、多くなる。

  「いいか、悪いことをしたって償つぐなうことはできる。でも死んだら、なにもできなくなる。それは逃げるのといっしょだよ。君は三さえ枝ぐさに戦いを挑いどんだんだろう――スピーカー越しに聞いたよ。戦えるんじゃないか。君にはまだ多くの未来がある。間ま宮みやさんは信者に、未来を選択しろって言った。君だって……未来を選択する権利がある」

  「……私の、未来」

  「そう……あ、やばい、そろそろ、限界――」

  　目の前が霞かすむ。さすがにもう立てなくなった――とき、

  「じっとしてください」

  　膝ひざをついた圭悟の前に、くららがやってきた。

  「なにを……」

  　圭悟の左手をくららが握る。

  　そして――圭悟は感じた。

  　温かいなにかが、自分の手を這はうのを。

  　その瞬間、部屋中に光が満ちるような――錯覚。いや、実感なのだろうか。

  　圭悟はくららの目を間近ではっきりと見た。

  　――澄んでいる。

  　人を惑わす目、などではない。透明度の高い湖のように、どこまでも澄んでいる。

  「もう、大丈夫」

  　くららが言った。

  「――えっ？」

  「血は止まりました」

  「えっ？　えっ？」

  　圭悟は左手に触れた――血が、止まっていた。

  「す、げえ……」

  　これが、奇跡、なのだろうか。

  　――こりゃ、教祖様として拝みたくもなる……。

  　今の圭悟は意識がぼんやりとしている。だからひょっとしたら、ほんとうにひょっとしたら、くららはなんらかの医療品を施しただけなのかもしれない。圭悟はこのあと数秒で気を失うのだから、真しん偽ぎをたしかめる術すべはない。

  　だけれども、圭悟が意識を失う直前、見たものは真実だと信じようと思った。

  　両手を血にまみれさせながら、

  「私を導こうとした人に、生まれて初めて逢あいました」

  　微笑ほほえんで見せた――ひとりの少女の笑顔は。
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  エピローグ　土曜日、教団、その後のこと

  

  　それからのことをすこし話すと――。

  　三さえ枝ぐさは、あの混乱のなかで気絶から覚めると、騒ぎに乗じようじて逃げようとした。それを、愛あい香かたちと合流した留る亜あに発見され、もう一度かかと落としを食らって気絶。その後、通報を受けた警察に連れていかれた。木きの下した夫妻とともに、現在、取り調べを受けている。

  　四よつ谷やとまどかもまた警察から取り調べを受けているが、まどかのほうは殺人に直接関与していないこと、初犯であることを含め、執しつ行こう猶ゆう予よがつきそうだった。

  『劫ごう光こうの道みち』は一時的に活動を停止し、信者数が激減した。信者のなかには自ら新しい流派として宗教を興おこす者もあり、信者はバラバラに散っていった。

  『ＱＯ』内では尾お花ばながとある仕掛けを施していた。「神かみの社やしろ」落成式にあわせて行われた、ゲーム内での落成式。それは、運営側が行うイベントで、隠していた幕をはずして荘そう厳ごんな建物を見せる――というものだった。もちろんそのときに、仕込みの動画を流すのだ。

  　そこへ、ゲームマスター権限のＩＤで尾花はログインした。そして――公開された建物のオブジェクト属性を変更した。それはもともとイベントに使う予定であり、背景としての「アクセス不可」のオブジェクトではなかった。そこを突いたのだ。

  　尾花は、ゲームマスターコマンドで、「ユーザーアクセス可能」に書きかえた。

  　建物が公開された瞬間、尾花は合図を出した。直後、集まったプレイヤーのなかから飛びだしていく姿があった。

  　ギルド〈ＬＰＤ〉のメンバーだ。

  　アクセスが可能になった建物――つまり、破壊可能になった建物に、プレイヤーは最大限のパワーとスキルで攻撃を叩たたきこむ。そして――あっという間に、建物は消滅したのだった。尾花は、すべてのサーバーでこれと同じことを行った。

  　どのサーバーのプレイヤーも、とくにＰＫギルドなどのメンバーは、ゲームの世界観を崩しかねない「神の社」に反感を持った。そして、進んで協力を申し出た。ゲーム内では嫌われ者の彼らは、ゲームを誰だれよりも愛していた。

  　ギルド〈ＬＰＤ〉のメンバーはその後、ほかのプレイヤーにこう聞かれた。

  「あのとき、首切りジャンアールがいなかったじゃない」

  　その「首切りジャンアール」は、むつきの使っているキャラクターだ。

  　質問には、こう答えたという。

  「やつは現実世界リアルで、もっとでかいものをぶっ壊しにいったのさ」

  

  「神かみの社やしろ」落成式から一週間経たった、土曜日のこと。

  『劫ごう光こうの道みち』の事件はテレビでも連日とりあげられていた。そしてマスメディアは教祖であるくららの行方を追っていたが、くららの姿をとらえたメディアはまだなかった。

  　その日、目を覚ました圭けい悟ごは――盛大にため息をついた。

  　着替えを済ませて一階へと降りていく。

  「おはよう」

  　リビングのドアを開けると、

  「おはようございます」

  　真劫院くららが座っている。

  　そしてその横では、圭悟の両親が、くららにたいして床に伏して拝みつづけている。おまけに、変な香こうまで焚たいて。

  「止やめてください、と何度も申しあげているのですが」

  　困ったように言うくららもくららで、今は神しん職しよくのような格好をしていない。

  　していないどころか、原宿ででも買ってきたのか、レースのついた黒のドレス。頭にもヘッドドレスを巻いて、紛まごう方かたなきゴスロリである。

  　この服はどうも、圭悟の母が買い与えたらしい。
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  　圭けい悟ごの母は、教団が一時的に活動を停止したことで茫ぼう然ぜん自じ失しつだったが、くららが行き場をなくしたことをまどかから聞いて、一時的に預かったと言っていた。

  　くららの実年齢は十三歳だという。なので、今回の事件のことは事情聴ちよう取しゆだけで済んだ。そしてくららの保護者は、アメリカにいる父ではなく遠縁の女性であることも今回わかった。

  　女性に連絡をとってみたが、妙な力を持っているくららを怖がっており、できれば離れて暮らしたいという。それを聞いて、圭悟は丸一日は落ちこんだ。そして、くららがこの家にいたいのならいてもいいだろう、という気になった。

  　翌日には、

  「なんで人が増えるのよ！」

  　と絵え璃りに蹴けられたが。

  　執しつ行こう猶ゆう予よがついたら、四よつ谷やとまどかは、くららとともに新たに信仰を始めたいと言っていた。あとは、くららの希望次第だろうか。

  　そう言えば義務教育どうしていたの、と圭悟が聞くと、

  「教団には教育行政に隠いん然ぜんたる力を持っている人物がいましたから」

  　と言った。くわしく聞くのは怖いので、それ以上は聞いていない。今は近くの中学校へ転入手続きをしている。

  「さて――」

  　今日。

  　事件が一段落したので、みんなでそろって打ちあげでもしよう――と事情を一番よくわかっていない英えい慈じが発案し、集まることになっていた。

  「じゃ、行ってくるから――」

  　圭悟がそう言いのこし、玄関で靴くつを履はいていると、

  「行きましょうか」

  　右腕をつかまれた。

  「まさか、あたしを置いてひとりで楽しいところに行くなんて言ったりしないでしょ？」

  　左腕をつかまれた。

  　くららと絵璃であることは考えるまでもなくわかっている。

  「圭悟、くらら様になにかあったら、あんたの爪つめ全部はがしてやるから！」

  　後ろでは実の母が身の毛もよだつようなことを言う。

  「なあ、なんで俺おれまであの子に頭下げなきゃいけ――うぶっ」

  　帰ってきた母の力で、相変わらず尻しりに敷かれている引きこもりの父が、頭を床にこすりつけられて泣いている。見たくない見たくない。

  　三人で家を出て、待ち合わせの街まで向かう――が、両脇わきを固められると、囚しゆう人じんになったような気分だ。しかも絵璃は横で延えん々えんとぶつぶつ言っているし、感情が昂たかぶると不意に圭悟の横腹を殴なぐったりする。

  「ケーゴ」

  　くららは、圭けい悟ごのことをケーゴと呼んだ。

  「今日は女じよ難なんの相そうが出ています」

  「……知ってるよ」

  　大体、向かう先ですでに待っている愛あい香かが、圭悟の姿を見るなり真っ赤になって凶きよう悪あくな顔で震えだしている。これでトラブルを感知できなかったらよほどの鈍感だ。

  　近づいていくと、むつき以外のメンツがそろっていた。

  　最初に英えい慈じが圭悟のところにやってくると、ぽんぽんと肩を叩たたいて、

  「コブつきは、どこ行っても一発アウッ！」

  　親指をぴん、と立ててにかーっと笑った。

  　殴ろうか、と思ったが両腕がふさがっていて動けない。

  「で、なにをどうしたらそんなんなるわけ？」

  　呆あきれた顔で恵めぐ美みが聞いてくる。

  「俺おれにもさっぱりわかりません」

  「でしょうね」

  「よし圭悟、カラオケ行こうぜ」

  　横から飛びこんできた英慈に、

  「カラオケですってぇええええええ！　あんた、まだ私に勝てると思ってるの！」

  「ったりめーだ。つーか俺、負けてねーし」

  　恵美が超反応し、勝手に英慈とふたりで火花を散らして盛りあがっている。

  「……くらら様？」

  　留る亜あがきょとんとした顔でくららを見る。

  「変わりましたね、留亜」

  　赤くなって留亜はぺこりと頭を下げた。

  「優ゆう柔じゆう不ふ断だんなうちの兄も、大改革してほしいもんだわー」

  　横で絵え璃りがなにかほざいたが無視。

  「ほんとです。圭悟くんの優柔不断は今に始まったことじゃないけど、たまには女の子を押し倒すぐらいの勇気も必要だと思うの。もちろんそれは愛香限定だけど！」

  　ここにもまた、よくわからないことを言っている人がいる。

  「ケーゴ」

  　と、トラブルメーカーが口を開いた。

  「災さい厄やくがやってくる」

  「……災厄？」

  　と圭けい悟ごが聞きかえすと、前にいた愛あい香かと留る亜あが、ぎょっとした顔で後ずさった。

  　そして圭悟は背後に気配を感じた。

  　まだやってきていないのはただひとり――間ま宮みやむつきだ。

  　となると、背後にいる人物がむつきであるのはほぼ確定的な状況であり、愛香と留亜の様子を見る限りではむつきは怒り心しん頭とうというところか。

  　なにに怒りを？　くららがいることか？

  　さて――。

  　なんと言って挨あい拶さつするべきか――考えろ、圭悟。

  　災さい厄やくはできうる限り回避すべきだ。

  　――こんにちは、間宮さん、今日もいい天気ですね――三十点。くららがいる、ということの説明を完全に放ほう棄きした悪い例だ。

  　――間宮さん、紹介します。俺おれの神、真しん劫ごう院いんくららです――マイナス二十点。そんな笑えない冗じよう談だんを言った日には、殺されるかもしれない。

  　――知っていますか？　世の中には知らないほうがいいということが山ほどあるんですよ――うん、これならぎりぎり及きゆう第だい点か……？

  　よし、これだ――と心に決めて、圭悟がふり返ろうとしたそのとき、

  「さあ、説明しなさい。全部よ、全部。『知らないほうがいい』なんてなめたこと抜かしたら、爪つめ、剥はぐわよ」

  　最近は爪をはがすのが流は行やってるのか……？

  　それよりも、言う前からダメ出しをされてしまった。

  　――考えろ、俺！

  　今、ちらりと見たむつきは、とてつもない形ぎよう相そうだ。見たこともない形相だ。髪が短くなって寒そうだが、それすらも圭悟のせいにされそうなほどの怒りだ。

  　考えて、考えて、考えて――すこしでもよりよい結果を。

  　考えてもダメかもしれない。でも、考えないよりはずっといい。

  　こんなろくでもない状況だとしても、ひょっとしたら好転するかもしれないではないか。

  　――そうさ。

  　未来の選択は、自分の手にゆだねられているのだから。

  



  
    〈　了　〉
  


  


  あとがき

  

  　こんにちは、三み上かみ康やす明あきです。

  『Ｍのフォークロア』も「劫ごう光こうの道」編がいよいよ完結。すでに読みおえたあなた、いかがでしたでしょうか？　期待通り、予想外、いろいろ感想がおありかと思います。ぜひお聞かせいただければと思います。あるいは未読の方で「二巻まで風ふ呂ろ敷しき広げてちゃんと畳たためるのかよ？」と思っておられた方、大丈夫、無事着地しています。ささ、安心して硬こう貨かを手にレジのほうへお進みくださいませ。

  　おや――と不思議に思われた方。鋭い。前巻までの少年ミカミヤスアキの性春日記はどこに行ったのかとおっしゃいますか。そんなものを読みたいあなた、「物好き」とか「変わってる」とか言われませんか？　自分は、よく言われます。友だちになれそうですね。

  　まあ、実は二巻のあとがきを書いてから、あの続きを考えていたのですが……。

  　中学卒業以降の、我が人生の悲ひ惨さんなことと言ったら！

  　どこぞのインターネット占いで、

  「あなたの人生のピークは二十歳です」

  　とか結果が出て、なんだよそれそんなことねえよもっといけるよとか思っていた自分が浅はかでした。ピークが、中学時代だったとは……！

  　高校は、男子校でした。「灰色のハイスクールライフ」なんてネタでマンガに出てきてもさっぱり笑えません。本気で灰色ですから。体育の授業のあとの酸すっぱい空気を思いだしますから。ああ、登と聖せい高校みたいな共学校に通いたかった……！　中学三年の自分のバカ、バカ！

  　で、不思議なことに、男しかいない学校に通いつづけて一年ぐらいすると、

  「このなかにひとりぐらい女の子いるんじゃね？」

  　とか考えだします。危険な考えですが、あのころはマジでした。

  　いませんでしたけど。

  　そんなわけで三年間、「収容所」と陰かげ口ぐちをたたかれていた灰色の校舎で過ごすことになったわけです。

  　まさか、二冊分あとがきを書いただけで少年ミカミヤスアキの性長記録が止まってしまうとはさしもの自分も思っておらず、戸惑っている次第であり。

  　代わりになるネタないかな――と考えて、

  「原げん付つきに乗っていて対向車と正面衝突しそうになった話」

  「クリスマスイブに男連中と飲み過ぎて意識を失った話」

  「森を歩いていたら死体を発見した話」

  　などがパッと思いついたのですが、思いだすだけでもつらい不幸の記憶を掘りおこし、しかも読むほうも不愉快になるという二重苦に気づき、却きやつ下か。

  　機会がもしもあれば、「高校の合宿の肝きも試だめしで霊に遭そう遇ぐうして小便漏もらしそうになった話」と合わせてお届けできるかもしれません。つーか、なんで幸せな記憶が一個もないんだ。

  　人生のピークを過ぎさった今も、とりあえず、健康に暮らしています。

  

  　さて、今回はあとがきを五ページもいただきました。

  　作品の話もすこし。

  「フォークロア」は「民俗学」という意味であり、日本では柳やなぎ田だ國くに男お先生が、国内で初めてこの学問を学問として興おこしたと言われています。三巻目にしてようやくタイトルの話か、と自分でも呆れていますがもうちょっとおつきあいください。

  　一巻目の「キュクノス」は「白鳥座」。二巻目の「セレンディップ」は、「偶ぐう察さつ力りよく」を意味する「セレンディピティ」の語源となった寓ぐう話わ「セレンディップの三人の王子」からとっています。

  　今作は「ファウンダー」が作中に出てきません。この言葉は「祖となった人間」を意味しており――「教祖」の意味となります。

  「ファウンダー」の「決意」がどのようなものであったのか、今回はそれがひとつのキーになっています。ネタバレ気味なのでこの辺で止めておきましょうか。

  「民俗学」をとりあげた小説というのは意外とすくなく、自分自身大学時代にかじった程度の学問だったので、とにかく目についた資料を片かたっ端ぱしから読んで、知識を蓄たくわえました。「白しろ鳥とり」の話から、「神」の話まで、「民俗学」というものはいくつもの学問に隣接しているため思わぬ発見もあり、なかなか楽しい。

  「民俗学」のいいところは、その学問の舞台が実在するところでもあると思うんです。各地のお祭りなんていい例ですね。この一年は、取材と称して日本のあちこちをうろついて、資料を買いあさり写真を撮りまくりました。

  　女子高生の取材もしたかったのですが、いろいろな意味でよろしくない気配を感じとったため、自じ粛しゆくしました。

  　無念……！

  

  　さて、末筆ながら謝辞を。

  　イラストレーターの連さん。三巻目になりますます冴えるイラスト、ありがとうございました。今回はイラストと原稿の並行作業だったので、連さんのイラストが先に上がると「負けられねえー！」と無駄に対抗心を燃やしたり。お互い、キャラクターに感じている意識がすごく近づいてきたように思えた三巻目でした。

  　担当編集さん。にこやかに無茶な締しめ切り設定をしてくださって、ありがとうございました。設定されたハードルを乗りこえたくなる自分の性格をよくわかっておいでで……お釈しや迦か様の手のひらで暴れる孫悟空の気持ちがちょっとわかりました。

  　今回はもうひとり。灰色の高校時代からの友人であるＡくん。法律がらみでわからないことがあるときばっかり、ケータイでメールしてごめん。返事、ほんとうに助かってます。目標である司法試験も突破し、今後は検事として活躍してください。取材させてね。

  　最後に、この本を手にとってくださったあなたに。誰にだって自分の「決意」が誰かの「未来」を変えることになるときが来ると思うんです。そのとき、あなたならどうするか――本書を読んで、そんなことを考えていただけたらすっごくうれしいです。

  　また、あなたにお会いできますよう祈りつつ。

  



  
    三　上　康　明
  


  [image: ]


  参考文献

  

  『カルト宗教　性的虐待と児童虐待はなぜ起きるのか』　紀藤正樹・山口貴士／アスコム

  『神の発明 カイエ・ソバージュⅣ』　中沢新一／講談社選書メチエ

  『新宗教の解読』　井上順孝／ちくま学芸文庫

  『新宗教』　梅原正紀／現代書館


  三上康明

  Yasuaki Mikami

  

  １９７９年、神奈川生まれ。このシリーズを書くために山のように資料を買いこむが、その量を見て「こりゃ本棚がヤバイな」と気づく。それ以前に読む時間もヤバければ財布もヤバイことに気づいてなかった。
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